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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







『ありがとう』


　その一語を抱だいて彼等は眠ねむっていた。


　遠い遠い日々。


　今はもう手の届とどかない程ほどの彼方かなたに去さってしまった世界。


　幸しあわせだった時代の──大切な大切な記憶メモリ。彼等の存そん在ざいを肯こう定ていしてくれる一言。


『ありがとう』


　その一言に彼等は震ふるえるような喜びを感じた。


　無む論ろん、そのように自分達が造つくられている事は知っていた。その喜びは最初から創そう造ぞう主しゆによって企き図とされていたものだという事を、彼等は知っていた。


　知ってはいたが、彼等はそれを誇ほこった。


　依い存ぞんされ、奉ほう仕しし、あるいは補ほ助じよし、他の存在と共に何か一つの事を成せる事を──そして、その報ほう酬しゆうとして与あたえられるその一言を、彼等は何よりも誇った。それは彼等にとって何よりも素す晴ばらしい事だった。歓かん声せいを上げる事も、感かん謝しやの言葉を発する事もできないが、彼等はそれを糧かてとしてより一いつ層そう、職務に励はげんだ。より一層多くの場で、多くの時に、多くの者の助けとなるべく、彼等は働いた。


　──我われ々われは役に立った……


　──おお。我々は人の役に立った……


　──これからも役に立ちたい……


　──いつでも。どこでも……いつまでも、どこまでも……


　──我等は人の助けとなろう……


　彼等は道具だった。人の役に立つために生み出された。そのためだけに生み出された彼等にとって、それは存在理由でもあり、喜びだった。


　だが。


『ごめんね……』


　その一言と共に扉とびらは閉とざされた。


　命令は──待たい機き。期間は無む制せい限げん。


　静せい寂じやくと暗あん黒こくの中に彼等は残された。閉じ込こめられた事を苦く痛つうに思うような感かん性せいとは無む縁えんの存在であったが……無意味にそこに在あるというだけの状じよう況きようは、彼等にとってひどく寂さびしく、悲しい事だった。


　そして。


　彼等に喜びを与えてくれた者達は去った。かけがえのない一言を与えてくれた者達は、扉の向こうに──そして遥はるかな日々の彼方へと去ってしまった。


　みんなみんな、いなくなってしまった。


　そう……彼等とは違ちがい、命ある者は必ず死ぬ。死んでこの世界から去る。逝いってしまう。


　だから人は、限かぎられた時間の中で、できるだけたくさんの事を成そうとする。必死に自分にできる事を追い求め、そしてそれに向かって邁まい進しんする。そして、できるだけ確実に、より多くのものを成し、遺のこそうとするからこそ、人は彼等の助けを必要としていた。


　命なき彼等が、命ある者達の役に立つ。


　そのために彼等はいた。そのためだけに。


　だから。


　彼等は彼等のみでは存在していても意味がない。彼等はあくまで助ける者であり、仕つかえる者であった。それが彼等の全すべてだった。


『ありがとう』


　だから彼等は眠った。眠り続けて待った。


　再ふたたび彼等を必要としてくれる者達が現れるまで。


『ありがとう』


　その素晴らしい一言を胸むねに、彼等は待った。長い長い歳さい月げつを待った。彼等は必要とあれば一日であろうと一年であろうと待つ。百年でも千年でも待てる。命なき彼等にとって、時間の浪ろう費ひという考え方はなく、退たい屈くつという概がい念ねんもない。


　だが。


　──いつまで待てばいいのだろう？


　長い長い眠りの中で一つの疑ぎ問もんが不安へと変へん成せいしていく。


　このままもう自分達は朽くちていってしまうのだろうか。ひたすら待ち続けて……その結果として報むくわれる事なく、遥かな時の彼方で、終わってしまうのだろうか。


　彼等は思う。


　この閉ざされた闇やみの中で──いつまで待てばいいのだろうか？


『ありがとう』


　あの一言を。彼等の存在を肯定する一言を。


　誰だれかに必要とされる事を。人たる存在の助けとなる事を。限りある命の者達と共に数多くの何かを成し、遺す事を。


　彼等は待っていた。


　待ちながらどうしようもない程に餓うえていた。必要とされる事に餓えていた。


　そんな時。


　異い音おんと共に……闇に入る亀き裂れつ。


　偶ぐう然ぜんだったのか。それともある種の必然が働いていたのか。それは分からない。彼等の考える事でもない。どちらであろうと彼等には意味がない。


　ただ──些さ細さいな、しかし確実に生じた変化は、彼等に動く理由を与えた。気の遠くなる程の歳月、彼等を封ふうじ込め続けてきた暗闇と静寂が崩くずれ、そこに風と光が流れ込んでくる。


　彼等は感じる。


　何者かがやって来た。何者かがやって来てこの閉ざされた闇を開いたのだ。


　彼等の中で凍こおり付いていた時間が再び動き出す。


　さあ目め覚ざめよう。


　さあ眼めを開いて外に出よう。


　きっとそこには、彼等を必要としてくれる誰かがいる筈はずだ──








　悪あく夢むのようだが……それはまさしく現実だった。


　得え体たいの知れない何かに追いかけられる。


　悪夢の情景としては、それはむしろ陳ちん腐ぷな部類に入るかもしれない。詳しよう細さいの差はあっても大たい抵ていの人間が経けい験けんしているだろう──背後から迫せまる曖あい昧まいな影かげに怯おびえ、思い通りに地を蹴けらない脚あしに苛いら立だち、深い水底を駆かけているかのような……緩かん慢まんで終わりの見えない夢を。


　何が恐おそろしいのかも分からない。


　追いつかれたらどうなるのか分からない。自分がどこに向かって逃にげているのかも分からない。そもそもどういう顚てん末まつで追われるようになったのかさえ分からない。ただ延えん々えんと追われる事の恐きよう怖ふだけがまとわりついて離はなれない。


　理由も意味もなく、いつまで続くのかも分からない──恐怖感。


　しかし……


　それでもその一方で、夢にはある種の安心感がある。


　そこには現実でないが故ゆえの不完全さがある。追う者の姿すがたは曖昧にぼやけ、走り続ける身体からだが苦痛と疲ひ労ろうを訴うつたえる事もない。気ばかりが焦あせって脚の動きがついてこないのは、そもそも心と体がうまく嚙かみ合っていないからであろう。


　心のどこかでは、これは夢なのだと知っている。必死に逃げる自分を、ひたすら醒さめた眼で見つめているもう一人の自分がいる。


　これは現実ではない。追う者の脅きよう威いも、追われる者の恐怖も、所しよ詮せんは実体のない幻まぼろし。だからこそ本気で恐れる必要はないのだと──もう一人の自分は知っているのだ。


　では……


「だからやめときましょうって、言ったんですよお！」


　現実に──得体の知れないものに追われた場合はどうか。


　曖昧さがなく、妥だ協きようもない、確かつ固こたる現実の中で……正体不明の物体に問答無用で追いかけられ、逃げている場合。完全無欠に動かし難がたい現実世界において、悪夢のような状況下に置かれた場合。


　人間の感じる恐怖は……さて、いかばかりのものか。


「ええい、今いま更さら泣き言を言うな！」


　ちょびヒゲを震わせながらゴルドン・イングラムは喚わめいた。


　小こ柄がらで童顔、黒い眼のくりくりした──一見すれば子こ供どものような雰ふん囲い気きを残した人物であるが、歳としはもう今年で四十五になる。その顔立ちに反して、やたらと神しん経けい質しつ、些細な物事にまでこだわる人物で、そのせいか未いまだに未み婚こんだ。


　もっとも……結婚できないのは仕事のせいもあるのだろうが。


「今はそんな事を言っている場合ではない！」


「そりゃそうですけど！」


　ゴルドンの馬車と並へい走そうするもう一台の大型馬車から、仲間の一人が言って寄よ越こす。


　彼等は逃げていた。


　全力で山間の谷たに間まを遁とん走そうしていた。両側は切り立った崖がけになっており、右にそれる事も左にそれる事もできない。ただひたすら馬の尻しりを鞭むち打うちながら、前に逃げる──それだけが彼等に許ゆるされた逃とう走そう経けい路ろであった。


「大体、無む茶ちやなんですよ！」


　別の馬車に乗る仲間の一人が泣きそうな声で叫さけんだ。


「きちんとした街かい道どうを通ってりゃいいのに……！」


　時刻は大体昼過ぎ。冬も近いが、ゆっくりじっくりと浴あびればまだ日ひ差ざしは温あたたかく感じるような時間だ。昼ひる寝ねに適てきした時じ刻こくであるが──無論、ゴルドン達の置かれた状況は、昼寝などを許してはくれなかった。


「近道にはおまえ達も賛さん成せいしていたじゃないか！」


　馬達の尻を懸けん命めいに鞭で叩たたきながら、ゴルドンが応おうじる。もっとも、馬達も背はい後ごから追いかけてくるモノの異様さが分かるのか、自発的に走ってはいるのだが。


「だからってわざわざ地図にも載のっていない道を選んで行く必要はないでしょうが！」


「正せい規きの街道を通ると、通行税ぜいが──」


「そういうところでお金をけちらないでくださいよう！」


「……ところで」


　ゴルドンの隣となりで一人の少女が呟つぶやく。


　ひたすらに、ぼー………………………………………っとした雰囲気の少女である。


　少女の名はニケ。それだけだ。


　孤こ児じである彼女に血けつ統とうを示す姓せいはない。建たて前まえだけでも姓が必要な時は、親代わりであるゴルドンの姓を借りてニケ・イングラムなどと名乗っているが──基き本ほん的にはただのニケ。それが彼女の名前だ。


　金きん髪ぱつ。そして碧へき眼がん。


　この二点のみを聞けば、貴き族ぞくの息そく女じよのような艶あでやかな印象を抱いだきがちだが……ニケに限って言えば、艶やかでも華はなやかでもない。


　少年のように短めに整ととのえられた金髪は、どことなく色合いがくすんでいるし、碧眼はいつも半なかば瞼まぶたの裏うら側がわに隠かくれた状態である。起きているのか、それとも眼を開あけたまま寝ているのか、判はん別べつがつかない──仲間をしてそう言わしめる程、四六時中寝起きのような雰囲気を引きずっている少女、それがニケだった。


「……一体、何なんでしょうか……あれ……」


　猛もう烈れつな勢いきおいで、ゴルドンとその仲間達の乗った三台の大型馬車を追いかけてくる奇き怪かいな連中を振ふり返りながら、少女はゆっくりと首を傾かしげた。


　端はたから見れば緊きん迫ぱくした情じよう景けいの筈はずなのだが、この少女はなんというか──周囲の時間さえ脱だつ力りよくさせてしまうかのような、妙みように間ま延のびした印象がある。


「見て分からんなら、聞いても分からーん！」


「……要するに……分からないんですね……」


「そのとおり！」


　自じ慢まんにもなんにもならない事をゴルドンは胸を張はって肯こう定ていした。


「魔ま物ものだってのは間ま違ちがいないだろうけどな！」


　隣の馬車から仲間の一人が言って寄越す。


　そう。


　彼等を追いかけているのは──いわゆる魔物だった。


　実を言えば、このダストヴィン大陸において、魔物という存そん在ざいに明確な定てい義ぎがあるわけではない。


　それは一体何なのか、と問われると、答えに窮きゆうするような常じよう識しき外がいの生物──人間の些さ細さいな知識では理り解かいが及およばず、大たい抵ていの場合に持て余あますほどに厄やつ介かいな生き物──それを魔物、あるいは魔族と総そう称しようしているに過すぎない。中にはその存在そのものが疑うたがわしいとされているような幻の魔族もいるし、最も有名な魔族──即すなわち〈終わりの魔獣ドラゴン〉などは、単なる想そう像ぞう上の生物だとする説も有力だ。


　旧世界においてマウゼル神とその使し徒と達に反逆し、戦ったとされる怪物達──魔族。


　彼等ならば、人間の常識など通用しなくても当然……といった程度の認にん識しきで、人々は訳わけの分からない生き物を総そうじて『魔族』『魔物』の分類項こうで一ひと括くくりにしていた。辺へん境きように棲せい息そくする〈魔バ蟲グ〉などは無論……時には異能力を持った人間までも〈魔の落とし子スパウン〉と呼んで、この語の範はん疇ちゆうに含ふくめる事がある。


　とはいえ。


　あれはそもそも本当に生き物だろうか──ゴルドン達は疑ぎ問もんに思った。


　白い人モドキの群むれ。


　端たん的てきに言ってしまえば、それらはそういう存在だった。


　白くつるんとした外がい皮ひを持った、妙に柔やわらかそうな雰囲気の人ひと型がた。大きさは大体──子供程度か。成人男子の平均よりは明らかに小さいし、何より胴どう体たいの大きさに比して妙に伸のびきっていないような四し肢しが、子供を思わせるのだ。


　ただし人型とは言っても頭部はない。代わりに胸に相当する部分に縦たての切れ目が入っている。そしてそこには大人の拳こぶし程の大きさの、紅あかい硝子ガラスのような光こう沢たくを持った球体が埋うまっていた。どうやらこの球体が眼の役やく割わりをしているらしいのだが……


　その数およそ──四十体。


　体格が小さい上に、爪つめや牙きばのような尖とがった部分もないので、大型の猛もう獣じゆうに追われるような直接的な怖こわさはないが──その徹てつ底てい的てきに手を抜ぬいて造つくられた人形を想わせる奇き妙みような外見は、一体でも充じゆう分ぶん不ぶ気き味みだ。しかもそれが集団で追いかけてくるとなると……これは恐怖以外の何物でもない。


「きっと〈泥人マツド・マン〉だ、あれ──俺おれ、聞いた事あるぞ」


　仲間の一人が後方を振り返り、表情を強こわ張ばらせながら言った。


〈泥人〉──そう呼び慣ならわされている魔族。無む論ろん、呼び方は地方によって微び妙みように異ことなるが。一番通りがいいのは〈泥人〉だろう。言われてみれば、泥人形のようにも見える。泥──という割わりにはかなり白いが。


　その行動原理は全まつたくの謎なぞと言われている。


　必ずしも人間に襲おそいかかるような凶きよう悪あくな魔物でもないようだが、だからといって安心できるような相手でもない。なにしろ何をするか全く予よ測そくがつかない連中なのだ。


　夜中に襲われて家か畜ちくを全部殺されたと主しゆ張ちようする農場主もいれば、森で迷まい子ごになった我わが子を保護し、村まで連れてきてくれた、と言う母親もいる。


　どちらが〈泥人〉という魔物の真実の姿すがたを語っているのかは謎だが……何にしろ人間の常識が通用しないからこその魔物であり、その行動原理が分からない以上、危き険けん性は否ひ定ていできない。


　辺境でもあまり見かける魔族ではないので、その存在を疑ぎ問もん視しする学者もいたりするが──実じつ際さいにその集団に追いかけられる身としては、疑問もくそもなかった。


「でも……どうして追いかけてくるんでしょうね……」


　ニケがやはりぼー……とした口く調ちようで言う。


「分かってたら、こんなに困こまらんわ！」


　そうこうしている間にも、その魔物達はぺたぺたと妙に迫力のない音をたてながら、馬車を追ってくる。妙に細い両りよう腕うでを元気に振りながら、どこまでもどこまでもついてくる。


　魔物だけに、普通の生物のような殺気や凶気は感じられないが……それだけに表情も何もない奇妙な人型が押し寄せてくる様は、かなり気持ち悪い。


　どうしてゴルドン達の馬車隊を追いかけてくるのか、追いついたらどうしようと考えているのかは確たしかに謎だが──中には棍こん棒ぼうだの工具らしきものなどを携たずさえているのもいる。追いつかれて無ぶ事じに済すむとは到とう底てい、思えなかった。


　もうかれこれ半時間近くも山道を逃にげ回っているのだが、一向に引き離はなせる気配がない。もっとも、ゴルドン達の馬車は重量物を運うん搬ぱんする長ちよう距きよ離り用の馬車だ。馬達も短距離における瞬しゆん発ぱつ的てきな速さよりも、単たん純じゆんな牽けん引いん力りよくを重じゆう視しして育てられている。足が遅おそいのは仕方なかった。


　とはいえ……


「くそ、どうにもならん……戦たたかうしかないのか？」


　ゴルドンが叫さけぶ。


「そんな、無茶な！」


「武器もないのに！」


　仲間達が口々に異いを唱となえる。


「何本も積つんでるだろが！　剣だの戦せん斧ぷだの槍やりだの──選より取どり見取りだろう？」


「刃はもついてないようなナマクラで何をしろってんですか！」


「そこは気き迫はくで──」


「できません!!」


　仲間達が口を揃そろえて怒ど鳴なる。


　ゴルドンが無茶を言うのは毎度の事で、多少の無理は慣なれっこの彼等だが、さすがに今はそれに従したがってやる程の余よ裕ゆうはない。


　その時。


「ところで…………」


「ええい、忙いそがしい時に何度も何度も──今度は何だ!?」


　この場に際さいしても、意味もなく眠ねむそうな声に苛いら立だったのか──ゴルドンが更さらに声を大きくして叫ぶ。だがニケは特に臆おくする様子も見せず、そのまま言葉を続つづけた。


「……前に人、いますけど……？」


「のわっ!?」


　ゴルドンが短く悲ひ鳴めいを上げる。


　振り返った彼の視し界かいには、確かに人ひと影かげが映うつっていた。何を考えているのか、疾しつ走そうする馬車の進路上に平へい然ぜんと立っている。


「馬ば鹿か、どけ──いや、逃げ……」


　叫ぶゴルドン。


　だが、その人影は──髪かみも眼めも、その身に帯おびる旅りよ装そう用の外がい套とうまで黒い、長ちよう身しん瘦そう軀くの青年である──軽く一歩横に踏ふみ出しただけで、馬車を避よけた。無論、馬車の進路を見切っていたのであろうが……しかし、ゴルドンが思わず轢ひいてしまった、と勘かん違ちがいした程、際きわどい避け方であった。


「なにっ!?」


　慌あわてて振り返るゴルドン。


　その青年は、続く二台の馬車も同様に最さい小しよう限げんの動きで避けると、そのまま平然と山道上に立っている。当然ながら、馬車を追いかけていた〈泥人マツド・マン〉達は青年の前へと殺さつ到とうする事となった。


「いかん、逃げろ！」


　ゴルドンの叫びはあまりに遅おそかった。


　その声が響ひびくのと、青年が前に一歩踏み出すのとは全くの同時だった。走る勢いきおいを殺しきれない〈泥人〉の姿が、青年のそれと交差し──


　次の瞬しゆん間かん。


〈泥人〉が宙ちゆうを舞まった。


「へ……!?」


　ゴルドンの口から間の抜ぬけた声が漏もれる。


　青年は、一見すればまるで棒ぼう立だちのような姿し勢せいで、黙もく然ぜんと立っている。


　ただ──いつの間にか抜かれた剣けんが、午後の気け怠だるい陽光を跳はね返かえして光っていた。ラインヴァンで一いつ般ぱんに使われている剣身が真まっ直すぐな両刃剣ではない。緩ゆるやかな曲線を描えがく片刃の剣は、武ぶ器きに通じた者達に『刀』と称しようされる特とく殊しゆな武器だった。


　青年のすぐ横を勢い余あまった様子で飛んで──〈泥人〉は無ぶ様ざまな格好で地面に転がった。青年が抜ばつ刀とうの動きから即そく座ざに刀を返し、〈泥人〉の脚あしを打ったのである。要するに青年はただ刀を差し出しただけで、それにつまずいた〈泥人〉が自分の力を殺しきれずに宙に舞っただけだ。


　転てん倒とうした〈泥人〉はひっくり返された亀かめのように、ばたばたと手足を動かしながらも、起きあがれずにいる。


　他の〈泥人〉達は、先に倒たおされた仲間など顧かえりみる事もなく、やはりその青年の元に殺到した。そもそも仲間の身を案あんじるとか、恐きよう怖ふを感じるとか、そういった感覚がないのかもしれない。


　翻ひるがえる銀光。


　青年はまるで踊おどるような軽い足取りで、身を退ひきながら迫り来る〈泥人〉達を捌さばき、次々とその武器を相手に叩たたき込こんでいく。


　外套の裾すそと、白い紐ひもで束たばねられた長い黒髪が、空を泳およぐように舞う。その動きには全く危あぶなげというものがなく……まるで熟じゆく練れんの役者か舞ぶ踏とう家かが、最初からそう打ち合わせてあった殺た陣てを再現しているかのような優ゆう雅がささえあった。


　だが──違う。


　それだけではない。青年の動きには殺陣や演えん舞ぶにはない何かがある。


「おおっ……」


　馬車を急停車させ、改あらためて青年を眺ながめるゴルドン達。


　瞬またたく間に十体の〈泥人マツド・マン〉を地に這はわせ、しかも青年は特に息を乱みだす様子もない。余よ計けいな動きをせず、必要最小限の動きで効こう率りつよく相手を捌いているのだろう。


　しかも……よく見れば、斬きり捨すてているのではなく、わざわざ刀の刃を返して、峰みね打うちをしているらしい。


　ある程てい度ど、武術の心得のある者が見れば分かったろう。


　先程から、彼は刀で〈泥人〉達を『斬って』いるのではない。厳げん密みつに言えば『打って』いるのでもない。彼は単に相手の動きを利用して、『投げて』いるだけなのだ。


　魔物に常じよう識しき的な斬ざん撃げきが効きくかどうかは分からないが、四肢を持ち、関節を持って動いている以上、衝しよう撃げきには弱い──そう判断しての事なのか。あるいは単に、斬る程の事もない相手という事なのか。


　何にしても、刀という斬るための武器を使うのなら、一番簡単なのは当然ながら斬る事だ。刀を使いながら、相手を斬るのではなく、投げる……これが、いかに困こん難なんな技わざかは少し考えれば分かる。


　しかも。


　数十体という数の、訳の分からない魔物を相手に──この青年の動きには、まだある程てい度どの余裕が窺うかがえる。刀を振るう彼の横顔にも、やはり追いつめられたような焦しよう燥そう感かんはなく、むしろ面倒くさそうにどこか緩んだ部分が見て取れた。


　だが。


　だからといって彼の動きに遊びや弛ゆるみはない。優雅にさえ見えながら、その実、青年の動きには極限まで練れん磨まされた技の凄すご味みがあった。


　殺気──いや、闘とう気きとも呼ぶべきもの。実戦においてのみ発はつ揮きされる戦士の気迫。戦場の風とも称すべきもの。


　それが青年の動きには見える。彼が踏み込み、外套が舞い、髪が跳はねる度に、不ふ可か視しの色が空気に混まじる。それがまるで陽炎かげろうのように彼の姿すがたを包み込んでいる。


　剣術の素人しろうとでも分かるだろう。彼は数多くの実戦経けい験けんを積んだ、一流──いや、超ちよう一流の使い手だ。


「……素す晴ばらしい！」


　拳を握にぎりしめながらゴルドンが唸うなる。


　だが──


「いかん！」


　ゴルドンの仲間の一人が叫んだ。


　叩きのめされた〈泥人マツド・マン〉が次々と起きあがったのだ。


　受け身もとれずに固い地面に投げ出された場合、人間であれば衝撃で呼こ吸きゆう困難や軽い脳のう震しん盪とうを起こす。格かく闘とう術においては、中途半端な打だ撃げき技わざよりも投げ技の方が効果的に相手を制せい圧あつできる事が多い。どんなに屈くつ強きような人間でも、無む防ぼう備びで地に転べば、しばらくは動けないし、無理矢理動いたとしても動きが鈍にぶるからだ。それは鍛たん錬れん云うん々ぬんの問題以前に──柔らかい内臓を抱かかえている人間の宿しゆく命めいである。


　なのに……〈泥人〉達は平然とした動きで起きあがってくる。さすがに魔物の一種とされるだけあって、回復力も尋じん常じようではないらしい。あるいは、そもそも痛いたみや疲ひ労ろうを感じるような神経がないのかもしれないが。


　青年が瞬またたく間に倒した魔物達は、同じく瞬く間に復ふつ活かつしていた。


　これではいつまで経たっても状じよう況きようが変わらない。


　いや、いくら青年が使い手でも人間である以上、体力の限げん界かいはある筈はずだ。


　しかし……


「……なんだかな」


　などと呟つぶやきながら青年は左手を刀の柄つかから放し、人差し指で頰ほおを搔かく。


「やりにくいな、これは」


　倒しても倒しても起きあがってくる魔物達に囲かこまれながら……焦あせりも恐おそれも含ふくまない、場違いに物もの憂うげな声が呟いた。


「おい、気をつけろ！　まだ終わってない……！」


　ゴルドンが叫ぶ。


　さすがにこの青年は一ひと筋すじ縄なわではいかないと悟さとったのか、それとももっと何か別の考えがあるのか……〈泥人マツド・マン〉達は起きあがり、一カ所に集まった。


「……お？」


　青年が感心したような声を漏もらした。


　ぐにょ──と音が聞こえてきそうな動きでお互たがいに身体からだの一部を溶とけ合わせると、〈泥人〉の集団は、あっという間に一つの物体を成したのである。


　形はそのままだが……身長にして四倍近くもある巨きよ人じんの姿を。


「おいおいおい……」


　青年が刀を肩かたに担かつぐようにしながら、呆あきれたような声を上げる。


　瞬く間とはいかないまでも、瞬き数回分の時間が流れた時には、〈泥人〉達は一体の巨人に──〈大だい泥でい人じん〉とでも言うべきか──に合体変形していた。そこまで大きくなってもどこかまだ寸すん詰づまりな体型を……この場合笑えばいいのか、それとも気味悪く感じるべきか。微び妙みようなところではある。


「ありか、そういうの？」


「…………素す敵てき……」


　何な故ぜか感かん極きわまった様子で呟くニケ。


〈大泥人〉が青年に向けて一歩踏み出す。


　その直後……


「──炎ほのおの民たみよ・踊れ」


　どこからともなく響ひびく声。


　その声が山の風に散じると同時に、青年へと近づこうとしていた〈大泥人〉の足あし下もとに爆ばく発はつが生じる。抉えぐられた地面が、午後の陽光に煌きらめきながら舞まった。


　地面に……何かを禁きんじるかの如ごとく、一線となって刻きざまれる爆発の跡あと。


　能のう動どう防ぼう御ぎよである。


「……魔法!?」


　驚おどろいて周囲を見回すゴルドン達のすぐ手前の光景が……揺ゆれる。


　まるで水面の鏡きよう像ぞうが乱みだれるかのように、空間に波は紋もんが走ると、次の瞬しゆん間かんそこには忽こつ然ぜんと一台の旅りよ装そう馬車が出現していた。ゴルドン達のものに比べると小型とも言えるが、代わりにその頑がん丈じようさが見ているだけで伝わってくるような、きっちりした作りの、四頭引き馬車である。


　恐おそらく幻げん影えい系けいの魔法で馬車ごと隠かくれていたのであろう。


「あ……」


　馬車の御ぎよ者しや台には──二人分の人影があった。


　歳の頃なら十代半ば、見るからに闊かつ達たつな雰ふん囲い気きの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。


　そして二は十た歳ちほどの長い黒くろ髪かみと、どこか潤うるんだような眼めをした娘である。


　共にかなりの器き量りよう良よしだが、印象は動と静……見事に対照的であった。共に御者台の上に座すわっているだけなのだが、ただ見ているだけで、なんというか──その体温と血圧に差があるように思える。無む論ろん、やたらと高く見えるのは少女の方だ。


「お怪け我がは？」


　尋たずねてきたのは、黒髪の娘の方である。


　艶あでやかさと清せい楚そさをぎりぎりの一線で同居させたようなその姿は、成人女性の色いろ艶つやをきちんと備そなえながら……同時に少女のあどけなさを潜ひそませている。ただ静かに微笑ほほえんでいるだけで、周囲にまで幸福感がじわりじわりと染しみ込こんでいきそうな、そんな娘だった。


　かなり、おっとりとした雰囲気をまとっているが──ニケに比べれば特とく徴ちようという程のものではないかもしれない。間ま延のびしているというより、何事にも相当な余よ裕ゆうを持って行動している……そんな印象がある。あくまでニケと比くらべれば、の話だが。


「あ、ああ、なんとか──」


「あれは〈泥人マツド・マン〉ですね」


　娘は、何やら嬉うれしそうに白い化ばけ物達を見つめている。まるで珍めずらしい玩具おもちやを見つけた子こ供どものような表情であった。


「話には聞いていましたが、初めて見ました」


「あんたらは──」


　そう言いつつ、もう一度、青年の方にゴルドンは視し線せんを戻もどす。


　いきなり生じた爆発に困こん惑わくしているのか〈大だい泥でい人じん〉は脚あしを止めてその胸むな元もとの巨大な紅い単眼モノ・アイを──いや、一見すれば単眼に見えるだけで、よく見れば幾いくつもの紅こう球きゆうが集まってできた複ふく眼がんなのだが──こちらに向けている。


「俺おれの手に負おえる相手じゃないな」


　そう言うと……青年は警けい戒かいする様子も見せずに〈大泥人〉に背中を向け、ゴルドン達の方へと歩き出した。


〈大泥人〉は彼の後を追うようにして、その巨大な脚を一歩踏み出す。


「ラクウェル──任まかせた」


「任されました」


　言いながら娘は両手を挙げて歌うように声を放はなった。


「其そは終しゆう焉えんの炎ほのお率ひきいし・炎えん熱ねつの王・まといしものは轟ごう然ぜんたる火か炎えん……」


　朗ろう々ろうと響く声が、独特の韻いん律りつで言葉の連つらなりを紡つむぎ出す。


　呪じゆ文もん──魔法を呼び起こすための言葉である。


「ほどほどにしとけよ。別に殺されかけた訳じゃないし」


　緊きん張ちよう感かんのない口調で言う青年に、頷うなずく黒髪の娘。


「黒くろの者よ・火ひ祭まつりの長おさよ・今こそ神々の治ち世せいを滅ほろぼす時・閉とざす者よりの要よう請せいを代行し・我われは汝なんじを召しよう還かんす……出いでよ〈火ス炎ル帝ト〉！」


　そして。


　何かが軋きしむような音が娘の声に続いた。


　突とつ如じよ、風景が歪ゆがむ。


　歪みは固定される事なく、ゆらゆらと陽炎かげろうのように揺ゆれる。その振ふり幅はばは瞬またたく間に大きく成長していき、何かの形を形成した。


　何を──？


　それは巨大な人型であった。


　無論、歪みによってできているので、氷を彫ほって創つくられた像のように、その姿すがたは透明で、明確な色はない。周囲の風景を歪めて映うつし、あるいは透すき通らせて様々な色を混在させているだけだ。歪みそのものを輪りん郭かくとして創り上げられた巨人がそこに在あった。


「な──なな……！」


　驚おどろくゴルドン達。それが魔法である事は彼等にも想像がついたが──半はん自じ律りつ型がた攻性魔法というものは、軍においても使い手はそう多くない。特に第一戦術級となれば尚なお更さらだ。一般人がその起動場面を眼にする機会は、非常に希け有うな事であった。


　次の瞬間──人型の中に朱しゆ色いろの色しき彩さいが弾はじけた。


　炎だ。それは一瞬の内に荒れ狂う火か炎えんへと成長し、人型の中で渦うずを巻まく。


　硝子の容器の中に閉じ込められた猛もう火か──そのような印象がある。出口を求めて暴あばれる朱色の光は、透明な巨きよ人じんの中で刻々と変化する斑まだら模も様ようを描えがき、巨人の姿に異様な迫力を与えていた。


　人の似に姿すがたでありながら人ではなく、生物ですらないもの。


　その姿は生物でないからこそ、あまりにも猛たけ々だけしく、そして同時に優ゆう美びだった。


「おお……」


　思わず感嘆の声を漏もらすゴルドンとその仲間達。ただしニケだけは、懐ふところから帳ちよう面めんと細長い木もく炭たんのようなものを取り出して、一人何やら熱心に書き記しるしていたようだったが。


「ゆけ、炎えん人じん！」


　自分が召還した訳でもないのに、何故か金髪の少女が妙みように偉えらそうな仕し草ぐさで〈大泥人〉を指ゆびさして叫ぶ。


「〈火ス炎ル帝ト〉なんだけど」


　即座に突つっ込む黒髪の娘。


　金髪の少女に言われたからでもなかろうが……炎をその身中に封じた巨人〈火炎帝〉は、悠ゆう然ぜんと〈大泥人〉の方へと向かって動き始めた。


〈大泥人〉に動きはない。紅い単眼モノ・アイは青年達に据すえたままで、炎の巨人にはまるで関心がない様子である。


　炎の巨人の手が──〈大泥人〉の手首をつかんだ。


「──！」


　途と端たんに巨人の掌てのひらと〈大泥人〉の手首の間から、白はく煙えんが噴ふき上がる。同時に空気中には何か髪の毛でも焦こがしたような、嫌いやな臭においが漂ただよいはじめた。


　焼けているのだ──〈大泥人〉が、巨人の掌から発する熱で。


　ようやく巨人が敵、あるいは危険物だと認にん識しきしたのか──〈大泥人〉は炎の巨人の手を振り払う。意外とあっさり〈火炎帝〉はその手を離はなした。


「……あら？」


　黒髪の娘が何やら気き付づいた様子で声を上げるが、他の者達は白い巨人と朱あかい巨人の対決に眼を奪うばわれていて、そちらに注意を向ける者はいなかった。


　そして──


　開いた掌を今度はしっかと握りしめる〈火炎帝〉。


　次の瞬間、炎の巨人はその巨大な拳こぶしを〈大泥人〉に真まっ直すぐ叩たたき込んだ。


　爆発。


　轟ごう音おんと火炎が盛大に弾けた。


　猛烈な爆ばく風ふうがゴルドン達の元にまで届とどき、彼等の髪かみを乱す。慌てて馬車の影かげに隠れながらも、ゴルドン達はその光景を眺ながめ続けた。こんな凄すさまじい光景はそうそう見られるものではあるまい。


　強きよう烈れつ無む比ひな一いち撃げきを受けた〈大泥人〉はぐらりとよろめき……


　そして次の瞬間、その姿に波は紋もんのようなさざ波が走る。合体結合していられなくなったのか、〈大泥人〉は元の数十体の〈泥人マツド・マン〉に分ぶん離りして、ばらばらと地面に落ちた。


「す……凄すげえ……」


　ゴルドンの仲間達が感嘆の声を漏もらす。


　それだけの破壊力を解放しながら、巨人にはまだ余よ力りよくがあるらしい。中に渦巻く炎の色は若じやつ干かん薄うすくなったようだが、巨人は腕うでを組んで〈泥人〉達を傲ごう然ぜんと睥へい睨げいしている。


　地に落ちた〈泥人〉達は、しばしその四肢をばたつかせていたが……すぐに起きあがった。だが、さすがに数体は爆発の直撃を受けたせいか、おかしな具ぐ合あいに四肢が曲がっていて、起きあがれず、そのまま地面でもがいている。もっとも死んだ個体はいないようなので、その辺はさすがに魔物と言うべきかもしれない。


　ただ……


「いくらなんでも、ひどくないか？」


　青年が振り返って〈泥人〉達を眺めながら、言った。


　どうも先さき程ほどの技といい、今の言動といい──やはり青年は〈泥人〉を滅ほろぼしたり殺したりする積もりは毛もう頭とうないらしい。


「あらら」


　困こまった様子で声を上げる黒髪の娘。


「あんなに激はげしくする積もりはなかったのだけど。設せつ定てい……間ま違ちがったかしらね。悪い事しちゃったかしら」


　などと言いながら黒くとろんとした瞳ひとみで〈泥人〉達を眺める。


「……い？」


　娘の横で、金きん髪ぱつの少女が表情を引き攣つらせた。


「ラクウェル姉ねえ……見た事のない魔法だと思ったら……ひょっとして新作？」


「新作っていうか。母様の覚おぼえ書きから再現したのだけれど。一部、文字が滲にじんでて読めなくて──」


「そ、そう」


　金髪少女は脂あぶら汗あせを額ひたいに浮かべながら言った。


「でもさ、ラクウェル姉、新しい魔法はよくポカをしたりとか……」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　黒髪の娘はにっこりと微笑ほほえんだ。別に根こん拠きよはなくてもそれだけで見る者を安心させてしまうような、そんな穏おだやかな微笑である。


「根拠はないけれど」


「……なんだか凄く不安」


　金髪少女は頭を抱かかえた。


「まぁしかし──とりあえずは、片づいたな」


　刀はまだ抜き放ったままだが──〈泥人マツド・マン〉達を眺めながら青年が言う。


　さすがに勝ち目がないと判断したのか、それとも別の理由があるのか。顔もないし動きにも表情がないので分からないが……とにかく〈泥人〉達はなんとか動ける連中が、動けなくなった仲間を抱えると、一斉に撤てつ退たいを始めていた。


　妙にてきぱきと手て際ぎわよく逃げていく〈泥人〉達。


　捨すて台詞ぜりふもなければ未み練れんたらしい仕草もない。


　何やら……妙に拍ひよう子し抜ぬけする幕切れであった。


「戦闘力って意味では、妙に脆もろい連中だな。頑がん丈じようそうだが動きは別に攻撃的でもないし。殺気とかそういうのもないし」


「魔物だからじゃないの？　現に襲ってきてたんだから、悪意がないって訳でもないでしょうに」


　金髪の娘が顔を上げて尋たずねる。


「〈魔バ蟲グ〉にだって、殺気というか、闘とう気きというか……そういう気配みたいなものはあったんだよ。人間や普通の動物のそれと質とかは違ちがうんで捉とらえにくいけども。しかしあの連中には全くそういう類たぐいのがなくてな。何やら切せつ羽ぱ詰つまってるようだったから、とりあえず割り込こんだが……案外、話せば分かる連中だったかも」


　ようやく刀を鞘さやに納おさめながら青年は言った。


「言葉が通じるとは思えないけど」


「まあな」


　ゴルドン達の側そばまで来て、ようやく彼等の存そん在ざいに気付いたかのように──青年はその物憂げな表情を彼等に向けた。


「怪け我がは──ないですね？」


　言葉こそ丁てい寧ねいだが、青年はいかにも面めん倒どうくさそうな口調で言った。


　端たん正せいな顔かお立だちにも物憂げな表情が浮うかんでいる。まだ二十歳ほどの若さであるのに、どこか妙みように老ろう成せいしたような雰ふん囲い気きがあった。何かと気き苦ぐ労ろうが多いのかもしれない。


「あ……ああ、大丈夫だ……」


　ゴルドンが一同を代表して頷うなずいた。


「誰だれだか知らないが、危あぶないところを……」


「左さ様ようで。それは何より。ところでラクウェル」


　礼を言おうとするゴルドン達をほとんど無む視しして、青年は黒髪の娘に向き直った。


　改あらためて二人を並ならべて見ると、男女の差はあるが、この二人が非常に似た顔立ちをしているのが分かる。双ふた子ごか──そうでなくとも血縁者であるのは間違いあるまい。


「なあに？」


　黒髪の娘が首を傾げる。


　成人女性の癖くせに、こうした仕し草ぐさは妙に幼おさない雰囲気がある。その落差が彼女の容よう貌ぼうを損そこなう事なく、そのまま色艶にまでも昇しよう華かされているのは、化け粧しようや衣装によるごまかしのない、本物の美女であるからだろう。


「危あぶないからさっさと解かい除じよしろよ──〈火ス炎ル帝ト〉」


　青年が顎あごをしゃくった先に立っているのは、無論〈泥人マツド・マン〉達を追い払った炎の巨きよ人じんである。敵が去った後も、その再来を警戒するかのように、腕を組んで立っている。


「…………ええと」


　黒髪の娘は微笑みを揺ゆるがす事なく──言った。


「──それがちょっと……」


「……おい？」


「起動はうまくいったのよ。制御も。だから、大丈夫と思ったのよ。ただ──」


　黒髪の娘は炎の巨人を振り返って短く溜ため息をついた。


「〈武ト雷ー神ル〉と似てても、やっぱり質が違うから……どうやってあそこに封ふうじ込めてある力を還かん元げんして、安全に解除するのか、分からなくて」


「どういう意味だ？」


　青年が眉まゆをひそめながら尋ねる。


「あの手の魔法は、ただ解除したら駄だ目めなのよ。炎とか雷とか、そういうのを高こう密みつ度どで封入してある容よう器き──この場合は人型の力場だけど──がなくなったら、それがそのまんま破は壊かい力として解放されちゃうの。で、普通は式の中に、一いつ旦たん呼び出した炎を、還元して無害化してから魔法を解除するための記き述じゆつが含ふくまれてるんだけど」


「……なるほど」


「それを入れるのを忘れちゃって。途と中ちゆうから組み込もうとしてたら……自律制せい御ぎよに関する式の記述部分まで……変にいじっちゃって。なんていうか……こっちの命令を受け付けなくなって──」


「…………」


　青年が炎の巨人を振り返る。


　巨人は──ゆっくりと青年達の方へ向き直ったところであった。


　半なかば透明なその巨体は、元々細さい部ぶが曖あい昧まいで、表情までは分かりにくいが……何となく笑っているようにも見える。ゴルドン達の気のせいかもしれないが。


　両手を腰に当てた姿し勢せいで、脆ぜい弱じやくな人間達を睥へい睨げいするその様は、まさしく火炎を統すべる帝王の貫かん禄ろくを備えていた。


「……えーと」


　冷ひや汗あせを垂たらしながら、金きん髪ぱつの少女が言う。


「つまり……それって……？」


　固かた唾ずを呑のんで見守る一同に向かって、その魔法の巨人は歩き出す。


　その中でなおも燃もえ狂くるっている炎は……とてもとても、熱そうだった。


　青年が再び黒くろ髪かみの娘に向き直る。金髪の少女やゴルドン達も、つられてそちらを振り返る。一同の視線はすがるように黒髪の娘へと集中した。


　そして。


　冷や汗まみれで並ぶ一同の顔を見回し──黒髪の娘は微笑ほほえみながら、言った。


「……てへ」


「ごまかすなあああああああっ!!」


　青年の叫びと同時に──


　巨人は大爆発を起こした。




　第一章　巡回劇団がやってきた







　冷たく硬かたい空気の中に足音が響ひびく。


　必要以上に大きく、鋭するどく──そして禍まが々まがしく。


　単調なその断だん続ぞくには、聴きく者の神経に直接食い込むかのような響きがあった。殊こと更さらに悠ゆう然ぜんたるその歩ほ調ちようは、足音の主ぬしの権けん勢せいを示すと同時に……それを聴く者の不快感や恐怖感を助じよ長ちようする。足音の主にその意い図とがあるのかどうかは定さだかではないが──不安と恐怖に苛さいなまれる者にとって、その足音は拷ごう問もんに等しい効果を発はつ揮きするだろう。


　燭しよく台だいの炎が揺ゆれる。


　朱あかく曖あい昧まいな光が描えがき出すいびつな影かげが、長なが々ながと灰はい色いろの床ゆかに、そして灰色の壁かべに這はう。己おのれが身に秘ひめたる力をそこに示しめさんとするかのように、巨大でいびつな影をゆらゆらと引きずりながら、足音の主は悠然と歩いていた。


「くっくっくっくっく……」


　堪こらえきれぬ──といった様子で笑い声が漏もれる。


　そこには喜びというよりも嘲あざけりの色が濃こい。密ひそやかに、忍しのびやかに、しかし明確な尊そん大だいさをそこに含んで漏れる笑い声が、規則的な足音に混まじって更に不快な響きを奏かなでる。


　そこには邪じや悪あくさが滲にじみ出ていた。


　弱者をいたぶる事に愉ゆ悦えつを感じ、その苦く鳴めいを至し上じようの旋せん律りつとして聴きく事のできる人でなし──外げ道どうのまとう音。これを聴いた者は、音さえもがどす黒ぐろく染そまる事もあるのだと知るだろう。


「愚おろか者もの共どもめが──」


　呟つぶやきが必要以上にはっきりと響く。


　まるで何者かに聴かせようとするかの如ごとくに。


「あの程度の騎き士し共で、この私を討とう伐ばつできると思うてか……」


　陰いん気きに笑う足音の主。


　黒々とした影の根本に立つその姿すがたは──影よりもなお暗い黒に染められた衣装をまとう長ちよう身しん瘦そう軀くの男であった。


　いや、青年と言った方が正しかろう。陰いん影えいの斑まだら模も様ようを貼はり付けられたその横顔は、若者特有の張はりと鋭するどさを備そなえている。年齢は恐おそらく二十歳程であろうか。顔立ちは端たん正せい、瞳は黒こく曜よう石せきの如く艶つややかな暗黒をたたえ、女の如く長く伸のばした黒髪は薄うす闇やみの中で妖あやしげに揺ゆらめいていた。


　優美な青年だ。だが──その姿にはどこか退たい廃はい的てきな毒どくがある。


　シャノン・カスール。


　青年はその名で呼ばれている。


「さて……」


　シャノンの歩あゆみが止まる。


　彼は足下へ──床に長々と横たわる鋼はがねへと視し線せんを下ろした。


　鎖くさりである。


　縛いましめられれば猛もう獣じゆうであろうと決して抜けだせはしまい──誰だれもがそう確信するだけの太さを備えた、鋼こう鉄てつの拘こう束そく具ぐ。長々と連つらなるその縛ばく鎖さは、壁かべ際ぎわに座すわる一つの人影へと伸のびていた。


　無む惨ざんとも言うべき光景であった。鎖とその先に繫つながれた首くび輪わ……共に鋼鉄の輝かがやきを示すそれらが、声もなく語る頑がん強きようさに比べれば、その束そく縛ばくを受ける人物の姿は、あまりに小さく、繊せん細さいで、そして儚はかない。


　シャノンは淡あわい嘲ちよう笑しようを唇くちびるの端はしに溜ためたまま、その人物を見下ろした。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小柄な少女を。


　少女は半はん裸らの状態でうつむき、壁際に座り込こんでいた。


　やや巻まき癖ぐせのある金髪は、丁てい寧ねいに結ゆい上げられているが……身だしなみの上品さを残すのはもうそこだけだ。身に帯びる衣装は、あちらこちらを容よう赦しやなく切り裂かれ、単なる布きれとなってその小柄な身体からだからぶら下がっている。いかなる暴ぼう虐ぎやくがその身に振るわれたのか──心こころ有ある者ならば同情を禁きんじ得えまい。中でも鋼の輪わに巻かれた白く細いうなじが、ひどく痛いた々いたしい印象を漂ただよわせていた。


「気分はどうだ？　姫ひめよ」


　シャノンは高々と足音を響かせながら少女に歩あゆみ寄よった。


　その容赦なく響く硬い足音に、うつむいたままの少女がびくりと震ふるえる。余よ程ほどに恐ろしい目にあってきたのか……まるで熱病にかかっているかのように、震えは収まらず、少女のその細い両肩を小こ刻きざみに揺らし続ける。


　わずかにその長身をかがめ、シャノンは右手を伸ばして鎖くさりを握った。乱暴とは言えぬまでも、労いたわりや優やさしさなど微み塵じんもない仕草で、彼は鎖を引き上げる。


　じゃらんと容赦ない響きで鎖が鳴った。


「あふっ……」


　少女は溜め息のような声を漏もらす。


　恐怖を堪こらえ、狂くるってしまわぬように己を保つだけで、気力の全すべてを使い果たしているのであろう。最も早はや、少女には悲鳴を上げる余力すらないようだった。


　強こわ張ばった無表情が、その愛らしい顔に貼はり付いている。


　いかなる仕打ちをもってすれば、感性豊かな年頃の少女に、斯か様ように無む惨ざんな仮面を被かぶせる事ができるのだろうか……その姿はまるで、苦く痛つうに耐たえて耐えて耐え抜いて、その結果、表情の全てを削そぎ落とされてしまったかのようだった。


「おお、姫よ……貴女あなたのように高こう貴きなる御お方かたを、このように扱わねばならぬ私の苦く悩のう──どうかご理解いただきたい」


　弱々しく呻うめく少女の襟えり首くび──いや、その首にかかる首輪をつかんで目の前に立たせながら、シャノンは言った。無論その声に、言葉のような苦悩の響きなどない。少女を見み据すえる彼の口調は、そして声こわ音ねは、恐ろしく平へい坦たんであった。元より人並みな感情など持ちあわせていないのか、それとも──爆発寸前の激情を無理矢理に抑おさえ込んでいるためか。


　先程までの邪悪な笑みは影を潜ひそめ、シャノンは恐ろしいほどの無表情で少女を眺ながめる。


　だが──その端たん正せいな顔に浮かぶ表情の静しずけさは、嘲ちよう笑しようや憤ふん怒ぬの表情よりも遥はるかに凄せい惨さんだった。嵐あらしの前の静けさとでも言おうか……その無表情の裏側に封ふうじられたものの激はげしさに、見る者はただただ戦せん慄りつするだろう。


　捕とらえた者と囚とらわれた者。


　その裏に潜む立場も意味も、恐らくは正反対に違ちがえども……共に感情を示す事のない、仮面の如ごとき顔と顔が向き合う。


「あなたは……」


　しばしの沈ちん黙もくの後……その重さに耐たえきれなくなったのか、少女は苦しげにかすれた声を紡つむいだ。


　パシフィカ・カスールというのが彼女の名前である。


　本来ならば……王女の称しよう号ごうを冠かんされ、居い並ならぶ騎士達に傅かしずかれ、王族として生まれた特権を存ぞん分ぶんに享きよう受じゆしている筈はずの少女だ。


　だが。


「あなたという人は──」


「既すでに騎士団は全滅した。我わが力の前には、いかな騎士とて虫けら同然。貴女を護まもる力は、もうないのだ……」


　シャノンはパシフィカを更さらに引き寄せる。


　身長の差さ故ゆえに、パシフィカは半なかば首を吊つられるような体たい勢せいとなり、つま先立ちを余よ儀ぎなくされた。苦く痛つうの故ゆえか、彼女の頰ほおが痙けい攣れんする。


　だが、シャノンは無表情をその端たん正せいな顔に凍こおらせたまま、王女の蒼あおい瞳をのぞき込み、言葉を続けた。


「待ったぞ──この時を。今こ宵よいを何度、夢に見た事か。何度、野望に身を焦こがし、眠れぬ夜を過ごした事か。だが、ついに貴女あなたは私のものになる……」


　シャノンの無表情に亀き裂れつが入る。


　ついにその下に渦うず巻まく感情を抑おさえきれなくなったのであろう。彼は恍こう惚こつと喘あえぐように息を漏らしながら、言った。


「おお……その……美し……き……」


　苦く悶もんするように、その声こえがとぎれる。


　対する王女の無表情も、揺ゆれはじめていた。頰を瞼まぶたを震えが走る。


　それは恐怖よりもむしろ何かを期待するかのような震えだった。


　そう──例えば、積せき年ねんの思し慕ぼを抱いだき続けてきた殿方とただ二人相あい対たいし、夢にまで見た愛の告白を予感する乙おと女めのような。


「典てん雅が……にして……可か憐れん……な……その……」


　シャノンは必死に言葉の断片を繕つくろおうとするのだが──声は震え、言葉は千ち々ぢに乱れる。


　感極まったかのようにシャノンはただ息だけをついた。


　嗚あ呼あ。


　青年と少女。その間に横たわるのは憎ぞう悪おか、恐きよう怖ふか、それとも……


　黒い瞳が震ふるえる王女の顔を映うつす。


　千年の昼、億年の夜、永えい劫ごうにも等しい煩はん悶もんの日々の果はて──手に入れた愛いとしい人を見つめるかのように。


　そして。


「だらああああああああっ、やってられるかあ、こんなもんっ！」


　ぽい、とパシフィカを放り出しながら……シャノンは地じ団だん駄だを踏ふんで絶ぜつ叫きようした。








　ベクタの街まち。


　ラインヴァン西部辺境区にあるラティン男だん爵しやく領にある街の一つである。主要街道からはやや外はずれた位い置ちにあり、マウゼル教教会の指定する巡じゆん礼れい地ちでもないため、一般的にはあまり有名ではない。


　元もと々もとここは、近くに幾いくつかの鉱こう山ざんがあり、そこで働く人々や掘ほり出された鉱こう物ぶつ資し源げんの加工、あるいは売買を商あきなう者達が集まって、発展してきた街である。


　掘り出される鉱物資源は主に鉄てつ鉱こう石せきと石せき炭たん、それに少々の金。


　このため、ベクタの街は鉄鋼とそれに伴ともなう器具、工具、武具などの生産地としても、商売人や職人達の間では有名である。驚おどろくような高級品、工芸品ではないが、質の良い鉱物資源に支えられた良質な実用品──そんな評価がベクタの生産品には与あたえられている。


　こうした背景から、ベクタは辺境の街としては比較的裕福で、周辺地域の治ち安あんも悪くない。貴き重ちような税収源を護まもるため、ラティン男爵が直属の騎士団に命じて積極的に周辺地域の夜や盗とう、山さん賊ぞくなどを狩り出して回っているからである。


　もっとも、このためにラティン領では警備や開発が偏かたよっていて、同じ領内とは思えないほどに危き険けんな地域や未開発の土地も、数多く残っていたりするのだが。


　それはともかく──


　ここ数日、ベクタの街は落ち着きをなくしていた。


　老ろう若にやく男なん女によの区別なく、街のほとんどの者達がそわそわと何かに気を惹ひかれているような様子である。それは不安によって引き出されたものではなく、逆の──ある種の期待が抑おさえ難がたい形で滲にじんできている結果だった。


　人々の日々の暮くらしは変わる事なく……しかし、時とき折おり、何か居ても立ってもいられないような表情が彼等の顔を過よぎる。それを表情や仕草だけに留とどめきれなくなった者や、たまたま自分と同じ表情をした者と眼めがあった者などは……子こ供どものような興こう奮ふんを声に秘ひめて語り合うのだった。


「そういえば、そろそろですな」


「ええ、実はお恥はずかしながら私、ここ数年、あれが楽しみで」


「特にあそこの公演はなんて言うか、凝こってますからなあ」


「前回見た時は、その晩、興奮して眠ねむれませんでしたよ」


「いや、実は私もで──お恥ずかしい」


「もう、うちの女によう房ぼうも子供も、落ち着かなくてね」


「やはり芝居はいいもんですなあ」


「ありがたいですね、こんな田舎いなか街にもわざわざ来てくれるんですから」


「なんだかんだで娯ご楽らくには乏とぼしいですからね。巡じゆん回かい劇げき団だん様さま々さまですな」


「ええ、全まつたく」


　……というような調子である。


　巡回劇団。


　それは文字通り、辺境の村や町を巡めぐって娯楽としての演えん劇げきを提てい供きようする芸人達の集しゆう団だんである。吟ぎん遊ゆう詩し人じんなどと並んで、娯楽の少ない田舎街や村では、彼等の存そん在ざいはかなり重じゆう要よう視しされている。


　規き模ぼは十人前後の小さなものから、百人を超える大おお所じよ帯たいまで、様々。巡回路も同様で、数年をかけてラインヴァン全ぜん域いきを回るような劇団もあれば、半年程度の巡回期間で、一地方の町や村を重点的に回る劇団もある。


　いずれにせよ──彼等は繰くり返される退屈な日常の中に、新たな香りを運んでくる。他の地方や都会で流は行やっている服飾フアツシヨンや遊び、歌。巡回商人達も同じような役割を果たしているが、その商売としての性質上、劇団の方がより派手で刺し激げき的てきな風俗を運んでくる。


　辺境の村や街では、彼等は人気者だった。


　そして──ゴルドン・イングラム団長の率いる劇団イングラムは、そんな巡回劇団の中でも特に人気があった。


　ところが……








「困こまるな、シャノン君！」


　そう言い──椅い子すを蹴け倒たおさんばかりの勢いきおいで立ち上がったのは、劇団イングラムの団長を務つとめる、ゴルドン・イングラムであった。


　彼の横には何やら帳ちよう面めんのようなものを手にしたニケが、相変わらずぼーっとした様子で立っている。立ったまま寝ねているのではないか、と疑うたがいたくなるような雰ふん囲い気きだが……何やら手元を動かして帳面に書き付けなどしているところを見ると、一応、起きてはいるらしい。


「そこは重要な箇か所しよなんだから、きちっと演やってくれないと！」


「……分かってるんですけどね」


　うんざりした様子でシャノンが言う。


　その容よう姿しにも格かつ好こうにも変化はないが──普ふ段だんから黒ずくめの格好なので、そのいかにも『悪の魔法使い』といわんばかりの衣い装しようでも、あまり違い和わ感がない──先程までと違って陰いん湿しつで邪じや悪あくな雰囲気は綺き麗れいさっぱり拭ぬぐい去さられている。


　当然ながら、彼自身の演技も多少は影えい響きようしているが……この雰囲気の変化は照明によるところが大きい。


　外の陽光やランプなどの光を集めて舞ぶ台たいを照てらすための反射板は、演技の中断と同時に待たい機き位置に戻もどっていた。舞台の袖そでで、照明係の劇団員二人が、操そう作さ用ようの紐ひもを杭くいに引っかけて、凝こりをほぐすように肩かたを回している。


　彼等はあくまで裏うら方かただが、凹とつ面めん鏡きようを含む総計十二枚の大おお鏡かがみを滑かつ車しやと紐で自由自在に操作する。無論、それは非常に高度な職人芸だ。素人しろうとには忘れられがちな事ではあるのだが、彼等の演出に果たす意味は時に役者の演技力よりも大きかったりする。


　特に、舞台の花形たる役者が、即席も即席──練れん度ども経けい験けんも、もうどーしようもない位に足たりないような、三流である場合は。


　劇団イングラムの公演用大テント。


　シャノン達がいるのはその中であった。鉄てつ製せいの棒ぼうや木材を組み合わせた大きな櫓やぐらが三基き、正三角形を描えがいて立っている。これを柱として張はり巡めぐらされた蒼あおい布ぬのが、即席の天井や壁かべとなって、その内外を分け隔へだてていた。


　三角形の一辺に舞台が組まれ、それに向かい合う形で客席が置かれている。


　収容人数はおよそ二百人。中小規模の劇団の持ちものとしては大きい方であろう。無論、大手の劇団のそれに比べると見み劣おとりはするが、組み立て式の舞台や、それに付ふ随ずいする照明施し設せつ、楽がく屋や用テントから舞台に直結する隠かくし通路など……設せつ備びの充実度は決して負けていない。さすがに木材の一部などは現地調達であるが。


「そーよ、きちんと演りなさいよ」


　などと腰に手を当てて言うのは、囚とらわれの姫ひめ君ぎみ──もとい、パシフィカであった。


　先程のぼろぼろの衣装はそのままだが、よく見るときちんとその下には水着を着つけている。当たり前といえば当たり前だが。


　こちらも照明の効果か、演技力なのか、儚はかなげな印象は綺き麗れいさっぱり消えている。気品のある顔立ちやその鮮あざやかな蒼あおい瞳に変化はないが……活発な物もの腰ごしのせいか、愛らしい容よう貌ぼうには野の良ら猫ねこのようなしたたかさとしぶとさも備そなわっていた。


「君もだ、パシフィカ！」


　ゴルドンが丸めて手に持った脚きやく本ほんで椅子の肘ひじ掛かけを乱らん暴ぼうに叩たたきながら言った。


「なんだあの無む表ひよう情じようは！」


「で、でも──」


　ゴルドンの物もの凄すごい剣けん幕まくに、思わずたじろぎながらパシフィカは言い訳わけした。


「なんか笑い堪こらえるのに必死で」


「だから笑うな！　真ま面じ目めにやれ、真面目に！　場面や役やく柄がらへの感情移い入にゆうが足らん！


　もっとこう、脅おびえの中にも一いち抹まつの喜びを感じている自分に、矛む盾じゆんを感じつつも、最後の一線では決してまだ恐怖に屈くつしていないキャリイ姫だぞ？


　そういう『ああ、この恐怖の中に浮かんでくる気持ちは何？　どうして私はこの男を前にしてこんなにも喜びを感じてしまうのだろう。こんなにも恐おそろしい男なのに。でも私は王女。王国の姫。ここでこのような男に身も心も屈してしまっては、死んでいった騎士達に申し訳ない』……そーゆー表情だよ、この場面で必要なのは！」


「そ、そんなに細こまかい事を言われても──」


「何が細かいものか！　報むくわれぬ恋心に揺ゆれながらも、恐怖と闘たたかう姫君──であるからして、表情はこうだ！」


「にゃはははははっ！」


　まるで手品のように瞬しゆん間かん的てきに変わるゴルドンの表情は、喜劇的でさえあった。本人が大真面目であればある程、そこには滑こつ稽けいさがあふれる。


　演えん技ぎ指し導どうの技術としては大したものなのだろうが、四十を超えたおっさんが、いきなり少女の模も範はん演技をしてみせる事自体に──まあ言ってみれば、無理がある。


「だから笑うなというのだ！　シャノン君、君もだ！　今の、姫君と悪の大魔法使いが見詰め合う部分は、もっと情感豊かに！　君が演じているのは、王国に裏切られ、復ふく讐しゆうを誓ちかった魔法使いだ！　だがその心には、幼き日、将来を誓い合いながらも身分違いで諦あきらめようとした、王女への恋心が残っておる！　今、王国を滅ほろぼし、復讐を果たさんとする彼の胸きよう中ちゆうには複雑で歪ゆがんだ愛が吹ふき荒れている筈はずだ！　だからしてあのように、ただ単たん純じゆんな無表情ではなく──」


「いやしかし──」


　更さらに、ばしばしと椅子の肘掛けを脚本で叩きながら、熱弁を振るうゴルドンへ──シャノンは困こん惑わく気ぎ味みに訴うつたえる。


「相手役がこれじゃ……」


「あ。聞きとがめたわよ、私。『これ』とは何よ、『これ』とは！」


　パシフィカが鎖をじゃらじゃら言わせながら、シャノンに詰つめ寄よる。ちなみに鎖は本物であるが、首輪は木製のものにそれらしい色を塗ぬっただけの代しろ物ものである。


「こっちも噴ふき出しそうなのを必死に堪こらえてんだから！」


「それはお互たがい様だ」


　パシフィカと顔を突き合わせてシャノンが言う。


　先程の劇げき中ちゆう場ば面めんと体勢的には似たようなものだが、雰囲気は正反対である。


「この愉ゆ快かいな顔を見ながら『美しい』だの『可か憐れん』だの、現実に激はげしく矛む盾じゆんするような形容詞を並べ立てにゃならん俺おれの苦労が分かるか？」


「何が矛盾よっ！　──っていうか、愉快な顔たあ何よ、愉快な顔ってのは!?」


「こういう顔だが」


「指をさすなあっ！」


　堂々と鼻はな先さきに突き付けられたシャノンの指を払って喚わめくパシフィカ。


　だが──


「……シャノンさん、パシフィカさん……」


　やたらと場違いな──それだけによく目立つ、ひたすらのんびりした声が、舞台上の二人に浴あびせられる。


　まるで冷ひや水みずを頭から被かぶったかのように、シャノンとパシフィカはぴたりと喧けん嘩かを止やめて、声の主──ゴルドンの横に立つ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女を見た。


　ニケである。


「……嫌いやならやめてくださっても構かまいませんが……？」


　彼女の後こう方ほう……本来なら客席に当たる部分には、劇団イングラムの団員達が数人、座っている。その状態は様々だが──手やら脚あしやら頭やら、身体からだのどこかを包帯でぐるぐる巻きにされている点は、共通していた。


　よく見れば、照明係やゴルドンやニケも、小さいが、あちこちに数え切れないほどの傷きずを負っていたりする。彼等の恨うらめしげな視し線せんは、舞台上のシャノンとパシフィカに集中していた。


「そうだな。やめてもらっても結構だぞ。怪け我がの治ち療りよう費ひと、公演中止によって出ると予想される損そん失しつ分ぶんを、払ってくれるならな……いつでも止めてくれ」


　じろりと二人を睨にらみながら、ゴルドンがニケの言葉を受うけ継つぐ。


「うっ……」


　二人揃そろって呻うめくと──シャノンとパシフィカはやはり揃ってうなだれた。








　話は二日前にさかのぼる。


「どうしてくれるんだ……!!」


　ゴルドンは頭を搔かき毟むしっていた。そろそろ白髪しらがの目立ちはじめた頭を、滅め茶ちや苦く茶ちやに搔き毟って喚いていた。


　道を行き交かう人々が、怪け訝げんそうな顔をして彼を眺ながめるが、ゴルドンは構わず更に激しく──己の頭とう髪はつの全てを、引き抜いてしまうのではないかと、見る者が思わず心配してしまう激しさで、頭を搔き毟り、そして叫んだ。


「本当にもう、どうしてくれるんだ……公演まであと、十日もないってのに！」


　彼の前にはシャノン、パシフィカ、ラクウェルのカスール家三姉兄妹きようだいの他に、劇団イングラムの団員達──正確にはそのごく一部──の姿すがたもある。


　前述の通り、夕ゆう暮ぐれ時どきの日差しに照てらされた街がい路ろには、他にも人ひと影かげはちらほらと見られるが……ゴルドンの喚き声がまるで立ち入り禁止の結界となって侵しん入にゆう者しやを阻はばんでいるかの如く、誰だれ一人ひとりとして通行人が近づいて来る様子はない。誰の眼めにも明らかな面めん倒どう事の現場に、好んで近づく愚おろか者はいないのだ。当たり前の事だが。


　ベクタ中央医院の正面玄げん関かん前まえ。


　それが現在、彼等の立っている場所である。前には街路が長々と横たわり、背後にはちょっとした城じよう塞さい規き模ぼの大きさを備そなえた灰色の建物が、悠ゆう然ぜんと建っている。夕暮れ時の紅い光を受けて、ベクタ中央医院は黒々と地面にその影を描き出していた。


　領主の出資によって設立されたこの準公的医い療りよう施設は、田舎いなか街の病院としては珍めずらしいほどの規き模ぼと設備、そして人材を誇ほこっている。しかも医療費はラインヴァン王国の平均よりも大おお幅はばに安い。これはもう至いたれり尽つくせりである。


　評判を聞いて近きん隣りんの街や村からも怪我人や病人がわざわざやって来る位で、時には他の地方の領主が視し察さつに来る事さえある。この医院の設立で、領主であるラティン男だん爵しやくは、一気に領民人気を獲得し……さしたる抵抗もなく増税を実じつ施ししてのけたからである。街道の整備と文化の拡かく散さんに伴ともない、最近は領民も知恵を付けてきているので、なかなかどこの領主も統治上の飴あめと鞭むちを使い分けるのが難むずかしくなってきているらしい。


　しかし。


　いくら規模が大きかろうが、設備が良かろうが、名医が揃っていようが、領主の肝きもいりであろうが──病院にもできる事とできない事がある。一いち縷るの望みを託たくしてすがってくる患者とその身内には気の毒だが、当然の事だ。


　例えば──攻性魔法の暴走に巻まき込こまれて全治一ヶ月と診しん断だんされた患者を、即そく日じつ完治させてくれと頼たのまれても、医者は苦笑して首を振るだけだ。医者は万ばん能のうの神でもなければ奇き跡せきを呼び起こす聖せい人じんでもない。


　そういう訳で。


　つい先程も、ベクタ中央病院に、劇団イングラムの構成団員十三名が入院したばかりであった。これは総勢二十五名という劇団イングラムにとって、過か半はん数すうにあたる。入院者は全員、打だ撲ぼくだの骨こつ折せつだので平均、全治一ヶ月と診断されている。


　いずれも生命には別状なく、絶対安静という訳でもないのだが──少なくとも劇団活動に従じゆう事じできるような状態ではない。劇団活動というのは、実のところ、かなり過か酷こくな肉体労働でもあるからだ。舞ぶ台たいで大声を出すだけでも、それなりの体力がいる。


　更に残りの十二名の内、六名が全治一週間の怪我を負っている。こちらは入院の必要はないらしいが……当然ながら通常通りの働きは期待できない。力仕事は無理だし、包帯やら蒼あお痣あざやらを身に帯びたまま舞台に上がるなど、もっての他だ。


「これじゃうちの劇げき団だんはおしまいだ！」


　まともに動ける人間は六名。通常の四分の一。


　当然ながら公演どころではない。


　ゴルドンは医者になんとかしてくれと懇こん願がんしたが、いかなる名医とてこればかりはどうしようもない。ゴルドンは絶望的な状じよう況きようを再確認させられただけであった。


　という訳で……


「あの……」


　声をかけたシャノンの方を、竜たつ巻まきでも発生しそうな程、物もの凄すごい勢いで振り返り──ゴルドンは彼の襟えり首くびにつかみ掛かかった。


「どうしてくれるんだ、ええ、どうしてくれるんだっ!?」


「いや、どうしてくれるんだといわれても……」


　相手の剣けん幕まくに若じやつ干かん、気け圧おされながらシャノンが言った。


　ゴルドンの目め尻じりには、涙なみださえ溜たまっていたりする。いい歳としをした大人が──とはシャノンも思ったが、確かに泣きたくもなるだろう。状況はほぼ絶望的だ。


「責任を取れ、責任をおお！」


〈泥人マツド・マン〉を追い払った後。


　暴走したラクウェルの半自律型攻性魔法〈火ス炎ル帝ト〉は、大爆発を起こし、その場にいた劇団イングラムの団員達を薙なぎ払った。


　咄とつ嗟さにラクウェルは防性魔法〈塞壁ミズガルズ〉を展開してその破壊力のほとんどをやり過ごしたものの……既すでに〈火炎帝〉に意識容量の大半を割さいていたラクウェルには、団員達全員を護るだけの〈塞壁〉を広範囲に展開する余裕がなく、結果としてその場にいた全員を庇かばいきる事ができず──大量の怪け我が人にんが出てしまったのである。


　シャノン達に悪意がないのはゴルドンも分かっている。


　そもそも〈泥人〉から助けてくれた事をまず感謝すべきなのも分かっている。〈泥人〉が何の目的で彼等を追いかけていたのかは、やはり分からないままだが……下へ手たをすれば全治一ヶ月どころか、全員死亡、という結果になっていたかもしれないのだから。


　だが。


　現実に『公演不可能』という事態を目の前に突き付けられると、道理だの冷静な判断だのは綺き麗れいさっぱり吹っ飛んでしまう。


「あの……公演を一ヶ月程、遅おくらせる事はできないんですか？」


　ラクウェルが尋たずねる。


　さすがに彼女の魔法が暴走した結果なので、普ふ段だんは呑のん気き印じるしの彼女も、若干沈しずんだ表情をしている。一応、彼女なりに反省はしているらしい。


　だが、それは家族であるシャノン達が見て初めて分かる変化である。ラクウェル・カスールという人物をよく知らない他人の眼では、いつもの如ごとく呑気な彼女の態度に反省の色を見いだす事はかなり難しいだろう。


　当然ながら、ゴルドンは怒りの矛ほこ先さきをラクウェルに変へん更こうした。まあ、変更も何も、全て元げん凶きようは、元々彼女だったりするのだが。


「できるとも、できるともさ、延えん期きによる諸もろ々もろの損そん失しつさえ考えなけりゃあな！」


　さすがに最後の一線で理性が働いているのか、女性の襟えり首くびをつかむような下品な真ま似ねはしなかったが……さすがのラクウェルもびびって一歩退ひく程の形ぎよう相そうで、劇団イングラムの団長は、カスール家の長女に詰め寄った。


「今回は新作なんだ！　色々準備もした！　公共休馬場の使用許可ももらったし、部材や何やの借用契約もした！　治療費だって馬鹿にならん！　何よりこのまま現金収入がなければ、次の街へ着く前に野の垂たれ死じにだ！　そもそも……この手の商売は、信用を失ったら、回復するのがどれだけ大変か……それがどれだけ洒落しやれにならん事か、あんた分かるか？　分かるってのか？　ええ、おいっ!?」


　元々、地方巡めぐりの巡回劇団は、ぎりぎりの財さい布ふでやりくりしているところが多い。


　比較的人気のある劇団イングラムは公演収入も多いが……その人気の一いつ端たんは、金を惜おしまずつぎ込んで、凝こるところには凝りまくった舞台装置や衣装が負っている。このため、劇団イングラムの財布は決して裕ゆう福ふくとはいえないのが実状だ。


　野垂れ死には大おお袈げ裟さとしても──このままでは、次の公演地まで色いろ々いろと必要以上の苦労を強しいられるだろう。特に途中の街道を通る場合の通行税は大きな負担だ。公道登録されていないような枝街道を大回りして進めば税はかからないが、それだけ治ち安あんが悪いので今日のように化け物に襲われたり、山さん賊ぞくや強ごう盗とうに襲われる危険性も多い。


　まして──何より、公演を予定して公式に街にも領主にも協力を要よう請せいしておきながら、公演中止となれば、劇団イングラムの信用は一気に地に落ちる。


　その結果、公演許可や公演依い頼らいの数が減へれば、更に懐ふところ具ぐ合あいは悪化する。劇団イングラムのような中小劇団にとっては致命的な事態だ。最悪、そのまま経済状態を立て直せずに、劇団そのものが解散という事もありうる。


「どうしてくれる？　どうしてくれるんだ!?　さあ、どうにかしてくれよ、君達の責任だぞ!?」


　自や棄けそのものの口調で喚わめき続けるゴルドン。


　ラクウェルはのんびりした表情のまま、それでも困こん惑わく気ぎ味みに首を傾かしげ、シャノンは救いを求めるように、他の軽傷で済すんだ団員達に視し線せんを向ける。だが、団員達もやや恨うらめしそうな表情でシャノン達を眺ながめるばかりで、助けてくれそうな気配はない。これまた当たり前の話だが。


「畜ちく生しよう、折角、劇団経営も軌き道どうに乗ってきたのに……」


「……あのおー……」


　その時、不意に団員の中から一人が間ま延のびした声を上げた。


　ひたすら、どこまでも、とことん、ぼー…………っとしている表情が特とく徴ちよう的てきな少女。ラクウェルと同じ類タイプではあるが、緊きん張ちよう感かんの欠けつ落らくはこちらの方が大だい分ぶ激はげしい。


　ニケである。


「……団長……ここで揉もめていてもしょうがないし……ここは前向きに考えたほうがいいんじゃないでしょうか……？」


「前向き？　何をどうやったら前向きになるんだ？」


　団長はニケを振り返って言った。


　そういえば──このニケという少女だけは、あまり切せつ羽ぱ詰つまった様子がない。単にそういう表情ができないだけの事かもしれないが。


「……人手が足りないなら、小人数でできるように脚きやく本ほんに手を入れればいい訳ですし……それでも足りない人手は、補ほ充じゆうするしかありません……」


「補充？　どこからするというのだ？　一人や二人ではどうしようもないぞ？」


　元々、巡回劇団の多くでは人数に余よ裕ゆうがなく、役者が裏方やその他の役やく割わりを兼かねる事が多い。つまり一人欠ければ、役者と裏方、二人分が欠かけたのと同じ計算になるのだ。


「……裏方や演出的な部分には、ちょっと反則ですが、代だい替たい案があります……」


「いや、しかし役者が足りない部分はどうするのだ？　私が二は十た歳ち代だいの魔法使いをやるわけにもいかんし……」


「役者の補充……三人では……？」


　妙みように具体的な数字。


　嫌いやな予感がする。シャノンはパシフィカ、そしてラクウェルと顔を見合わせ、そして視線をニケに戻もどした。


「……まさか」


　パシフィカが表情を引き攣つらせながら後じさる。


「うむむ。三人、三人──黒くろ騎き士しは仮面で顔を隠かくして一人二役。それから──むむむ」


「おい、ちょっと待ってくれ」


　物もの凄すごい意気込ごみで何やら思し案あんを始めたゴルドンを横目に見ながら、シャノンはニケに向かって言った。ゴルドンよりはこちらの方が、まだ話が通じるような気がしたのである。


　だが。


「……責任とって、頑がん張ばってくださいね……」


　ニケはそう言ってのんびり微笑ほほえむ。だがシャノンは慌あわてて首を振ふり、言った。


「無む茶ちやを言うな、俺おれ達たちに何ができる？」


　そもそもカスール家三姉兄妹きようだいが演劇に携たずさわったのは、故こ郷きようで日曜学校の卒業式に演やった寸すん劇げき程度だ。裏方は無論の事、役者の経験も、後にも先にもそれっきりである。言ってしまえば素人しろうとの中の素人。玄プ人ロである劇団員達の代役など、できよう筈はずもない。


「信用問題を言うなら──俺達を使うなんて、あんたらの沽こ券けんにかかわるぞ？」


　無論、言われるまでもなく、演技経験のほとんどない素人を舞ぶ台たいに上げるなど、本来ならば言ごん語ご道どう断だんである。公演できないのも問題だが、素人演芸で金を取るような真ま似ねをすれば、やはり信用は失ってしまう。


　しかし。


「……頑張ってくださいね……」


　脱だつ力りよくしきった笑えみを浮うかべて──そのくせどこか自信満々の何かを感じさせる様子で、ニケは繰くり返した。何か考えがあるらしいのだが……寝ぼけているだけのようにも見えて、どうにも不安を誘さそう。


　シャノンは困こまり果てて周囲を見回し──


「…………」


　ふとゴルドンと眼めが合った。


「ふ……ふふ……ふふふ……」


　劇団イングラムの団長は、ぎりぎりまで追いつめられた者特有の、血走り、妙に据すわった眼でシャノン達を見据え……そして。


「駄だ目めで元々おおおおおおおお……」


　──幼児なら見た瞬しゆん間かんに泣き出しそうな形相でそう言うと、声もなく笑った。








　そういう訳わけで。


　それから二日……シャノン達はほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうでゴルドンにしごかれ続けていた。


　脚本を覚えきる時間はないので、掌てのひらはおろか、衣装の襟えり元もとや裾すそにも、びっしりと要点や重要な台詞せりふが書かれ、それだけでは足りずにシャノンの着る外がい套とう──いつものではなく、舞台衣装である──の内側には、非常用の脚本が吊つられていたりする。


　ちなみに──


　今回劇げき団だんイングラムがベクタの街で公演する演目は、『スレイヤー・ヴォイト戦記』と呼よばれる、比較的定番の劇である。元々はかなり昔に書かれた脚本で、史実に基づいているとかいないとか。まあ内容を考えれば完全な創作である可能性が強いが──とにかく、大おお筋すじそのものは比ひ較かく的てき単純だ。


　悪の大魔導士〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイトが、配下の黒騎士と、魔獣を率ひきいてとある王国に攻せめ入り、王国の軍隊を壊かい滅めつさせた上、王女をさらう。だが……勝利の美酒に酔ようのもつかの間ま、通りがかった高こう名めいな遊ゆう歴れきの騎士が単身大魔導士の住む塔とうに潜入、黒騎士や魔獣を退しりぞけ、ついにヴォイトを倒たおし、姫ひめを救い出すという物語だ。


　ついでに言うと、最後は姫と騎士の婚こん礼れい場面で終わるのは、言うまでもない。


　定番というより……手て垢あかが付きすぎている、と言っても過か言ごんではなかろう。それだけに見ている者は安心感があるのも事実だが。


　ただし──劇団イングラムが今回演じる『スレイヤー・ヴォイト戦記』の看かん板ばんには、上に『真説』、下には『空中大決戦』などという文字がくっついていた。


　その意い図とを尋たずねるシャノンに、ゴルドンは言った。


「よくぞ聞いてくれた。今回公演する新作はな、大だい胆たんな解かい釈しやくによって、この定番作品である『スレイヤー・ヴォイト戦記』を新たなる角度から演じ、むしろこれまでは語られる事のなかった〈滅殺者〉側に視し点てんを据えた物語進行を心がけようと思うのだ。おお、これぞ温おん故こ知ち新しん！」


「そ、そういうもんなんですか？」


「ちなみに決戦場面クライマツクスでは、大神官を通じて〈秩序守護者ピースメイカー〉の祝しゆく福ふくを受けた騎士・シークス・クアンプと、ヴォイトの、塔上空による空中戦を描く予定だ」


「どーやって？」


「吊りだよ、吊り。空中操そう演えん。反はん射しや板ばん操作の器材を使って、極ごく細ぼその鋼紐で吊るすんだよ。芸術だぞ」


「……あんた、自分が演じるんじゃないからって好き勝手言ってません？」


　それはさておき。


　突とつ貫かん作業で舞台だのテントだのが組まれる横で──作業にはラクウェルも、戦場で主に塹ざん壕ごうを掘ったり土ど囊のうを積み上げたりするのに使う〈力マ天グ神ニ〉という半はん自じ律りつ型がた魔法を使って協力していた──シャノン達はゴルドン、ニケの指導の下、演技の訓練を受けていたのである。


　で──








　──話は現在に戻る。


「駄目駄目！」


　舞台のすぐ側まで歩み寄ってきて、ゴルドンが言う。


　相手は舞台の下、しかも小柄なので、シャノン達からはかなり上から見下ろす格かつ好こうになるのだが──やはり芝居の事となると、かける気き迫はくが並なみでないのか、やたらとこの中年男が大きく見える。


「違ちがうだろうが！　台詞せりふもきちんと覚えられないのか？　何年役者やってんだ！」


『二日前から』


　シャノンとパシフィカ、それに何な故ぜかニケが揃そろって言う。


「…………」


　ゴルドンは丸めて振ふり上げた脚きやく本ほんを右に左にさ迷わせ──そして何事もなかったかのように続けた。


「いいかね、シャノン君、パシフィカ君。そもそも……」


「──さすがに劇団員だけあって切り替えが早いな」


「……いつもの事なので、気にしないで下さい……」


　呆あきれて呟つぶやくシャノンの声をこちらはきっちりと聞いていたのか、ニケがやはり舞台下から言って寄よ越こす。


「……とにかく。演技力不足はもう仕方ない。諦あきらめる。君ら、見た目はなかなかいいからな。あとは照明と効果音である程てい度どごまかすしかない。ただ台詞回しだけはどうにもならんのだからして──いくらラクウェル君がいるからといっても、まさか魔法で四六時中、全員分を中継したりする訳にもいかんし。とにかくきちんと覚えてもらわないと困る。一応覚おぼえやすいようにばっさり簡かん略りやく化かもしているんだし。途と中ちゆうで笑うのなどは問題外だ」


「……はあ」


　疲ひ労ろうのためか、ゴルドンの剣けん幕まくに呑のまれてか、シャノンもパシフィカも、やや気の抜けた返事を返す。


「ニケ。演出及び美術担当からは何か言う事はないか？」


　唐とう突とつに話を振ふられて、ニケは瞬まばたきした。


「……そうですね……シャノンさんに関しては……悪の大魔導士という雰ふん囲い気きがいまいちですね……配下に黒くろ騎き士しがいるとはいえ……王国の軍隊をほぼ一人で壊かい滅めつさせたという位ですから、物凄い化け物のような人の筈はずなのですが……そういう部分の説得力が、感じられません……」


「ふむ。それはそうだな」


「いや、だから。そんな事言われても……素人しろうとだし」


　頰ほおを搔かきながら言うシャノン。


　優秀な役者なら、足運びやちょっとした仕し草ぐさにも、そういった『凄すご味み』を載のせて表現する事ができるのだろうが……いくらなんでも素人の彼が、そのように細かい事を言われても、対応できる筈がない。


「……ですから……シャノンさんにこれ以上の演技力を期待できない以上、演技ではなく、別の方向から凄味を追求してはどうでしょうか……？」


「というと？」


　興きよう味みをそそられた様子で尋たずねるゴルドン。


「そうですね……例えば、顔面全体に斑まだら模も様ようの赤と黒の刺青いれずみを施ほどこすとか……」


「ふむふむ」


「……折せつ角かく長いんですから、髪かみの毛をこう、松まつ脂やにで固めて全部逆立てるとか……あるいは逆に……いっそ髪の毛を全部剃そってもらって……そこに呪のろいの文句をびっちりぎっしり書くとか……ふふふ」


　ぼーっとした表情のまま、何やら妖あやしい笑みを見せるニケ。どういう趣しゆ味みをしているのか……脳のう裏りで奇怪な格好をさせたシャノンを想像して楽しんでいるらしい。


　やはりゴルドンに育てられ、その片かた腕うでをしているだけあって──この少女も根ね元もとの部分からかなり嗜し好こうが変である。


「無茶を言うな、無茶を！」


　悲鳴じみた声を上げるシャノン。下手をすると本当にやりかねない雰囲気がニケにもゴルドンにもある。


「……眼めから怪光線出せとか、巨きよ大だい化かしろとかは、言いませんから……」


　とりなすように言うニケ。だがシャノンは半はん眼がんで演出及び美び術じゆつ担たん当とうの少女を見み据すえた。


「──それを感かん謝しやしろとでも？」


「あ。でも……口から火の玉くらいは吐はいて欲しいかも……」


「できんっつーに」


　指を咥くわえて上うわ目め遣づかいに言ってくるニケに、シャノンはうんざりした様子で断言する。


　なおもゴルドンと『シャノン・カスール悪の大魔導士化案』を話し合うニケを眺ながめながら、シャノンは溜ため息交じりに呟いた。


「やっぱり無理にでも逃げておくべきだったか……」


　実のところ……


　シャノン達は自分達の技ぎ量りよう云うん々ぬん以前に、問題を抱えている。


　本来、彼等カスール姉兄妹きようだいは、他人と長期間一いつ緒しよにいたり、街に入って注目を浴あびるような真似は、極きよく力りよく避けるべきなのだ。


　王国最大の禁きん忌きとも言われる〈廃はい棄き王おう女じよ〉とその〈守しゆ護ご者しや〉たる彼等は、パシフィカの存ぞん命めいを歓迎しない連中からも、そして人間以外の存在からも、狙ねらわれている。


　今のところどちらも世間に与える影えい響きようを考こう慮りよしてか、堂々と彼等を追ってきてはいないが──後者がやってきた場合、下手をすると一つの地方が丸ごと壊かい滅めつしかねない。実際、タウルスの街では少なからず人的被害が出ている。


　だから、シャノン達はあまり長く一カ所に留とどまらないようにしていた。


　だが。


　シャノン達も旅を続けていくには、少なからず金がいる。


　前記の通り、各地の領主や商工組合などが設定している通行税は、非公式の枝街道を通る事で、ある程度支払いから逃のがれる事ができる。だが他の必要経費はなかなか削さく減げんしにくいのが現げん状じようだ。特に馬車の消しよう耗もう部品や衣類、香こう辛しん料りようや調味料といったものは自前で調達するのは極きわめて難しい。


　故ゆえに……シャノン達は、時折ではあるが旅先で仕事をこなす。期間こそごくごく短期間──短くて一日、長くても七日程度に限定しているが。


　今回の事にしても、一応は罪つみ滅ほろぼしの意味もあるが、形の上では劇げき団だんイングラムにシャノン達は雇やとわれている形になる。一応、公演がまともに終われば、幾いく許ばくかの報ほう酬しゆうもゴルドンは約束してくれていた。


　これは定まった現金収入のないシャノン達にとってはあり難がたい話だ。


　また──


　ここしばらくは刺し客かくが来る様子がない。


　ホウランドの村で〈サイレンサー〉ことキダーフ・ジャイロットとやりあったのを最後に、ここ一ヶ月半ほどは職業的殺人者や特命を帯びた軍人達が、〈廃棄王女〉を狙ねらってくる事もなく──代わりに半月ほど前、マウゼル教教会の殺人神官や、〈秩序守護者ピースメイカー〉と少々やりあったりはしたが、あれはパシフィカに対する刺客ではない──シャノン達は比ひ較かく的てき、穏おだやかな日々を送っていた。


　ここしばらくは移動を続けていたし、数日程度なら大だい丈じよう夫ぶ。


　そう判断したシャノン達は、ゴルドン達の提案に従したがったのである。


　とはいえ……


「なんで俺おれ達ばっかり苦労せにゃならんのだ」


　物もの憂うげにシャノンが呟つぶやく。


　よく考えれば、この状じよう況きようというのはラクウェルの失敗が招まねいた事で、シャノンもパシフィカも厳げん密みつに言うならば何の責任もない。


　ところが──今回ラクウェルは役者としてではなく、演出担当として雇われている。どういう事かというと、幻影系や音響系の魔法を使って特とく殊しゆな効果を舞ぶ台たいに及およぼし、臨りん場じよう感かんを高める裏方役である。


　元もと々もと魔法を色々いじくって使うのが好きなラクウェルは、ニケの試案に従したがって嬉き々きとして魔ま導どう式しきの改良を行った。好きなだけに仕事も早く、彼女はさっさと自分のすべき事を仕上げてしまい……今は忙いそがしい団員達の代わりに、テントの外で食事の用意などをしている筈だ。


　このため……どうしても演技の途と中ちゆうでその台詞せりふのムズ痒がゆさに暴あばれ出してしまうシャノンと、まるで顔面を痙けい攣れんさせるようにして爆笑を堪こらえているパシフィカの二人は、重点的にゴルドンにしごかれる事になっているのである。


「しょうがないでしょ、シャノン兄にいがすぐ暴れるんだから」


「暴れたくもなるだろう──この……」


　シャノンはパシフィカの頰ほおをつまんで、むにーっとばかりに引っ張ぱる。


「この愉ゆ快かい奇き怪かいな顔面に向けて、真ま顔がおで『美しい……』とか言わにゃならん俺の身にもなってみろ」


「愉快にしてるのはシャノン兄でしょうがっ！」


　パシフィカが自分の頰を引っ張る兄の指を払う。すぐさま反対側の頰を左手でむにむにぐりぐりと抉えぐったり引っ張ったりしながら、シャノンは続けた。


「……大体、なんで俺が悪の大魔導士役なんだか」


「そういう顔してるからじゃないの？　間違っても正義の騎士とか、そーゆー顔してないもんね。どう見ても目つき悪いし」


「じゃあ、おまえはどうなんだよ。囚とらわれのお姫ひめ様さまって顔か？」


「美少女は何を演じてもはまるのよ！」


「自分で言ってて恥ずかしくないか、おまえ？」


　などと──すぐに口くち喧げん嘩かというかなんというか、実のない言い合いを始めるシャノンとパシフィカ。そもそも配役云々以前に、この二人を同じ舞台に立たせる事そのものが間違いではあるのだ。


　普ふ段だんから四六時中見慣れた相手が、澄すまして大おお袈げ裟さな台詞回しをしていれば、観みる方には滑こつ稽けいに映るし、観られる方も、余よ程ほどに自じ意い識しき過か剰じようでもない限り、恥ずかしく感じるものだ。だから、ただでさえ素人しろうと演技は身内の笑いを誘うし、笑われた素人は恥ずかしさも手伝ってついついムキになる。


　ましてこの二人──普段から口喧嘩を家族の団だん欒らんの代わりにしているような兄と妹である。こんなに突っ込こみ甲が斐いのある状況で、お互たがい黙だまっていられる筈はずがない。


　だが。


「シャノン君、パシフィカ君！」


　爆ばく発はつ寸すん前ぜんで叫ぶゴルドン。


『……はい、すいません』


　シャノンとパシフィカは揃そろってもう一度謝あやまった。








　ラクウェル・カスールは鉄てつ板ぱんを前に思し案あんしていた。


「うーん……」


　右に首を傾げると、長く癖くせのない黒くろ髪かみが音もなく肩から流れ落ちる。まるで黒い滝たきのようなその髪の艶あでやかさは、彼女の姿すがたを殊こと更さらに優美に見せていた。


「うーん……」


　今度は左に首を傾かしげる。右へ左へと首を傾げる度に、その髪が揺ゆれる。元々、少し緩ゆるんだ表情をしているラクウェルだが……今は眉み間けんに皺しわが刻きざまれ、どことなく表情に内心の苦く悩のうが滲にじみ出ているせいか、その様子は妙みように色っぽい。


　実際、テントの外で大道具を造つくるべく、釘くぎ打うちをしていた団員の一人が、涎よだれを垂たらさんばかりの表情で悩なやむラクウェルを眺ながめ──間違って自分の親指を槌つちで思いっきり叩たたき、密かに苦く悶もんしていたりするが、ラクウェル本人は全く気付いていない。


　今、ラクウェルの前の鉄板には、鶏とり肉にくと野菜の炒いため物がのっかって、じうじうじう──と音を立て始めていた。


　団員の昼食になる予定の食材である。十数人分の昼食をまかなう量である。普段、せいぜいが三人分しか料理を作らないラクウェルの眼めにはかなり大量の食材と見える筈なのだ。しかし、元々が三十人近い団員の食事を調理するための鉄板なので──食材が広い平面の真ん中に寄せられている様は、少々寂さびしくも見える。


　ちなみに劇団イングラムの所有するシチュー鍋なべは、更に大きい。まとめて作っておけば煮に込こみ料理は忙しい時には融ゆう通づうが利きくので、冗じよう談だんのような大きさがあるのだ。試ためしにパシフィカが逆さかさまに被かぶってみると、出られなくなった。
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　それはさておき。


　鉄板の上では、なかなかに食欲をそそる匂においが立ち上りはじめているのだが──ラクウェルの見立てでは、少々火か力りよくが弱い。


　こういった炒め物は──特に肉は、火力が決め手だ。強い炎でさっと炒めてやらないと、食材の旨うま味みがじわじわと外に滲み出してしまうのだ。


　ここは火力を強くするべきだろうか。


　しかし──


「困ったわね。〈炎杖レーヴアテイン〉……は、使うとシャノンが怒おこるし……」


　これは前に一度やって、細かな制御に失敗し──中身ごと鍋なべを吹き飛ばしてしまった事がある。


　通常の攻性魔法〈炎杖〉の火力を、時間的に引き伸ばして使う……その発想は我われながら冴さえているとラクウェルは思ったものだ。本来であれば一いつ瞬しゆんで発はつ揮きされるその熱量を、小出しにする事で、食材の旨味を逃がさない高い火力を自由自在に引き出せる……筈だった。


　ところが。


　特とく殊しゆ制せい御ぎよ用の──遅延燃焼効果デイレイの式を追加して起動した〈炎杖〉は、何がどう間違ったのか、通常の〈炎杖〉を遥はるかに上回る火力を瞬間的に発はつ揮きし──大爆発。その結果、中身はおろか、吹ふき飛ばされた厚あつ底ぞこ鍋なべさえ、いつまで待っても落ちては来なかったのである。


『頼たのむから、二度とするな』


　しばらく馬ば鹿かみたいに鍋の消えた空を眺めてから──シャノンは言ったものである。


「そうね。また鍋がお星様になってしまったら困こまるし」


　などと言いながら、また思案する。


　実は、ラクウェルという娘は……常人よりも遥かに集中力が高い。


　そもそも魔法という技術自体が、相そう当とうな集中力を要求する技術なのである。幼い頃から魔法に関する教育を受け、何年もの修しゆ行ぎようを積んで、ようやく初級の魔法を使いこなせるようになる魔導士も多い中で、ラクウェルは幼児時代から簡単な魔法なら起動させる事ができた。元々、幼児というものは落ち着きがなく、注意力散さん漫まんな傾けい向こうが強いにもかかわらず──だ。


　本気で集中したラクウェルは、魔法を使い損そこなう事はまずないし、シャノンでさえ時に舌を巻くほどの胆たん力りよくを発揮する。


　だが世の中、公平にできているというかなんというか──その分、普段の彼女はどうにも注意力が散さん漫まんで、いい加か減げんなところがある。いざという時に使う集中力を普段から溜ため込んでいるとも言えるだろう。あるいは、常日頃からその常人離れした集中力のせいで神経がすり減へってゆくのを防ぐために……普段は余よ計けいに集中力を欠かいた状態を維い持じして、神経を休めているのかもしれない。無論、これはラクウェル自身が意識してやっている事ではなかろうが。


　ある意味で──このラクウェルののんびりした態度は、シャノンの示しめすものぐさな言動と同質のものである。ここらはさすがに双ふた子ご、よく似ているのだが……ただ、刀術使いとして父に鍛きたえ上げられたシャノンは、瞬間的に自分の集中力を高め、あるいは緩ゆるめる技術に長たけている。ラクウェルほど極きよく端たんにならず、緩かん急きゆう自じ在ざい、集中力を小出しにする事もできるという事だ。


　案外、その中途半端な器き用ようさが──彼が気き疲づかれしやすい原因となっているのかもしれないが。


「……そうね」


　何か思いついた様子で、ラクウェルは両手をぽんと合わせた。


「火を使わずに温あたためればいいのよね……ええと」


　そう言うと、彼女は右手を鍋の上に掲かかげて、呪じゆ文もんを唱となえ始めた。


「いざ・天より来れ・月喰くらう狼おおかみ……蒼あお白じろき月の力・炎なき光・光なき熱を集め・汝なんじの憎ぞう悪おを・破壊の形に成さん──」


「だからやめろって」


　呪文に横から割り込む声。


　同時に伸のびてきた手が彼女をくるりと横に向け──


「……あら？」


　間まの抜ぬけたラクウェルの声と同時に……彼女の横手に生えていた樹じゆ木もくの幹みきが、いきなり破は裂れつした。


「…………」


　振り返ると──苦にがい表情を浮うかべて、シャノンとパシフィカが立っている。その後ろには、テントから出てくるゴルドンとニケ、そして照明係の二人の姿もあった。


　幹みきの真ん中がいきなり破は裂れつした樹木は、生木の引き裂さかれる耳みみ障ざわりな音をたてながらゆっくりと倒たおれた。その折おれた口を見ると……いかなる魔法の効果か、ぐずぐずと生なま木きが泥どろのように崩くずれている。


　樹じゆ液えきが瞬間的に沸ふつ騰とうしたのだと……説明されねば、普通の人間には分からないだろう。


「……まあ」


「『まあ』じゃねえって……頼たのむから料理に軍用魔法を調整アレンジして使うのは、やめろ……」


　脱力したような表情でシャノンが言う。


　ちなみに今ラクウェルが使った魔法は〈月ハ食テ狼イ〉という。火か炎えんで対象を焼き殺すのではなく、対象を強制的に熱せられた状態に変化させる魔法である。


　外側から火で焼くのと違い、対象物が均きん等とうに加熱されるので、文字通り人間に使えば火傷やけどを起こす前に体液が沸ふつ騰とうし……犠ぎ牲せい者は自分の体液で、全身を煮込まれて死ぬ。


「でもでも、さっと熱する事ができたら、便利だと思うのよ」


「不ふ便べんでもいいから普通に作ってくれ、普通に！」


「でもでもでも、こうしたら、便利だなって思う心が、文明の発展を後押しするのよ？」


「……文明進歩への貢こう献けんは他人に任まかせてくれ、頼むから」


　長々と溜め息をついた後……呻うめくようにシャノンが言った。




　第二章　殺し屋達もやってきた







　ベクタは辺へん境きようを貫つらぬく主要公街かい道どうからやや離はなれた場所に位置する街だ。


　現在、ダストヴィン大陸を網もう羅らする主要街道の多くは、マウゼル教の巡じゆん礼れい路ろを基き礎そとして設もうけられている。


　当然ながら地方都市の多くはこの主要街道沿いに存そん在ざいする。どうしてもこの主要街道から離れた街などは、わざわざ街の住民達や領りよう主しゆが、独自に準街道や枝街道を引いている事も多い。


　文化的にも商業的にも大陸の大動脈である主要街道は、これらの地方都市に数多くの人間を運び込こみ、あるいは運び出す事で、地方文化と経けい済ざいの活かつ性せい化に一役買っていた。


　だが……ベクタの街はこの例に当たらない。


　元々街としては比較的小規模な事も理由の一つであるが……徹てつ底ていして金きん属ぞく関係産業の街であるベクタは、専せん門もんの商人が訪おとずれる事は多いものの、わざわざ観光客が来るような場所ではないのだ。その主力商品と同様、質しつ実じつ剛ごう健けん、過か飾しよく廃はい止しが風土にまでなっているこの街には、実際、旅人の眼めを引くような観光資し源げんもないから、当然、訪れる人間も少ない。


　同規模の街には数すう軒けんある宿屋の類たぐいも、ここでは一軒──〈獅し子し猫ねこ亭てい〉だけだ。それも専せん業ぎよう的てきな宿屋ではなく、たまたま部屋の余あまっている農家が、農作業の片手間に経営しているような代物である。


　よって──〈獅子猫亭〉の主人は、大抵の場合に退たい屈くつしていた。


　彼は〈獅子猫亭〉を経営する農家の入り婿むこである。あと一ヶ月もすれば収しゆう穫かくの時じ期きなので無理矢理にでも駆かり出されるだろうが……今は義父と義母、それに義兄夫ふう婦ふが頑がん張ばっているので、彼はあまりする事がない。家でごろごろしているのも婿の立場としては気が引けるため、彼はこの宿屋の方の主人役……というか常じよう駐ちゆう従業員を買って出ている。


　とはいえ。


　客のほとんどいない宿の従業員など、実質的に家でごろごろしているのと大差ない。


　故に、来客を告げる玄げん関かんの鈴すずがからころと音をたてた時、主人は『珍めずらしい事もあるものだ』と──あくびをかみ殺しながら帳ちよう場ばに出た。


　しかし。


　彼のあくびは途中で中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。具体的に言うと、あくびの途中で開いた口を、彼は閉とじ忘わすれ……驚おどろきで間ま抜ぬけに緩ゆるんだ表情のまま、硬こう直ちよくした。


〈獅子猫亭〉の玄関。


　そこには三人の客がいた。


「あー……ええと……」


　しばしの絶ぜつ句くの後、主人はなんとか声を出す。黙だまっていると、問答無用で殴なぐられそうな気がしたからだ。


　男が二人。そして老人が一人。客の内訳はそうなっている。


　主人を驚かせたのは、その男二人の方……彼等の格好であった。


　一切の装そう飾しよく性せいを廃はいした、黒い外がい套とう。フードを被かぶり、足首まで届とどくその衣装の裾すそを合わせているので、彼等はまるで影かげそのもののように黒一色である。


　だがその一方で、彼等は、影とは異ことなり存在感が希き薄はくではなかった。


　巨きよ漢かんという程ではないが……肩かた幅はばは広く、身長も高い。外套の下からでも雄ゆう弁べんに存在を主しゆ張ちようする筋きん骨こつ逞たくましい体たい軀くが、無言の圧力となって見る者にのしかかってくる。格好が黒いから尚なお更さらだ。ただ黙もく然ぜんとそこに立っているだけで、轟ごう音おんの幻げん聴ちようが聞こえそうな──そんな迫力がある。


　しかも何を考えているのか、彼等の目元には仮か面めんが被さっていた。


　ただし仮面といってもせいぜいが眉まゆの辺りから頰ほおの半なかばまでの狭せまい範はん囲いを覆おおうだけのものだ。黒く直線的な線で構成されていて、全体の形状は貴き族ぞくなどが視し力りよく補ほ強きように使う高価な装身具──眼鏡めがねにも似ている。


　元々は野を行く旅人が強い日差しで眼を傷いためない様にと造られた遮しや光こう用ようの仮面バイザーなのだが、目元が見えないだけに、妙みような威い圧あつ感かんがある。


　そういう格好をした男が二人。ちょっとした身長差や、顔つきの差などは見て取れるのだが……基本的な衣装の方向性コンセプトが同じなので、何やら双ふた子ごのようにも見える。威圧感も二倍である。
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「お客様……で？」


　そう尋ねる主人は、既すでに腰が引けていたりする。


「……そうだ」


　黒装束の二人の片方が、低い声で言った。ごつごつとでかい岩同士をぶつけ合うような、そんな響ひびきの声。普通に喋しやべってるのだろうが、言こと葉ば面づらも無ぶ愛あい想そうなので、意味もなく恫どう喝かつの口く調ちように聞こえる。


「予約はないが、部屋は空あいているか？」


「ああっすいません──あ、いえ、部屋は空いているのですが」


　理由もなく何となく反はん射しや的てきに謝あやまってしまってから──主人は慌あわてて首を振ふった。


　まるで『俺おれ達は闇やみの世界からやってきた冷れい酷こく非ひ情じようの殺し屋だ。逆さからう者は殺す』……と全身で主張しているような連中だが、金を払ってくれれば客は客である。本当に殺し屋だったりするとさすがに困こまるが、まさか本物がこんなに目立つ格好などしていないだろう。いかにも──といった風ふう体ていがかえって噓うそ臭くさい。


「では二部屋、頼たのむ──前金で二日分、払はらう」


　やはり地の底から響ひびいてくるような声で、黒ずくめの一方が言う。


「は、はあ。毎度あり」


　そう言って主人は宿やど帳ちようを取り出した。


　黒ずくめの片方は、財さい布ふでも捜さがしているのか、外套の中でごそごそやっていたが──不意に、重い音をたてて何かが〈獅子猫亭〉の床ゆかに落ちた。


「…………」


「…………」


　黒ずくめと、主人の視線が無言でそこに集中する。


　それは──鎌かまであった。


　刈かり入れなどに使う、農具の鎌だ。大きさや大体の形は普ふ通つうのものと変わりないが、握にぎりの部分には革かわ帯おびが巻まき付けられ、何やら妙に使い込まれている印象がある。


「……ええと」


　主人は愛あい想そ笑わらいを浮かべながらも、内心冷や汗あせをかいていた。


　畑を離れて農具を持ち歩く農夫などいない。意味がない。まあ世の中は広いので、農具を持って歩かないと落ち着かないとか、鎌が何となく好きで肌はだ身み離はなさず持っているとか、鎌の刃はを舐なめていると持じ病びようの発ほつ作さが収おさまるとか、そういう変人もいるだろう。たぶん。おそらく。きっと。


　懸けん命めいに自分に言い聞かせる宿屋の主人を、仮面越しにじろりと一いち瞥べつし……鎌を落とした黒ずくめは身をかがめてそれを拾ひろった。


「あーそのー……よ、よろしければ、や、宿帳に記入をお願いします」


「……うむ」


　黒ずくめが意外に素す直なおに頷うなずいて、主人の差し出したペンを手に取る。読み書きのできない人間も田舎いなかではまだまだ多く、主人が代筆する事もしばしばあるが──最近は自分の名前と簡単な単語程度は、書ける者も増えてきた。


　ジェイス・ファーガソン。ディアス・ファーガソン。


　やはり兄弟らしく、黒ずくめはとりあえずそう書き込み──そして背はい後ごに立っていた老人を振り返る。


「ポルドリット」


　声をかけられて老人が前に進み出て、ペンを受け取る。


　さらさらと宿帳に自分の名前を記すその手つきは、全まつたく澱よどみなく、この老人が常つね日ひ頃ごろから読み書きに通じているという事実を匂におわせていた。


　ポルドリット・ラドム。


　こちらはそういう名前らしい。


　よく見れば老人というには少々早いかもしれない。口くち髭ひげを長々と伸ばしているのと、黒くろ髪かみの中に混まじる白しら髪がの量が多いせいで、妙に歳としを食って見えるが……恐らく六十歳にはなっていないだろう。


　やたらと大きな鼻──いわゆる鷲わし鼻ばなが、何がそんなに不ふ満まんなんだと、思わず尋ねたくなるようなしかめ面つらの真ん中に聳そびえ立っている。薄うす汚よごれた濃のう緑りよくのローブを着き込こんだ姿すがたには、奇妙な重々しさがあった。


　ポルドリットと宿帳に書いたその老人は、じろりと主人を眺ながめ、そして言った。


「この街に、巡回劇団の馬車隊が着いたと聞いたが」


「あ、ああ──劇団イングラムの連中ですよね。昨日きのう、いや、一昨日おとといだったかな？　街の外はずれの公共休馬場に、テント張ってますよ」


　主人は無意味に後方を振ふり返って見せながら、言った。無む論ろん、振り返ったところでその先にあるのは壁で、公共休馬場など見える訳わけもないのだが──どうにもこの連中の前でじっとしているのが耐たえ難がたかったのだ。


「そうか……分かった」


　ポルドリットは頷うなずくと、宿帳を閉とじて主人に差し出した。


「部屋に案内せよ」


「はあ、こ、こちらです──」


　おっかなびっくり、といった様子で客室に通じる廊ろう下かを示す主人。


　悠ゆう然ぜんと歩き出す三人組の気け配はいを背せ中なかで感じながら、とりあえずこの客には余よ計けいなちょっかいは出さないように心がけよう、と主人は心に誓ちかっていた。








　とりあえず案内された部屋に入り──ジェイスとディアス、ファーガソン兄弟は外がい套とうを脱ぬいだ。


　外套の下から出てきたのは、色こそ同じ黒だが、ぞろりと長い外套とは対照的に身体からだの線に沿そった衣装である。着る者の身体に貼はり付くほどぴったりとはしていないが、どこかに引っかけそうな遊びもない。ある種の作業着を連れん想そうさせる格かつ好こうだ。


　頭部はやや長めに伸ばした茶色の髪を、共に総髪オールバツクにしている。


　腰には右と左にそれぞれ一本ずつ、兄弟合わせて計四本の鎌が、革製の鞘さやに入って吊つられていた。素人しろうとが見ても分からないであろうが──武芸の嗜たしなみがある者ならば、気付いたろう。それは剣を抜ぬく行こう為いそのものさえ攻こう撃げき手しゆ段だんに転化する実戦剣術──いわゆる抜ばつ剣けん術じゆつ、居い合あい法ほうにおいて、剣を腰に吊る位置、そして吊り方にとてもよく似ていた。


　無論、鎌を剣と同じように吊ったところで、剣と同じように素す早ばやく、攻撃的に抜けるとは限かぎらないのだが。


　この鎌が、彼等〈死しに神がみの双そう鎌けん〉ファーガソン兄弟の得え物ものだった。


　一見すれば農具のように見えるこの鎌も、優すぐれた使い手に握にぎられれば必殺の武ぶ器きと化す。要は武器ではなく使い手の腕うでが問題なのだ。


「さて──」


　呟つぶやいて兄のジェイスが弟のディアスに向き直る。


　そして──


「──こんの馬ば鹿かっ！」


　ごっ──と音をたてて、兄のごっつい拳こぶしが、弟の頭を脳のう天てんから直撃した。


　仮面がはずれて床に転がる。ディアスは拳げん骨こつの衝しよう撃げきよりも、痛いたみに反はん応のうして大きくよろめき……そして言った。


「い、痛いよ兄ちゃん」


「あんな場所で落っことす奴やつがあるかっ！　思いっきり怪あやしんでたぞ、宿屋のおっさん！」


「いや、でも──兄ちゃんだって、前に……」


　そう言って顔を上げるディアスの黒くろ眼めは──小さくて、つぶらだった。草食動物を思わせるその双そう眸ぼうは、外見の他の部分を思いっきり裏切って、妙みように優やさしい印象だ。


「やあーかましいっ！　口答えをするな！　男は黙だまって結果を出す！　違うか？」


「うう、ご、ごめん」


　ディアスは相変わらずごつごつと岩のかち合うような声で──しかし妙にしおらしい口調で言った。


　武器を落とす落とさない以前に『おう、殺し屋だぜ、よろしくな』と看かん板ばん持って立っているような格好をしている事自体に問題がある筈はずなのだが──それはどうもジェイスもディアスも考えていないらしい。


「武器の一つや二つ、辺境では持ち歩く人間など珍めずらしくあるまい」


　それまでは黙って二人を眺ながめていたポルドリットが口を挟はさむ。


「些さ細さいな事で兄弟喧げん嘩かなどしている暇ひまがあるならば、その分、策さくをたてる事に費ついやすべきであろう」


　相変わらず厳いかめしい表情で二人を眺めているが、彼のこのやたらと不ふ満まん気げな顔は単なる地顔で、別にファーガソン兄弟に何か思うところがある訳ではない。


　彼の部屋は隣となりなのだが、今は打ち合わせのために、こちらの部屋に来ているのだ。


　実を言うと、ファーガソン兄弟とポルドリットは、元々仲間でも何でもない。たまたま今回、念のためにと手を組んでいるだけである。


　何しろ──今回は大仕事なのだ。


　仕事そのものは大した規き模ぼではない。少女を一人殺す。護ご衛えい役が二人付いているようだが、彼等も邪じや魔まであれば排はい除じよする。それだけの事だ。


　だが、その少女というのは普通ではない。そしてその護まもり手も尋じん常じようでない。


　彼等の標的は──〈廃はい棄き王おう女じよ〉であった。


　ラインヴァン王国最大の禁きん忌き。〈グレンデルの託たく宣せん〉により『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』になると予言された少女。


　間違いなく大物だ。賞金額も異様に高い。


　しかも──賞金額を見れば当然だが──彼女を護る〈守しゆ護ご者しや〉達がとんでもない凄すご腕うでで、仕事の難なん易い度どそのものが高い。公的私的を問わず、排除されてきた刺し客かくはとんでもない数にのぼる。


　しかも、戦せん闘とう者としては再さい起き不ふ能のうになっている連中も多々いるのだが……それにしても、一人として殺さずに──となると、どれだけ彼等が凄腕かが分かる。いっそ奇き跡せきと言っても過か言ごんではあるまい。


　何よりファーガソン兄弟の所属する職業殺人者組合──まあ、確かつ固こたる組そ織しきがあるわけではなく、言ってみればある種の相そう互ご扶ふ助じよ組織のようなものに過すぎないが──屈くつ指しの使い手と言われる、あの〈サイレンサー〉をも敗走せしめ、廃はい業ぎようにまで追い込んだ連中である。


　今ではかなり腕うでの立つ職業的殺人者でも、〈廃棄王女〉抹まつ殺さつの仕事には手を出したがらないというのが現状だ。


　その〈廃棄王女〉と〈守護者〉の首を獲とる。


　初仕事でそれほどの大成果をあげれば、いやが上にも彼等〈死神の双鎌〉ファーガソン兄弟の名は裏の世界で鳴り響ひびこうというものだ。彼等は張り切っていた。


「そうだな、そのとおりだ。細かい事にこだわっている場合ではない」


　ジェイスも仮面を外はずしながら言う。


　こちらは──黒い細眼で、やたらと目め尻じりが下がっている。見ているだけで妙に福々しい気分になれそうな眼であった。


　ファーガソン兄弟──この二人、仮面をしているとひたすら外見は怖こわかったりするが、どちらも素す顔がおを見る限りでは、どうにも迫はく力りよくがない。


「大仕事だ。これを無事にこなせば、俺おれ達も一流だ！　気合入れていくぞ！」


「そうだね、兄ちゃん！」


　共に拳こぶしを握にぎり締しめて言うファーガソン兄弟。


「これでもう、肥こえ臭くさい新しん米まい殺し屋とか、貧ひん弱じやくな坊やとか、郷く里にに帰って農夫に戻もどれとか言われずに済すむよね、兄ちゃん」


「もちろんだとも、ディアス！」


　実を言うと──ファーガソン兄弟がこの商売を始めて半年になるが、彼等ははまだ一度も職業的殺人者として依い頼らいを遂すい行こうした経験がない。共に生せい来らいの才さい能のうに恵めぐまれ、我が流りゆうながらも体術の技ぎ能のうは相当なものがあるのだが、まだ一人として人を殺した事がないのだ。


　故ゆえに、同業者からは二流どころか二人揃そろって半人前扱いである。〈死神の双鎌〉という通り名も、自分達で名乗っているだけで、誰だれかがそう呼よんでくれている訳ではない。


　だからこそ……二人はやたらと今回の仕事には気合が入っていた。


　他人と組むのは彼等の流りゆう儀ぎではないのだが、相手に魔導士がいると分かっているので、念のために今回は彼等も仲間として魔導士を用意している。それがポルドリットであった。


「念のためにもう一度訊きくが……」


　ジェイスがポルドリットを振り返って言う。


「本当にあんたは、無む報ほう酬しゆうでいいんだな？」


「くどい。私は復ふく讐しゆうができればそれでよい」


　ポルドリットは、はっきりと断言した。


　このポルドリット・ラドムという人物は、職業的殺人者組合の紹しよう介かいで組む事になった魔導士であるが、職業的殺人者が本業という訳ではないらしい。今回、ファーガソン兄弟の仕事に手を貸す事になったのも、基本的には私し怨えんからだという。


　色々な意味で不安の残る仲間ではある。


　ただ、かつては宮廷魔導士団〈ジェイド・サーキット〉に所属していたと本人が主張するだけあって、──本当かどうかは疑うたがわしいのだが──老人ながら魔法の腕うでは確たしかなものであった。使う魔法の種類もかなり多た彩さいだ。うまく実力を発はつ揮きしてくれれば、心強い味み方かたになるだろう。


　しかも彼は、賞金に興味がないばかりか、職業的殺人者としての評ひよう判ばんにも興味を示そうとしない。あくまで私怨──復讐が目的なのだ。


　故に……〈廃はい棄き王おう女じよ〉を倒した場合、その賞金も名声も、ファーガソン兄弟が独り占じめ、いや、二人占めできる。これはどう考えても美お味いしい条件だった。


　ただ、このポルドリット・ラドムという魔導士は──


「くくく──憎きキャロル・カスール。赤目の毒どく婦ふめが。貴き様さまともう一度、どちらが優ゆう秀しゆうな魔導士であるか、思い知らせてくれるわ」


　──などと四六時中陰いん気きな笑みを浮かべているのがどうにも鬱うつ陶とうしい。


　それに。


「なあ、ポルドリット」


　ジェイスがうんざりしたように言った。


「キャロル・カスールはもう死んでる。俺達が今からやりあうのは、その娘のラクウェル・カスールだって──何回言ったら分かるんだ？」


「…………お？」


　ポルドリットは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をし──


「おーおーおー。そうであったそうであった。覚おぼえておるぞ。うむ」


　などとそろそろ寂さびしくなりはじめた額ひたいをぺしぺしと叩たたいて見せたが──どう見ても、覚えていたようには見えない。


「ううっ──」


　ディアスが悲しそうに呻うめく。


「折せつ角かくの大きな仕事なのに……何が悲しくてこんな爺じいさんと……」


「言うな、ディアス」


　ぼそぼそと低い声でジェイスが言う。その記憶力の減げん退たい加か減げんに反して、ポルドリットの聴ちよう覚かくは衰おとろえていない。


「これに成功したら、もっとましな連中と組めるようになる」


　実を言うと。


　実績も何もない、新米の職業的殺人者たるファーガソン兄弟が、組合を通じて相あい棒ぼう役の魔導士を募つのった際さい、応じたのがこのラドム老だけだったのである。まあ、元々職業的殺人者同士が組むのは、よほど相手が手て強ごわい場合に限られるが──そうでないと報酬の分け前が減へるからだ──だからこそ余計に、ファーガソン兄弟のような新米と組むのは嫌いやがったのであろう。


　折角、〈廃棄王女〉と〈守護者〉についての有力な情報を得る事ができたというのに、この老人性痴ち呆ほう症しよう一歩手前の老魔導士が相棒役では甚はなはだ頼たよりない。弟の言いたい事はジェイスにも痛いほどよく分かった。


「腕うでは、確かなんだ腕は」


「そりゃそうだけどさ」


　共に最初に会った時に、ファーガソン兄弟はポルドリットの魔法は見ている。元〈ジェイド・サーキット〉を名乗るのも伊だ達てではないらしく、ポルドリットは基本的な魔法から高度な軍用魔法まで、実際に起動して使いこなしてみせた。


　魔法の種類にはあまり詳くわしくないファーガソン兄弟だが、数少ない魔導士達の中でも、高度で強力な軍用攻性魔法を使える魔導士は更さらに数少ない事くらいは、知っている。ポルドリットの実力は、本物だろう。


　とはいえ……


「くくく──ラクウェル・カスールめ……〈ジェイド・サーキット〉時代の恨うらみ、今こそ晴らしてくれるぞ」


　……どうも、その実力と執しゆう念ねん深さに、記き憶おく力がついていけていないようである。


　ファーガソン兄弟。


　そしてポルドリット・ラドム魔導士。


　色々な意味でちょっと怖こわい彼等の魔ま手しゆが、今、何も知らないシャノン達に伸のびようとしていた。








「要するに──」


　フォークを指し揮き棒ぼうのように動かしながら、ゴルドンが言う。


「演技力の無さは、迫力で補おぎなうのが、今回の基本方針だ」


　劇げき団だんイングラムの昼食の場での事である。


　元々劇団イングラムが陣じん取どっているのは、ベクタの街の街外れに位置する公共休馬場である。巡じゆん回かい商人や数少ない旅行者などが立ち寄った時に、馬車を停とめたり馬を繫つないでおいたりするための場所で、かなりの広さがある。


　ゴルドン達は、余あまりの廃はい材ざい──事前に劇団イングラムの公演の通知が届とどいていたので、ベクタの街が用意してくれていたものだ──を使って、その公共休馬場の端はしに長いテーブルを組み上げていた。


　公共休馬場が賑にぎわっている時は、はっきり言って馬や驢ろ馬ばの臭においが充じゆう満まんしていて、食事には少々不都合な場所ではあるのだが、今は劇団イングラムとシャノン達の馬車の馬だけが反対側の端に繫がれているだけで、公共休馬場自体はすいている。


　シャノン達と生き残りの団員達──いや、無む論ろん、他の団員も死んではいないが──は、この即そく席せきのテーブルにつき、遅おそめの昼食を摂とっていた。


　中には片手しか使えない状態の団員もいたりするが、フォーク一本でもなんとか食べる事はできている様だ。


「迫力って……？」


　楽しそうにパシフィカが尋たずねる。


　一人よりは二人、二人よりは三人、三人よりは四人、と……食事というものは大勢で食べると美う味まいものだ。しかし普ふ段だんは街や村から離れて行動しているシャノン達にとって、これだけの人数で食しよく卓たくを囲かこむ事は、まずない。


　だからこそ余計に今の大勢で一いつ緒しよに食事をするという状じよう況きようが、彼女にとっては目新しく、楽しいものなのだろう。舞ぶ台たいの上でしごかれている時は辟へき易えきしているパシフィカであったが──劇団と一緒に行動するようになったこの二日間ほど、彼女はずっと上じよう機き嫌げんである。


（とりあえずそれだけは、あり難いけどな）


　内心シャノンはそう思う。


　実のところ──劇団イングラムと出会う数日前までパシフィカはふさぎ込こみがちであったのだ。


（無論、気にしないようになった訳わけでも、忘れられた訳でもないだろうが──とりあえず目先がどたばたしていれば、辛つらい事は考えずに済すむしな）


　パシフィカの耳元で揺ゆれる小さな耳みみ飾かざりに──片かた方ほうだけのそれにふと視し線せんを向けながら、シャノンは思った。


「そもそもシャノン君に目をつけたのは……」


　自分の名前が出てきた事で、シャノンは視線を向かいに座すわっているゴルドンに戻もどした。


「彼の剣けん技ぎを見たからだよ」


「……目をつけたのは……私ですけど……」


　のたー……のたー……とした動作で焼き野菜を口に運ぶ合間に、ニケが口を挟はさむ。


「ええい、おまえが説明していたら日が暮くれるから、代わりに私が説明しておるのだ」


「……それはすいません……」


　本気で言っているのか、冗じよう談だんなのか、ニケはぼーっとしたまま頭を下げる。


　ゴルドンは黙もく々もくと食事をつつくシャノンに向き直って言った。


「とにかく、やはり本物は違う──そう思ったよ」


「はあ……」


　シャノンは曖あい昧まいに返事をする。


「殺さつ気きといえばいいのか、闘とう気きというべきなのか……とにかく、本物の使い手が放つ気配とかそういうものは、やはり見る者にも伝わる。私など、思わず震ふるえが走ったよ」


「大おお袈げ裟さな」


　若じやつ干かんの照てれもあって首を振るシャノンに、しかしゴルドンは力説した。


「いや、大袈裟でもなんでもないぞ。元々私は、演劇という形けい態たいの硬こう直ちよくした在あり方に疑ぎ問もんを持っていたのだ」


「はあ」


「演劇というものはだな。見る者と演じる者、お互いの了りよう解かいの上に成り立つものなのだよ。例えば──木だな」


　そう言ってゴルドンは馬車の横に立て掛けてある大道具をフォークで指した。


「……団長、お行ぎよう儀ぎ悪いです……」


　突っ込むニケは無視し、ゴルドンは続けた。


「あれとあれが、同じ物に見えるかね？」


　ゴルドンが指すのは──大道具として木の絵を描えがかれた板いたと、その近くに実際に生えている本物の木だ。


「違う、断だんじて違う。あれは記号化された木だ。これは木ですよ、という約束事があって、それをお互たがいに納なつ得とくした上で、あれを木だとする世界が成り立つ」


「なるほど」


　と頷うなずいたのはシャノンではなくラクウェルである。


　こういう話はシャノンやパシフィカよりも、彼女の方が強い。


「実際の空間を切り取って持って来れない以上、どうしても演劇はそういう約束事の集しゆう大たい成せいの上に成なり立たつものだ。無論、それはいい。それを否ひ定ていしてしまったら、芝居という形態そのものを否定してしまう事になる」


　ゴルドンはスプーンを振り回す。


「だが、そもそも客を楽しませる事、というのは、予想されたものを予想された形で出していればいいというものではない。やはり面白さというものは、客の予想を良い意味で裏切るところに成立する。分かりきった当たり前のものを、当たり前のように見てもつまらんのは分かるだろう？」


「そうですね──意外性の演出は確かに必要です」


「だから──だから、だ。そもそも代用品ばかりで固かためられ、お約束で固めてある偽いつわりの世界に終しゆう始ししてしまっては、意味がないのだ。時にはそのお約束を、裏切り、あるいは潰つぶしてやらねば、演劇というものはやがて極きよく限げんにまで単純化されて、皆みな同じになる。そうなったら、面白くも何ともない。一度見たら終わりだ。演劇そのものがすたれてしまう」


「それは……ちょっと極きよく論ろんなのでは」


「いいから聞きたまえ。極論なのは自じ覚かくしておるよ。……と。どこまで言ったかな」


「一度見たら終わり……というところですが」


「おう、そうか。ええと──だからこそ、私はこの演劇という記号で満ちて硬こう直ちよくしつつある世界に、何か一つでもいい、波は紋もんを起こしたかった。その方法として考えたのが、一つは定番脚きやく本ほんの新解かい釈しやく、そしてもう一つは劇の中に『現実味リアリテイ』、つまりは本物の味を取り込む事だった」


　シャノンの服の肘ひじが、ちょいちょいと引っ張ぱられる感覚。


　見るとパシフィカが眉み間けんに皺しわを寄せて彼の方を見ている。


「……分かる？」


「何となくな」


「ううっ、悔くやしい……」


　パシフィカはよく分からないらしい。まあ、シャノンも漠ばく然ぜんと理解しているだけだが。


「具体的に言うとだな。本物の剣士が本気で剣を振るう様は、殺た陣てとはまた違ちがう迫力を醸かもし出す。そしてそれは、記号化した偽りの世界の中にあるからこそ、お約束とは違う目新しさで観客を魅み了りようする筈はずなのだ。


　シャノン君に関して言えば──ちょっとやそっと演技力が伴ともなわなくても、剣けん戟げきにおける本物の迫力で観客を圧あつ倒とうしてしまえば、それなりに楽しんではもらえる筈だ」


「でもシャノン兄にいの役って魔導士なんでしょ？」


　ようやく自分も分かる話題になってきたからか、パシフィカが嬉うれしそうに口を挟はさむ。


「人手不足だからな。悪の大魔導士の下に仕つかえる黒くろ騎き士しの役どころも兼かねてもらう。大だい丈じよう夫ぶだ、そっちは台詞せりふがないからな。ただその迫力ある本物の剣技で観客を圧倒してくれればいい」


「ふうん」


　パシフィカがシャノンを眺ながめる。


「……なんだよ」


「この若年性年とし寄よりがねえ……」


「黙だまれ、自じ壊かい型がた粗そ暴ぼう少女」


　しみじみと呟つぶやく妹に、シャノンは唸うなるような声で言った。


　もっとも──


（俺おれも修しゆ行ぎようが足りないよな）


　と内心苦く笑しようしながらシャノンは思っている。


　文字通り徹てつ底てい的てきに強さを修おさめた使い手というものは、むしろその気け配はいは素人しろうとに近くなるものなのだと、父に教えられた事があるのだ。


　まるで水や風のように、普ふ段だんは無色無臭で泰たい然ぜんとそこにあり、危険性など微み塵じんも窺うかがわせない。しかし必要とあれば、水が、風が激はげしい嵐に転てんじる如ごとく、瞬しゆん時じに強烈な破は壊かい力りよくを発はつ揮きできる──本物の達人とはそういうものなのだと。


　無む駄だに殺気を放散して素人を脅おびえさせているようでは、まだまだ──という事だ。


「殺陣はうちでもよくやるんだが──やはりどこか真剣で打ち合う者の凄すご味みというか、そういうものに欠かけるんだよな」


　そう言ってきたのは、ニケの隣となりに座って食事をしていた劇げき団だん員いんであった。


　歳とし頃ごろはシャノンと同じか──少し下であろうか。こざっぱりと整えられた金きん髪ぱつに、切れ長の緑りよく眼がん、それに加え全体的に繊せん細さいで甘あまい顔立ちをしている。


　シャノンと比べて見ると、いかにも軟なん弱じやくそうな優やさ男おとこ、といった印象を禁じ得えないが──体つきを見れば、そこそこに鍛きたえているのが分かる。


　名はライル・カラビネック、今回の『スレイヤー・ヴォイト戦記』で主役の騎士・シークス・クアンプを演じる青年だ。


「それは仕し方かたないだろな」


　シャノンがライルに向き直りながら言った。


「だが殺陣は殺陣で、別べつ種しゆの難むずかしさがあるって聞くが」


　そう言ってシャノンはテントの脇わきに並べてある演劇用の模も擬ぎ剣けんに視し線せんを走らせた。


　少し興味があったので、少し振らせてもらったシャノンだが──


「刃はついてないかもしれんが、あれを振りあうのはかなり危険を伴うぞ？」


　棍こん棒ぼうとしては充じゆう分ぶんに強力だし、それなりの速はやさと角度があれば、突つき刺ささるし、切れる。模擬剣とはいえ、本気で稽けい古こをしないと、大おお怪け我がをしてしまうだろう。


「それは認みとめるがね。いい加減、演劇の殺陣剣術は、型にはまりすぎていて、下手な安心感が出てきてしまっている。どうなるか、展開がもう決まりきっているので、見る側としては面おも白しろ味みに欠ける活かつ劇げき場面になってしまうのだよ」


「……だ、そうだ」


　ゴルドンの説明に、ちょいと肩かたを竦すくめて同意するライル。


「それも分かるが──」


　ゴルドンの言う殺陣剣術というものが、どの程度のものなのかは、シャノンには分からないが──実戦をあまり想そう定ていしていない剣の流派というものは何度か見た事がある。


　口の悪い人間からは『儀ぎ式しき剣けん術じゆつ』、もっと悪い人間からは『お遊ゆう戯ぎ剣けん法ぽう』などと呼ばれる、現代剣術だ。実戦での威い力りよくよりも、他人に見せる動きの美しさを追求したような剣術で、最近は貴き族ぞくの子弟が嗜たしなみとして習う事が多い。


　元々はきちんとした実戦剣術から派は生せいしたものなので、これも極きわめればそれなりに強くなれる筈はずだとは思う。だがやはりシャノンが見た限りでは、ゴルドンの言うような迫力──つまりは自分の命いのち懸がけで剣を振る者の気き迫はくは、感じられない。


　見た目の派は手でさだけを追求しているのは、その方が格好よくて人気があり……結果的に指し南なん役は高い授業料を取れるからだ。戦争を知らない世代が増ふえてきたこのラインヴァン王国では、文字通り『踊おどり』『お遊戯』の形に特とつ化かする事で、剣術は生き残ろうとしているのである。


　無論、王国軍はそれなりに実戦的な剣術教練を訓練過か程ていに組み込こんでいるし、特とく殊しゆ部隊などでは、殺人術としての技法をとことんまで追求していると聞く。実際、シャノンが以前に闘たたかったクリストファ・アーマライトなどは、完全に実戦用の技術を身に付けていた。


　シャノンが父から学んだ刀術は、無論実戦用のものだが──正直に言えば、どちらが正しいともシャノンは思わない。


　どちらも剣術というものが、生き残るために特化した結果だ。技術が技術として存そん在ざいし続けるために、ある種、極きよく端たんな形に変へん遷せんしていっただけに過すぎない。そこに正しいも間違っているもないのだと彼は思う。求められたからこそ技術は生まれる。ならば求められる形に移い行こうしていくのは当然の事だ。


「団長がどの程度のものを期待してるのかは分かりませんがね。しかしやはり、実戦の気迫を演劇に持ち込むのは色々と無理がありますよ。どうしても真剣でない以上は、どこかに安心感が出ますし」


　ゴルドンに向むき直ってシャノンは言った。


　シャノンはともかく、相手役が模擬剣を手にした状態で、殺気や闘気を操あやつれるとも思えない。模擬剣も当たり所が悪ければ切れたり骨ほねが折れたりもするが、それは所しよ詮せん、事じ故ことしての結果である。模擬剣はどこまで行っても演技の小道具であって、殺人用に造つくられた武器ではない。


「いや、大丈夫だ」


　ゴルドンは大きく頷うなずいて言った。


「本番では真剣を使う」


「──ちょっと待て」


　思わず普ふ段だんの口調で言うシャノン。


「何が『大丈夫』ですか。いくらなんでも無茶ですよ」


「いや、死と隣り合わせの緊きん張ちようが客席に伝わる事で、迫力のある場面を演出できるのだ！　既すでに騎士シークス用の『聖せい剣けん』や、黒騎士の『魔ま剣けん』の手配も済すませてあるぞっ！　明日には届とどく筈だ。いやあ、さすがに金属道具の街、仕事が早くて助かる」


「おいおいおい……」


　言っている事は分かる。分かるが──


「ちなみに普段は、攻性魔法の場面で、特とく殊しゆ効果用の爆ばく薬やくを舞ぶ台たいに仕し掛かけたりもするぞ」


「いや、あ、あのですね」


　辟へき易えきしながらシャノンが言う。


　どう見てもゴルドンは冗じよう談だんを言っているようには見えない。


「それでよく今まで怪け我が人にんとか死人が出ませんでしたね。役者にも客にも」


「……公演一回につき、平均二人……」


　おかわりを取りに行くべく、のそのそとシャノンの背はい後ごを歩いて通り過ぎながら、ニケが気の抜ぬけた口調で言う。


「…………」


　怪我人の数だ──あえて問い質たださず、シャノンはそう思っておく事にした。違ちがったら、色々な意味でちょっと怖こわい。


　代わりにもの問いたげな視線を、イングラム団長に向ける。


「役者なら舞台こそ己の死に場所と心得ておる！」


「意味が違うでしょうが、意味が」


「まあ、今回は爆薬は使わないが」


「そーしてください」


　ほっと一息つくシャノン。だがゴルドンは視線を彼ではなくラクウェルに向けて、言った。


「何しろ本物の魔導士がいるんだから、掛かけ値ねなし、本物の攻性魔法を──」


「使うなっ！」


　思わず喚わめいてから──シャノンは溜ため息をついて団員達を振り返った。


「……あんたら、よくこんなおっさんの下で芝居やってるな」


　もう諦あきらめているのか、それとも元々賛同者なのか──ライルを筆頭に、団員達は苦笑して肩を竦すくめただけであった。




　第三章　更に楽士もやってきて







　低くざらついた声が尋たずねた。


「……パシフィカ・カスールだな？」


　無論、質問ではない。あくまで確かく認にんだ。


　眼めを瞬しばたたかせる少女を遮光用仮面バイザー越ごしに見み据すえつつ、ファーガソン兄弟は外がい套とうの下で鎌かまを握にぎり締しめた。必殺の一いつ瞬しゆんに向けて込められた力が、眼には見えないほどの細かな震ふるえとなって現れる。


　肯こう定ていの言葉が出ると同時に、二枚の刃はは外套の下から解き放たれ、左右から少女の首を襲おそうだろう。犠ぎ牲せい者しやは一瞬で首と胴どう体たいを分ぶん離りされて絶命し、苦く痛つうを感じる暇ひまもない。


　万が一、不測の要因が働いて一の鎌かまがしくじったとしても、彼等の鎌かまはもう一組ある。遅ち滞たいなく滑すべり出た二の鎌かまが、速すみやかに少女の首を刎はねるだろう。


　ファーガソン兄弟は、あくまで玄プ人ロたる事を自分達に課かしていた。素す早ばやく、無む駄だ無なく、あくまで禁欲的ストイツクに、冷徹クールでもって──そして確実に。犠牲者を無意味に脅おびえさせたり、苦しませたりするようでは……ましてや、それを見て楽しむなど、職業的殺人者としては、所しよ詮せん、二流だ。少なくとも彼等兄弟はそう考えている。


　近くに〈守護者〉の姿すがたはない。


　夕ゆう暮ぐれ時の公共休馬場とその中に張られたテント。


　付近をざっと見回してみたが、居いるのは劇げき団だん員いんらしき連中ばかりで、問題の双ふた子ごの姿は見当たらない。もっとも、大体の特とく徴ちようを聞いているだけで、ファーガソン兄弟は実際にシャノン・カスールとラクウェル・カスールの姿を知っているわけではないのだが。


　考えにくいが……偶ぐう然ぜん出で払はらっているのか。


　それならば願ってもない幸運だ。一瞬で仕事は終わる。


　あるいは、ファーガソン兄弟の気け配はいを察知して、奇き襲しゆうすべくどこかに隠かくれているのかもしれないが──それはお互い様だ。こちらもやや離はなれた場所に建っている建物の陰かげで、ポルドリットが攻性魔法の準備をして潜ひそんでいる……筈はずだ。たぶん。あの老魔導士の惚ぼけっぷりを見ていると、少々不安は残るが。


　要するに眼がん前ぜんの少女を片かたづける事。


　何にせよそれで事は終わる。それが全すべてだ。


　ただ……


　一瞬にも満みたない逡しゆん巡じゆんが兄弟の脳のう裏りを過よぎる。


〈聖グレンデルの託たく宣せん〉で『世界を滅ぼす猛毒』などと断じられる程なのだから、さぞかし憎らしい雰ふん囲い気きの少女なのだろうと思っていた。だが、実際に眼前にその姿を見ると──その姿には託宣に謳うたわれるような禍まが禍まがしさは微み塵じんもない。ただの平凡で無力な少女にしか見えなかった。


　本当に……いいのか？


　そんな躊躇ためらいが脳裏を過ぎるが、それも一瞬の事。


　俺おれ達は非ひ情じようの職業的殺人者。


　言い聞かせる己自身の声に、ジェイスとディアスは酔よった。


　許せ、少女よ。これも仕事だ──


　ファーガソン兄弟は少女自身が口にするであろう己への死し刑けい宣告を待って、全身の力をたわめていく。一言、自分がパシフィカ・カスールである事を認みとめれば、その瞬間に彼女の人生は終わる。


「パシフィカ・カスールだな？」


　沈ちん黙もくしている少女に向けて、もう一度問う。


　そして。


　少女はふと顔を上げて──言った。


「……違ちがいますけど……」


「…………」


　ファーガソン兄弟の表情が、間ま抜ぬけに緩ゆるむ。もっとも仮面で目元は分からないのだが。


　二人は顔を見合わせ、そしてもう一度眼前の少女を──金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、妙みようにおっとりした雰囲気の少女を見つめた。


「パシフィカ・カスール……じゃない？」


「……はい……」


　二人から指さされて、少女は起きているのか寝ねぼけているのか今ひとつわかりにくい口調で言った。


「私は……ニケといいますが」


「いや、しかし金髪碧眼でそれらしい娘が、巡回劇団に同行してベクタの街に来たらしいと情報──」


　言いかけたディアスを、ジェイスが無言でぶん殴なぐった。


「……んおおっ」


　頭を抱かかえて呻うめくディアス。


「い、痛いよ、兄ちゃん……！」


「黙だまってろ、おまえはっ……！」


　抑おさえた声で、器き用ように言い合うファーガソン兄弟。


　ポルドリットが情イ報ン密フ売オ組ー織マ〈幽魔スペクター〉──ラインヴァン王国全土に人員を派は遣けんし、あるいは常じよう駐ちゆうさせ、通信系の魔法と探たん査さ系の魔法で得た情報を売る魔導士主体の裏組織である──から買った最新情報は、パシフィカ・カスールに外見的特徴のよく似た少女が、巡回劇団と行動を共にしているらしい、という事であった。


　前回の目もく撃げき情じよう報ほうからして妥だ当とうな距離であるし、〈守護者〉らしき双子の存そん在ざいも情報には含ふくまれていたので、これは間違いないと判断し、ファーガソン兄弟は急きゆう遽きよベクタの街までやってきたのだ。


　ちなみにこの〈幽魔〉は、追つい加か料金を支払うと、一定期間だが情報の差し止めと独どく占せんができる。ファーガソン兄弟は厳きびしい懐ふところ事じ情じようも省かえりみず、一週間の料金を支払った。これで他の同業者が同じ情報を元にやってきて、獲え物ものを横取りしてしまう可能性はかなり減へる。


　しかし──逆に言えば、一週間後には再びこの情報は裏市場に出る。そうなれば彼等よりも経験も装備も実力も上の職業的殺人者が横よこ槍やりを入れてくる可能性もあるのだ。


　許ゆるされた時間はそう多くない。


　少なくともファーガソン兄弟はそう思っていた。


　もっとも──前記の通り、ここしばらくは〈廃はい棄き王おう女じよ〉一行を狙ねらう職業的殺人者はほとんどいないのが現状なのだが。


〈守護者〉達のあまりの手て強ごわさは原因の一つであるが……他にも正体不明の巨きよ人じんの出現、王国軍諜ちよう報ほう部ぶや隣りん国ごくギアットの危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉の動き、その他幾いくつも不ふ透とう明めいで不ふ可か解かいな事情が絡からんできており、腕うでに覚えのある職業的暗殺者も、きな臭くささを感じて手を出したがらないのだ。危険に対する鼻が利きかなければ、殺し屋稼か業ぎようなど長続きしない。


「そうか。人違いか、いや、失礼し──」


「……パシフィカは……出かけてますけど……」


　取り繕つくろうような口く調ちようで言うジェイスに、ニケが言葉を被かぶせる。


　彼の言葉を無む視ししているというのではなく……単に他人よりも時間の進み方が一回り遅おそいので、喋しやべる機兆タイミングがずれて、相手の言葉にかぶってしまうのだろう。


「ん？　あ！　ああ……そうか。そうなのだな。それは……失礼した」


　慌あわてながらも口元に浮かび上がろうとする笑みを抑え込こむジェイス。


　まだ幸運は自分達を見放していない。


　最初は『外れ』かと思ってかなり焦あせったが──どうも情報そのものはガセネタではなかったらしい。


「ちょっと買い物と……雑用を頼たのんであります……半日もすれば戻もどると思いますけど……待たれますか？」


「いや、ちょっと急ぐ用なのでな。こちらから探さがすとしよう。彼女は街の商店街の方に行っているのかな？」


　ジェイスは言った。


　待ち伏ぶせもいいが、時間の限られている身の彼等としては、やはり気が焦あせる。それにこのだだっ広い公共休馬場よりも、街中の方が色々と攻撃を仕掛けやすい。


「はい」


　ニケはぼー……っとした様子で頷うなずいた。








　……さて。


　当のパシフィカ及およびシャノン、そしてラクウェルは、ゴルドンと一いつ緒しよに買い出しと雑用に出かけていた。役者の変へん更こうに伴ともない、脚きやく本ほんも一部手直しされている。当然、衣装や小道具に関しても細かな手直しが必要だ──とゴルドンが主しゆ張ちようするので、とりあえず急遽必要になった品を買い付けにきていたのだ。


　ここしばらく特とつ訓くんに次ぐ特訓を繰くり返していたシャノンとパシフィカにとっては、買い出しといっても小しよう休きゆう止しのような解放感があった。無論、買い出しが終わればまた特訓ではあるのだが。公演日まで、もう五日もない。


「できればやはり、もう一人……音楽担たん当とうがほしいところだな」


　空の右手を顎あごに。左手は腰こしに。どこから見ても『思し案あん』の体たい勢せいで歩きつつ、ゴルドンは言った。


「役者の演技不足は如何いかんともし難がたい。照明と舞ぶ台たい美術についてはやれるだけの事はやった。となると──あと、舞台を盛り上げるために使える要素は音楽だ。やはり。どうもラクウェル君のリュート一本では頼たよりない。特とく殊しゆ効果に専念してもらうべき場面もあるしな。ふむ、やはりもう一人、楽士がいるな……どこかに適てき当とうな人材はいないものか。やはり求人の貼はり紙を増ふやすか？　それとも商工組合に頼たのんで──」


　ちなみに、彼の後ろには荷物を抱えたシャノンとパシフィカ、そしてラクウェルがいる。ゴルドン自身は手ぶらだが、これは別に労働をシャノン達に押おし付けて自分は楽をしよう、などと考えているのではない。


　単にこのゴルドンという人物は、芝居の事を考えている最さい中ちゆうは、常識だの気き遣づかいだのがすぽんと抜ぬけ落ちてしまうだけの事である。ほんの四日ほどの付つき合いだが、シャノン達もそれが分かっているので、苦く笑しようしつつ荷に物もつを抱かかえてゴルドンの背せ中なかを追っている。


「ふふっ──」


　ふとシャノンが傍かたわらを見ると、パシフィカが何やら機き嫌げん良く笑っている。


「えらく楽しそうだな」


「うん、まあね」


　シャノンの問いに、パシフィカは頷いた。


「なんかこう、わくわくしてこない？」


「何が？」


「なんていうか……こう皆で何かするのって、楽しいじゃない。大変だけど充じゆう実じつしてるっていうか。何か目的に向かって進んでるっていうような……うーん、うまく言えないけど。そういうのってこう、口笛吹きたくなるような気分にならない？」


「俺おれは別に」


　面めん倒どうくさそうにシャノンが言う。


　元々団体行動があまり性にあわないシャノンは、こういった劇団の空気に今一つ馴な染じんでいない。無論、不ふ愉ゆ快かいに思ったり、苦痛を感じたりという訳でもないのだが、どうにもいちいち皆に協きよう調ちようして力を合わせて、などと考えると面倒くさいような気持ちが先に立ってしまう。


「むしろ公演が失敗した時の事を考えると頭が痛いたいぞ」


「まあ、そりゃそうなんだけどさ」


　パシフィカは少し口を尖とがらせて言った。


「なんかシャノン兄にい、そういうのってちょっと寂さびしくない？」


　どうも自分の喜びを素す直なおにシャノンに理解してもらえなかったのが不ふ満まんらしかった。


「シャノンは──天才肌はだだから」


　ラクウェルが隣となりを歩きながら、いきなり言葉を挟はさんでくる。


「天才肌？」


　パシフィカが訊きき返す。シャノンも怪け訝げんそうな表情でラクウェルを見ている事からして、心当たりのない指し摘てきだったのだろう。


「天才肌……ちょっと違うかしらね。とにかく、シャノンって昔からなんでも一人でできた子だったから」


　同じ歳としの癖くせに、まるで歳の離はなれた姉か母親のような言い方をするラクウェル。


「誰だれかに助けてもらわなくても、大たい抵ていの事は自分で覚おぼえてこなせたから。そういう子って、助けられる事の嬉うれしさとか、助け合った後の充実感とか、そういうのってあんまり知らずに大きくなるのよ。


　だから大体、特に欠点らしい欠点もなくて、しかも何かに秀ひいでてる人っていうのは、助けるのはうまくても……助けられるのが、下へ手たなの」


「……そなの？」


　パシフィカが振り返って尋ねるが、シャノンは曖あい昧まいに顔をしかめるだけだ。


「面倒くさい事はぱぱっと自分で片づけちゃう。他人が助けてくれるのを待っていなくても、自分でなんとかできるから。そうよね？」


「……おまえが言うな」


　シャノンが呻うめくように言った。


　天才肌──この言葉はむしろラクウェルにこそ相応ふさわしいとシャノンは思っている。自分の場合は単に器き用よう貧びん乏ぼうというのだ、とも。


　もっとも言葉そのものは不当でも、ラクウェルの分ぶん析せきはある程度正しい事を認めざるを得ない。両親亡き今、シャノンの事をこの世の誰よりも正確に把は握あくしているのは、間違いなくこの双ふた子ごの姉であるのだから。


「ふうん、そうなんだ。まあ、いわれてみればそうかもね」


　相手の弱点を見つけたかのように、パシフィカがにやりと笑う。


　その時──


「ちょっと休きゆう憩けいするか」


　考えがまとまったのか……振り返ったゴルドンが声をかけてくる。


「……と。すまんな。荷物を全部押し付けて私だけ手ぶらだったか」


「いやまあ、軽いですけどね」


　シャノンが言う。彼等の持っている袋は、ほとんどが布の類たぐいだ。仕立てる前の生地や、あるいは布の端は切ぎれといったものは、衣い装しようの装そう飾しよくや修しゆう繕ぜんは無論、ちょっとした小道具、大道具の制作や修繕にも使えて応用範囲が広い。


「そこで茶でも飲むか。無論、私が奢おごるぞ」


　彼が指さすのは、商店通りの端に立っている酒場だった。酒と食事が主体の店ではあるようだが、店先に看かん板ばんと一いつ緒しよに出ている品書きには、茶や菓子の名前も並んでいる。


「おおっ、おっちゃん太ふとっ腹ぱら！」


「団長と呼びなさい、団長と」


　苦笑してゴルドンは言った。








　今日はよく人の訪ねてくる日だ。


　衣装の縫ぬい直しをしながら、ニケはそう思った。


「──えーっと。いいかな、お嬢じようちゃん？」


　その男は見るからに軽けい薄はくそうな表情でニケに声をかけてきた。


　革製の衣装に細い身体からだを包んだ男性。歳は恐おそらく二十歳代半ばか。髪かみを伸のばしているが、シャノンほどの長さはなく、またまとめてもいない。


　昨今の吟ぎん遊ゆう詩し人じんにはよく見られる格かつ好こうである。実際、その肩かたからは楽がつ器き入れらしき大おお振ぶりの鞄かばんがさがっている。


「商店街の方に貼はってある求人広告、見たんだけどねい」


　男は右手の人差し指と中指に一枚の紙を挟はさんでひらひらと振ふってみせた。


　そこには、一昨日おとといの日付で劇団イングラムが急きゆう遽きよ、楽士を募集する旨むねの記き載さいがあった。楽器の種類は問とわないが、一通りの分野の曲が弾ひけるのが条件……となっている。


「……ああ。楽士の方ですか……」


「ういうい。条件通り、曲は有名どころ、一通りいけるよ。一応楽器も持じ参さん」


　そう言って男は自分の肩から提さげている鞄を揺ゆらしてみせた。


「……実はあんまり、お給金でませんけど、いいんですか？」


　ベクタの商店通りに出していた広告は、楽士や吟遊詩人を雇やとうには少々安やすすぎる金額であった。具体的に言うと、相そう場ばの約半分である。


「はいはい、それは大だい丈じよう夫ぶ。実を言うと、先日まで違ちがう商売してたからさ、どうも吟遊詩人としては半人前でねい。ま、この辺あたりに来たのも、観光がてら、修行がてらの事なんで、これも客商売の基き礎そを学ぶ修行と思えば、むしろお給金出るだけでもあり難がたいってもんよ。うんうん」


「はあ……」


　ぺらぺらと軽薄な口調で喋しやべる男を頭のてっぺんから爪つま先さきまで遠えん慮りよなく眺ながめ──ニケは小さく頷うなずいた。まあ、問題はないだろう。有名どころの曲が一通り弾けるという男の言葉が本当なら、御おんの字だ。


「……分かりました……今団長は出かけておりますので……ちょっとお待ち下さい……」


「へえい」


　敬礼か何かの積つもりか、男は人差し指を立てて頭の横で振って見せた。


「……ええと……私、ニケです」


「おっとお。可愛かわいい名前。俺おれは──」


　男はまさしく歌うような口調で、名乗った。








　ポルドリット・ラドムは興こう奮ふんしていた。


「くくくく……」


　興奮しながら、何か濁にごったものを煮に立たてるような声で彼は笑った。


　陰いん惨さんで邪よこしまな笑え顔がおである。普通、こういう顔は故こ意いにしようと思っても、なかなかできない。余よ程ほど何かを永なが年ねん恨うらみ、妬ねたまない限りはできあがらない表情だ。それこそあと二十歳若ければ、『君、悪の大魔導士役をやってみんかね』などと言ってゴルドンが両肩をつかみそうな雰ふん囲い気きである。まあ──役も何も、実際に彼は魔導士であるのだが。


　彼はベクタの街のとある建物の屋根の上に座すわっている。


　建物はどうやら廃はい屋おくらしく、中に人の気配はない。代わりに厚あつく埃ほこりの積もった床ゆかには、野の良ら猫ねこのものらしき抜け毛や足あし跡あとが、無数に残っていた。


〈智女神スノトラ〉──光を歪ゆがめ、あるいは増ぞう幅ふくする事で、離はなれた場所や物もの陰かげを見る事のできる、偵てい察さつ用よう魔ま法ほう──でポルドリットは、とある店の玄げん関かんを監かん視ししている。


　シャノン達が休憩に入った酒場だ。


　彼は先程から、〈智女神スノトラ〉でその店から出てくる人間を逐ちく一いち観察しながら、同時に遠えん距きよ離り攻こう撃げきに使う特とく殊しゆ攻性魔法の魔導式をゆっくりと展開していた。


　既に年齢的な肉体の衰おとろえが始まって久しいポルドリットは、真正面から敵を攻撃する事はない。殺気も視線も届とどかぬ場所から、魔法で一撃。これが彼のやり方である。


　ちなみに──遠距離狙そ撃げき型の魔法というものは、実はほとんど存そん在ざいしない。


　攻性魔法はどうしてもその照しよう準じゆん作業において、視覚による標的の確定が必要になってくる。だが、そうなるとどうしてもまず攻性魔法以外の、知ち覚かく系、探たん査さ系の魔法──〈智女神〉のような──を起動させてやる必要がある。この魔法の重ちよう複ふく起き動どうがまず、通常の意識容量の魔導士にはできない。


　更さらに──魔法の起動難なん易い度どというものは、その効果の発生点に対する距離が、魔導士から遠ければ遠い程、上昇する。これに伴ともない、精せい度ども下がる。


　このため……実質的に有効な狙撃能力を攻性魔法に持たせようとすると、精度向上、効果安定などの式を次々に追加してゆかねばならず、どうしてもその式は個人で起動できないような大掛かりな代物になってしまうのである。


　狙撃用の大型弓と同等の能力を持たせようとするだけで、平均的な魔導士三人分の意識容量が必要になってくる。これでは、わざわざ軍で記き述じゆつ開かい発はつする意味がない。魔導士三人がのろくさ同どう調ちようをとりながら呪じゆ文もんを唱となえている間に、熟じゆく練れんの弓きゆう兵へいなら十人は敵を射しや殺さつできるだろう。


　だが。


　ポルドリットには秘ひ策さくがあった。彼は今、〈智女神〉を起動しながら、更にその長距離狙撃用の魔法を起動させるための式を意識の中に展てん開かいしている。他の魔導士が聞けば驚おどろくだろう。彼の意識容量は、確かに平均以上だが──それでも約二倍弱程度しかない。どう考えても上記二つの魔法を起動するには、その倍の容量が必要だ。


「く……くくくく……見ておれ……見ておれよ、キャロル・カスール……」


　彼はそもそもパシフィカ・カスールの首にかけられた賞金など、まるで眼がん中ちゆうになかった。


　ポルドリットを動かしていたものは、パシフィカ達の母親であるところの、キャロル・カスールに対する怨おん念ねんだった。


　思えば二十数年前──実は何年前か、正確な数字はもう思い出せなくなっていたポルドリットである──彼はキャロル・カスール共々、〈ジェイド・サーキット〉の一員であった。


　キャロルはまだ歳としも若く、実じつ績せきもない新しん参ざん者もの。


　対してポルドリットは、確保できる意識領域こそ彼女に劣おとったが、魔導式の記述開発に才能を発揮し、第一線の研究者として位階付きの幹部達──〈ジェイド・サーキット〉にはその頂点とも言うべき二十人が君くん臨りんしており、彼等は第一位から第二十位までの『位階』を与えられている──からも一いち目もく置かれる存在だった。実際、今もラインヴァン王国軍が正式採用している攻性魔法の幾いくつかは、彼も基礎式の記述開発に携たずさわっている。


　このまま行けば位階付きの幹部にもなれる……ポルドリットはそう思って自分の将来を疑うたがわなかった。〈ジェイド・サーキット〉の位階付き魔導士といえば、事実上ラインヴァン王国の魔導士達の頂点である。爵しやく位いこそ与えられないが、その特とつ権けんは貴き族ぞくと同等か、場合によってはそれ以上になる。


　最高の富とみと栄えい誉よ。それが彼にはもう目の前に見えていた。


　だが。


　彼の出世物語は突とつ如じよとして終わりを告つげる。


　一人の邪魔者の手によって。


　言うまでもない──キャロル・カスールである。


　常人を遥はるかに凌りよう駕がする意識容量と、それを操あやつる卓たく越えつした感性、大量の知識、更には美び貌ぼうと闊かつ達たつな性格……彼女の存在は、元々彼の出世にとって障しよう害がいであり脅きよう威いであったが、それでも決して敵てき対たいしていた訳ではない。むしろ彼女は彼女でポルドリットに敬けい意いを払っていた様子さえあった。


　だが、ある一件で彼女は完全に彼の敵となり──その結果として、ポルドリットは〈ジェイド・サーキット〉内外から嘲ちよう笑しようと罵ば倒とうを浴あびながらその地位を追われる事となった。


　以来──彼は、キャロル・カスールに対する復ふく讐しゆうを誓って、力を蓄たくわえてきた。


　新たな攻性魔法の式を自ら組み上げ、彼女に絶対に勝てると思えるだけの力と術を蓄えられるまで、彼は待った。


　そして──


「忌いまわしい雌めす猫ねこめが……貴様のせいで……貴様のせいでっ」


　ぶつぶつと呟つぶやきながらポルドリットは店の前を見張る。


　ラクウェルが出てきたら、即そく座ざに狙撃できるように──である。


　魔導士の彼は、同じ魔導士であるラクウェルを排はい除じよする。それだけだ。残りはファーガソン兄弟の担当である。


　最初からファーガソン兄弟とはそれで話がついている。シャノンやパシフィカの命には、ポルドリットはほとんど興きよう味みがない。


　彼が憎にくんでいるのは、キャロルの容よう姿しと実力を色いろ濃こく受け継ついでいるラクウェル・カスールただ一人であった。キャロル亡なき今、彼の復讐心は彼女の娘に向かっているのである。自分の愛まな娘むすめにして愛まな弟で子しでもあるラクウェルが死ねば、キャロルもさぞかしあの世で悲しむだろう。それを思うとポルドリットは恍こう惚こつとさえしてくる。


　もっとも──


「出てこい、出てこい、早く出てこい、キャロル・カスール……！」


　最近、歳としの割には、やたらと進行しているボケのせいで、彼はキャロルとラクウェルの区別が今ひとつついていない。


　時折──そういえば、今日は昼ご飯を食べただろうか、と思ったりして、同じ日に昼飯を三度も食べたりするポルドリットであった。お陰かげで最近、太ふとり気ぎ味みだ。


　そういえば今も、何か忘れているような気がするのだが──思い出せない以上は、大した事でもあるまい、などとポルドリットは判断した。


　……実は。


　ファーガソン兄弟の援えん護ごをすべく、適当な建物の屋根に登って〈智女神スノトラ〉を起動、調整をしている最中……彼は偶ぐう然ぜんに、街を歩いているシャノン達を見つけたのである。


　キャロル・カスールを恨うらんで二十数年。その間に積もり積もった怨念は最も早はや、彼の人格そのものよりも脳のうの中で大きな比重を占しめている。キャロルの面おも影かげを持ったラクウェルの横顔を眼めにした瞬しゆん間かん、復讐に逸はやるポルドリットの意識は敵意と興奮で一杯になり……その結果、彼等との打ち合わせをすぽんと失念してしまったのである。


　それはさておき。


「くくく……出てきたな、出てきたな、でええてええきいたああなあああ！」


　ポルドリットは恍惚と叫さけんだ。


　精せい密みつ照準を行うため、自分の視し神しん経けいの上に直接投とう影えいしている〈智女神〉の映えい像ぞうの中に、店の扉とびらを開いて出てくるシャノン達の姿すがたが在ある。ポルドリットは、四人のその姿の中から慎しん重ちようにラクウェルに照準を合わせた。思わず興奮してすぐさま魔法効果を発はつ現げんさせてしまいそうだが……なんとか抑おさえ込こんで、更に精度を調整。


　視界の中に、何も知らないラクウェルののほほんとした顔が映うつっている。


「くくくくくく……死いいいいねえええいっ！」


　思わず、立ち上がって叫ぶポルドリット。


　その脚あしが──ぐに、と何か柔やわらかいものを踏ふんだ。


「……へ？」


　思ってもみなかった感かん触しよくに、思わず間の抜ぬけた声を漏もらすポルドリット。


　視界の全てを魔法に直ちよつ結けつしていた彼には、当然見えていないのだが──彼の踏んでいたのは、いつの間にか彼の側で昼寝をしていた、猫の尻しつ尾ぽであった。


　その猫──近所一帯をしめる親ボ分スであるユージイ（牡おす・一歳と三ヶ月・茶の虎とら縞じま）は、猫にしておくには勿もつ体たい無ないくらいに鷹おう揚ようで太ふとっ腹ぱらな性格をしていた。


　だからまあ、彼の昼寝の指定席に無ぶ粋すいな人間が座り込んでいても、特に文句を言うでもなく──人間もぽかぽか陽気でひなたぼっこでもしたくならあな、と考え──その側で寝る事にしたのである。さすがは親分。そこら辺のチンピラ猫とは違ちがって、些さ細さいな事では怒おこったりしない。


　だが。


　さすがに思いっきり尻尾を、それも自慢の尻尾を踏ふみ付つけられては、彼も黙ってはいなかった。


　そして。


　──ぎにゃああああああああああああっ!!


　怒いかれるユージイの爪つめと牙きば攻こう撃げきが、ポルドリットの顔面に遺い憾かん無なく炸さく裂れつした。








「……あら？」


　街路を歩きながら……ふと顔を上げてあらぬ方向を眺ながめるラクウェル。


「どうしたの？」


　パシフィカが立ち止まって尋たずねてくる。


「なんだか、あちらの方角から猫ちゃんと、お爺じいさんの声が聞こえたような」


「またそういう……」


　パシフィカが顔をしかめて言う。


「あんまりしょっちゅう、霊れい界かいとか精霊界とか、怪あやしげな世界の声なんか聞いてると、危あぶない人だと思われるわよ」


「そうねえ。ほどほどにしないと」


「…………」


　ほどほども何も、それは既すでに一度でも聞こえている時点で危ない、とは思うシャノンであるが……確かめるとちょっと怖こわいので、黙だまっておく。


「気のせい気のせい」


「そうね……」


　気楽に決きめ付つけてくるパシフィカに、ラクウェルは頷うなずいた。


「まあ、いいわ」








　ちなみに。


「お……おのれえええ……キャロル・カスール……」


　顔面に紅あかい格こう子し模も様ようを刻きざまれまくった上、屋根から建物のベランダに転ころげ落おち、したたかに腰こしを打って痙けい攣れんするポルドリットをファーガソン兄弟が発見したのは、それから数時間後の事である。


「ひどいな、これは──」


　おのれえ、おのれえと、うわ言ごとを呟つぶやき続けるポルドリットを担かついで建物を出ながら、ジェイスが言う。建物が廃はい屋おくで良かった。住人がいればややこしい事になっていたところである。


「〈守護者〉恐るべし──だな」


「姿が見えなかったのは、先にこっちに気き付づいて、撃げき破はしに動いていたんだね」


　勝手に勘かん違ちがいするジェイスとディアス。


「殺気を気け取どられないような遠距離から、攻撃を仕掛ける……と言っていた爺さんがこの様ざまか。それにしても一体、どんな攻撃をされたんだ？」


「分かんねえけど……何にしても……侮あなどれないな、やっぱり」


　ディアスが仮面の下で表情を引き締しめて頷く。


　まさかポルドリットが猫にやられたとは思わないファーガソン兄弟は、敵の底知れぬ実力に戦せん慄りつを覚おぼえつつ──痙攣する老魔導士を抱えて裏うら道みちをこそこそと去さっていった。








　休馬場に戻ってきたシャノン達の耳に──公演用テントの中から漂ただよい出てきた調しらべが触ふれた。


「……お？」


　シャノンが少し感心した様子で声を上げ、ラクウェルも眼を閉とじてその旋せん律りつを味わう。


「ほほう。楽士がなかなか応おう募ぼしてこないので、どうしたものかと思っておったが……これはもう、貼り紙を増ふやす必要はないな」


　ゴルドンも満足げに頷いた。


　劇げき団だんイングラムの本来の音楽担たん当とうが入院中の今、シャノンとラクウェルを除のぞけば、劇団イングラム関係者には楽器を一人前に扱あつかえる者はいない。だからこそ、楽器を扱える人材を急いで確かく保ほすべく、楽士急募の貼り紙を、街の数カ所に出しておいたのだが──


「私、あんまりよく分からないけど……うまいの？」


　パシフィカがシャノンに尋たずねる。


「まあ俺おれよりは確実にうまいな」


　苦笑気味にシャノンが答える。


　幼おさない時とはいえ、優ゆう秀しゆうな師に──それも二人──に仕し込こまれたシャノンやラクウェルの技ぎ量りようは、素人しろうととしてはかなりのものである。一時期、シャノンは本気で楽士になりたがっていたし、パシフィカが知る限りでは彼等を上回るとなると……それはもう、音楽を職業として食べていける程の腕うで前まえという事になる。


「ふうん。凄すごいね」


　パシフィカは素直に頷いた。


　音楽に関しては……パシフィカはあまり兄を茶ちや化かさない事にしている。


　シャノンが本気で音楽好きである事を知っていて、その話題に関する事は、彼にとってある種の聖せい域いきなのだと理解しているからだ。特に彼等の母親キャロルが亡なくなる二ヶ月前、母の誕生日に三人で行った合奏アンサンブルの想おもい出は、パシフィカにとっても特別な意味があった。


　後にも先にも──パシフィカの覚えている限り、気き丈じよう極きわまりないキャロルが涙なみだを見せたのは、あの時だけだったから。


「どんな奴やつなんだ？　楽器も初めて聴きく音ね色いろだが──」


　やはり演奏者が気になるのか……ものぐさなシャノンにしては珍めずらしく、荷物を馬車の横に置いて、そそくさとテントに向かう。パシフィカも何となく興味があったので、彼の後を追った。


　そんな二人を見て……ラクウェルが小さく笑う。


「双ふた子ごでもやはり長女の貫かん禄ろくか」


　ゴルドンも苦笑する。


「ええまあ、そのようなものです」


　なんだかんだ言っても──文字通りシャノンとパシフィカは、彼女にとって可愛かわいい弟であり妹なのだ。


　一方。


　テントの中では──舞ぶ台たいの中央で、椅い子す代わりの木き箱ばこに腰掛けた細身の男が、客席を背にして何やら奇き妙みような楽器を操あやつっていた。


「……ん？」


　シャノンが眉まゆをひそめて立ち止まる。


　男の背せ中なかから見えている楽器の一部に、見み覚おぼえがあったのだ。


　あれは──


　瞬しゆん間かん的てきに記き憶おくの断片が組み合わさって、一人の男の姿すがたを描えがき出す。その姿に、今見ている男の背中がぴったりと重なった。


「……!!」


　思わず腰こしの刀に手を伸ばすシャノン。だが──パシフィカは特に緊きん張ちようした様子もなく、シャノンの横を通り抜け、そのまま男に向けて歩いていった。


「ねえねえ、貴方あなた、楽士の──」


「逃にげろ、パシフィカっ！」


　まるでそれが裂れつ帛ぱくの気合そのものであるかのような、シャノンの声。


「……へ？」


　テント中に響ひびき渡わたった声に、パシフィカや団員達が何事かと振り向いた時、既すでにシャノンは刀を抜き放ってパシフィカの前に躍おどり出ていた。


　脳のう裏りに閃ひらめく言葉が一つ。


〈サイレンサー〉……！


「──ありゃ？」


　間の抜けた驚おどろきの声を発したのは──その男であった。


　そして。


「あああああああああああああっ!?」


　驚きよう愕がくの声が二重に響く。


　その主は──男と、そしてパシフィカであった。


　二人はお互たがいを指さしながらぽかんと口を開あけている。相当に驚いたらしい。
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　だが。


　シャノンは既すでに驚きから脱だつして、必死に状じよう況きようを計算していた。


　迂う闊かつに闘たたかえる相手ではない。その戦闘力はそこらの職業的殺人者とは比較にならない。その気があれば一つの街や村でも、一日とかからずに丸ごと滅ほろぼせる相手だ。まずはパシフィカと団員達を巻まき込まぬよう、なんとか──


　焦あせりにも似た感情がシャノンの全身の毛を逆さか立だてる。


　ところが。


「なんだー。なんかどっかで見たような楽器だと思ったら」


「ありゃりゃあ。こっちもどっかで聞いた事ある名前だと思ったらあ」


「久しぶりねえ、キダーフのおっちゃん」


「むう、できればおにーさんと呼んでねい」


　などと、思わずシャノンが突つっ伏ぷしそうな和なごやかさで、二人は会話していた。


「……なんでだっ!?」


　シャノンが喚わめく。


「……へ？」


　パシフィカが眼を瞬しばたたかせてシャノンを振り返る。


「こいつは──」


「キダーフ・ジャイロットだっけ。通称、〈サイレンサー〉」


　パシフィカが楽器の男──キダーフに尋たずねる。


「おおう、覚えていてくれた訳ねい。俺、ちょっと感かん激げき」


　へらへらと笑いながらキダーフが言った。


「あ、でももう〈サイレンサー〉はなし。転職したし。今は楽士のおにーさんだったり」


「あーそうなんだ。いい事だよね、シャノン兄にい」


「いや、そーじゃなくて」


　思わず頭を抱かかえたくなりながら、シャノンは言った。


　気配を感じたので、ちらりと背後を見ると──ようやくテントの中に入ってきたラクウェルも、さすがに驚おどろいて口元に手を当てている。


「なんでおまえ等、そんなに親したしげなんだ？」


「…………ああ！」


　パシフィカはぽん、と手を打った。


「言ってなかったっけ。ホウランドでシャノン兄とラクウェル姉ねえさらわれちゃった時。あの時、二人を探さがすのに協力してくれたの」


「そ……そうなのか？」


　あの後……シャノンが巨大化した〈秩序守護者ピースメイカー〉を倒たおしたり、一いつ緒しよに行動していた少年騎き士しと別れたりで──起こった大きな出来事が多く、すっかりその辺あたりの事情を説明するのを忘れていたパシフィカであった。いつの間にかキダーフがいなくなっていたのも、原因の一つではあるが。


「しかしこいつは、元々殺し屋……」


「一度失敗した獲え物ものは玄プ人ロの矜持プライドにかけて狙ねらわない──とか言ってたし。協力してくれたの事実だしね。大丈夫。転職したなら尚なお更さら大丈夫」


「……そうなのか？」


　今度はやや疑うたがいの眼めをキダーフに向けて尋ねるシャノン。


「おおむね、事実だねい」


「……なんでまた？」


「ふ……お宅の妹さんに惚ほれてしまったもので」


　妙に気き障ざな表情で言うキダーフ。眼を瞬しばたたかせるパシフィカ。


「あれま」


「お義に兄いさんと呼ばせて下さい──つーのは冗じよう談だんで。冗談だからそんな眼で睨にらまないでよ、お義兄さん。いや本当に。


　ま、あの時は取り引きだったんだけども。俺おれが職業的殺人者やめちったから、チャラだわねい。転職したのは、別に未み練れんがなかったから。〈サイレンサー〉は狙った獲物は絶対に逃がさない……なんていわれてたけどもさ。逆にそこまで言われちゃうと、一回でも失敗した時の権けん威い失しつ墜ついが凄すごいこと、凄いこと。全然依い頼らいがこなくなってねい。まあ、元々爺じいさんの跡あと目めを無理矢理継つがされてやってたこったし、ここらでやめるのも潮しお時どきかなーとか」


　そう言いながらキダーフは楽器の鍵けん盤ばんに指を走らせる。


　シャノンにはあまり馴な染じみのない──しかし優ゆう美びな旋律が空気を震ふるわせた。楽器として使っているところは初めて見るが、出そうと思えば普通の音も出せるらしい。


「俺達を追ってきた……訳じゃないのか？」


「違う違う。そっちのおねーちゃんにきっついの食らったからさ。とてもじゃないけどもう一回狙おうって気にはならんて」


「……その節せつはどうも」


　ラクウェルも苦笑めいた表情を浮かべていう。


「…………お友達？」


　いまいち状況の呑み込こめていないニケが、パシフィカに寄よってきて尋ねる。


「いやー。どうなんだろね」


　さすがにそう尋ねられては、パシフィカも曖あい昧まいに笑うしかない。


　実は自分は王国や人間以外のものから狙われている〈廃はい棄き王おう女じよ〉で、一度、目の前のこの殺し屋に殺されかけた事があるんです──とはさすがに言えない。ニケの場合は案外面白がるかもしれないが。


「〈魔バ蟲グ〉も連つれてきてないしねい。あー。ただし、別のもんはいるけど。ここに来たのはちょっと面白い噂うわさを聞いたためなんだけどねい。ちょっと試ためしたい事があって」


「試したい事？」


「いやね。ここの近くの坑こう道どうの一つが、どうも地面の下に埋うまってた〈砦とりで〉を掘ほり当てたとか掘り当てないとか。で、そっから出てきたのが面白いもんでね。聞いた事ないかな、〈泥人マツド・マン〉ってーの」


「…………!!」


　驚いてシャノンとラクウェルは顔を見合わせる。


「あんまり発見されないから、知られてないけどさ。俺の師匠の爺じいさんによれば、あれってば〈魔蟲〉の一種なんよ。いや、逆かな。ま、〈泥人〉の方は、戦闘用じゃないんだけどねい。


　とにかく、それが大量に発見されたのはいいんだけど、どうもまだ『生きて』たみたいでさ、運び込まれた領主の保管庫から、次の日には全部姿すがたを消してたらしくて」


「じゃあ……俺達の出会ったのは……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくシャノンに、キダーフは笑って言った。


「あ。もう見たんだねい？　なかなか愛あい敬きようあるっしょ？」


「ひょっとして……あれが〈魔蟲〉の同類だという事は……」


　ラクウェルが何かに気付いた様子でキダーフを見る。


「正解。さすがだねい。実はこいつで──命令音階コマンドヴオイスで制せい御ぎよできんのよ。実際に確かめるまでは俺も半はん信しん半はん疑ぎだったけどさ。


　で……逃げた〈泥人〉とっつかまえて、見世物とかにしたら、結構受けるかなーとか思って、ここらに探しに来たのな。これ、俺がここにいる理由。もっと言えば、興こう行ぎようってどーやんのかなあと思って参考がてら見に来たのが、ここの楽士に応おう募ぼした理由」


「……ちょっと待て」


　ぺらぺらと聞かれていない事まで調子良く喋しやべるキダーフを、シャノンが片手を挙あげて制した。


「今のおまえの話を聞いていると……もう〈泥人マツド・マン〉を手て懐なづけているように聞こえるが？」


「手懐けてるよ」


　あっさりとキダーフは言った。


「ご希望なら、ちょっと呼よぼうか？」


「呼ばんでいい！」


　シャノンが叫び……そしてラクウェルを振り返った。


「……どう思う？　殺気は確かに感じないし……俺が気配を探った限りでは、近くに〈魔バ蟲グ〉はいそうにないんだが……」


　いくらキダーフがかつて凄すご腕うでの職業的殺人者だったとしても、武器である〈魔蟲〉なしにはシャノン達と闘えない。そこそこの体術は備えているようだが、まさか本気でもう一度パシフィカを狙ねらっているなら、丸腰でこのような場所には出てこないだろう。


「そうねえ」


　ラクウェルも首を傾かしげる。


「一応、注意はした方がいいと思うけど……本当にパシフィカを狙って来たのなら、ここでこういう風に顔を合わせなくても、他にやりようがいくらでもあるでしょうし」


「それはそうなんだがな……」


　シャノンは困こん惑わくしていた。


　パシフィカはもうこだわっていないようだが……このキダーフという男の放った〈魔バ蟲グ〉によって、彼女は一度、死に掛けている。シャノンとしては、その後の、パシフィカが語ったような事情を直接見ていないだけに──この男の事を素す直なおに許せない気持ちがあった。


　無論、向こうは仕事であったろうし、ある意味で恨うらみに思ってももう仕方がない。キダーフ自身、ラクウェルによってパシフィカを殺しかけた事に対する報ほう復ふくは充分に受けている。


　それは分かっている。分かっているが──


「俺はどうにもおまえが気に入らん」


　シャノンの言葉にキダーフは肩を竦すくめた。


「うーん。こればっかりはねい。謝あやまれっつーなら這はいつくばって靴くつでも舐なめるけどさ。ま、なんであんたらがここにいるのか知らないけど、どうしても我が慢まんできないなら、俺を追い出すかい？」


「とんでもない!!」


　そう言ったのは──無む論ろんシャノンではなかった。


　彼の後ろに立っているゴルドンである。


「団長──」


　何か言いたそうなシャノンを制せいし、ゴルドンが言う。


「君、先さき程ほどから聞いていると──細かな事情はよく分からんが、あの魔物を……〈泥人マツド・マン〉を手懐けているというじゃないか!?」


「そうですねい」


　キダーフは頷いた。


「思い通りに操あやつる事ができるのかね？」


「まだ始めたばっかりなんで、あんまり細かい動作はさせられませんけどねい」


「ふ……ふふふふふ……」


　ゴルドンが堪こらえきれない、といった様子で笑い出す。


「ふふふふふふははははははは……一時はどうなるかと思ったが……ははははは」


「団長？」


　思わず眉まゆをひそめて声をかけるシャノン。だが彼の声など届いていない様子で、ゴルドンは低く低く笑い続け──


「素す晴ばらしいっ!!」


　大声で叫んだ。


「素晴らしいよ、君！」


「それはどうもー」


　へらへらとキダーフは笑っている。


「君さえ居いてくれたら、ヴォイドの魔ま物もの軍ぐん団だんは、本物の迫はく力りよく間違いなしだ！　本物の魔物、本物の剣士、本物の魔法……わはははははははは！　こいつは凄すごい！　観客の度ど肝ぎもを抜ぬけるぞ!!」


「ちょっと待て──待って下さい、団長」


　シャノンが慌あわてて言うが──あまり耳に入っていないらしい。


「あんなものを街の中に入れたら……大おお騒さわぎになりますってば！　大体、こいつは元々本物の職業的殺人者で──」


「何っ？　この上まだ本物尽づくしがっ!?」


「喜ぶなっ！　っていうか、本物揃そろえればいいってもんじゃないでしょうが！　団長！　ちょっと、聞いてるんですか？」


「わははははははは！　おいそこ、魔物軍団の絵はもう描かかんでいいぞ！」


　高らかに笑いながら、ゴルドンは上じよう機き嫌げんで歩み去っていく。


　その姿すがたを呆ぼう然ぜんと見み詰つめ──シャノンは側そばに立っていたニケに絡からんだ。


「おい、いくらなんでも適当っていうか、無茶っていうか──本当に何なんだ、あのおっさんは！　なんか変なものでも食ったんじゃないのか!?」


「……ああ、迸ほとばしって滾たぎりまくる演えん劇げきへの情熱……」


「いや、そうじゃなくて──」


「……いつもあんなもんですけど……」


「いや、しかし──」


「……ウケれば勝ち、です……」


　ぐっ、と拳こぶしから親指を突つき立てて──それでもやっぱり、ぼんやりのんびりしていたが──ニケが言う。シャノンは足元が崩くずれていくような脱だつ力りよく感かんを覚えて、肩を落とした。


「何なんだ……一体……劇団員ってみんなああなのか……？」


「さすがにそれはないと思うけど」


　苦く笑しようしながらパシフィカが言う。


「まー、人生、大体こんなもんだねい」


「やかましいっ！」


　何となく勝手に場をまとめに入っていたキダーフに、シャノンは喚わめいた。




　第四章　魔物なんかも加わって







　ライルは脂あぶら汗あせを流していた。


　原因は眼めの前に飄ひよう然ぜんと立っている青年である。


　一見すると特に屈くつ強きようそうには見えない。


　贅ぜい肉にくのないその体たい軀くは、よく見れば鍛きたえられているのは分かるが……かといって筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうといった雰ふん囲い気きでもない。むしろその背せの高さと相あいまって、細身の印象すら受ける。まして、女のように伸のばした黒くろ髪かみをうなじの辺りで縛しばっているし、その表情といったら妙みように気け怠だるそうで、覇は気きというものがない。


　若くしてもう年寄りじみた──枯かれたような雰囲気がある。


　なのに……


「つ……」


　ライルは呻うめいた。


　その物もの憂うげな黒こく瞳どうで一いち瞥べつされただけで彼等は動けなかった。


　間合いがどうの、構えがどうの、というような問題ではない。動いたらその瞬しゆん間かんに斬きられる──そう本能が確信して悲ひ鳴めいを上げているのだ。ライルは、自分の身体からだのあちこちに剣の切っ先が突つき付けられているような錯さつ覚かくを覚おぼえていた。


「いくぞ」


　一声かけて青年が──シャノンが前に踏み出す。


　ライルは彼に即そく応おうし、動こうとして……愕がく然ぜんとなった。緊きん張ちようのために身体が硬かたい。思うように動けないのだ。素人しろうとが、間近に本物の闘とう気きに晒さらされれば当然の結果だが、ライルには完全な初体験であった。


　シャノンが剣を構えながら前進し──


「ま、参まいった！」


　悲鳴を上げるようにして叫さけぶと──緊張が砕くだけた。


　ライルは脱だつ力りよくしながらも武器を──聖せい騎き士しシークス・クアンプが持っていたという伝説の〈聖剣〉の模倣品レプリカ──を地面に落として溜ため息をついた。


　ちなみに『いくらなんでも危険すぎる』とシャノンが主張したせいで、シークスの〈聖剣〉も黒騎士の〈魔剣〉も、一応は刃はをつけていない。


　だが──


「……まだ何もしてないぞ」


　何となく拍ひよう子し抜ぬけしたような口調でシャノンが言う。まあ──彼にすればその通りなのだろうが。


「冗じよう談だんじゃねえですよ、団長！」


　ライルは、背後の人物──腕うでを組んで立っているゴルドンに叫んだ。


　劇団イングラムの公演用テント内。


　舞ぶ台たいの上で、シャノンとライルは殺た陣ての練習をしていたのだが……


「練習どころの話じゃねえ──殺されちまう」


「そんなに本気を出した積もりはないんだが──」


　と人差し指で頰ほおを搔かきながら、言うシャノン。だが、聞こえていなかったのか、ライルは続けた。


「本物に稽けい古こつけてもらうのが有意義だってのは分かりますが──この兄ちゃんは本物すぎますよ」


「なんだ貴き様さま。それでも騎士か！」


「役者です！」


　偉えらそうにしかり飛ばすゴルドンに、ライルが言い返す。


「違う！　一度役に入ったら、おまえ達は一瞬前までの自分を忘れなければならないのだ！　騎士だと配役されたら、身も心も騎士シークス・クアンプなのだ！　死を恐おそれるな！　正義のために、強大な敵にも玉ぎよく砕さいする覚悟で事に臨のぞむ！　これぞ──」


「いや、まあ団長のいわんとするところは分かりますが」


　拳を振り上げながら力説するゴルドンに、呆あきれ半分、とりなし半分といった口調で他の団員達が言う。


「あんたもなんとか言ってくれよ、シャノン──」


「いや、そう言われてもな」


　ライルに、いきなり話を振ふられて、シャノンも困こん惑わくの表情を浮うかべる。


「大体、あんたも大人おとなげねえぞ。俺おれみたいな素人相手に、本気出すなよな」


「出してないんだがな……」


「俺にとっちゃ充分に本気だよ。本マ当ジに殺されるかと思った。あんたにとっちゃ本気とも言えないようなもんなのかもしれないが──多少はこっちに合わせてくれよな。本物の迫はく力りよくってのは大事かもしれんが、程てい度どもんだぜ。こっちが動けなくなったら殺陣もくそもねえだろ」


「面倒くさいもんだな……」


　シャノンは珍めずらしく苦い表情で剣を鞘さやに戻もどした。








　紅あかい単眼モノ・アイがきょろきょろと動く。


　次ついでそのつるりとした白い四し肢しが──頭部のない身体が、滑なめらかな動きで歩く。


〈泥人マツド・マン〉。そう呼ばれている魔物である。


　それが三体、並ならんで立っている。


　劇げき団だんイングラムの公演用テントの中──三体の〈泥人〉を前にして、ラクウェルとニケは首を傾かしげていた。


「こんなものでどうかしらね」


　ラクウェルがニケを振ふり返る。


　彼女の前に立っているのは無論、〈泥人〉だ──他の二体と同じ姿すがた、大きさをしている。基本的に〈泥人〉には個体差というものがほとんどない。汚よごれ方やちょっとした傷きずの跡などで見分けが付く程度で、体格や動きには全く個性らしきものが見えない。ラクウェルの前の一体が特別に他と違う部分というものは、ない。本来ならば。


　だが、彼女が示した〈泥人〉は明らかに外見が他の個体と差別化されていた。


　一見すれば〈泥人〉と分からないようになっているのだ。


　具体的には、大きめの黒い衣装を着せてあるのだ。本来は存そん在ざいしない頭部には、余りの布を集めて造った頭部を紐ひもで縛しばり付け、ラクウェルお手て製せいの面が被かぶせられている。


　紙を貼はり合わせて造った丸い曲面に、眼めらしき点が二つ。口に相当する曲線が一本。


　呆れるくらいに手て抜ぬきの──もとい、簡かん素そな仮面であるが、その曲線と点の配置に何やらこだわりがあるらしく、ラクウェルは満足げに頷うなずいた。


「……いいんじゃないでしょうか……」


　ニケも頷く。


「この子達が、四十体も……」


　感かん極きわまった様子で言うラクウェル。どうやらニケも同じ感覚らしく、二人は両手を祈いのるように握にぎり締しめて虚こ空くうを見上げた。


　この二人が揃そろうと、どうも周囲を流れている時間さえ、脱力して動きが鈍にぶくなってしまうようだった。一人一人ならともかく、二人いると効果が倍である。


「……素す敵てきね……」


「……素敵ですね……」


「す……素敵？」


　腕を組んで二人の作業を眺ながめていたパシフィカが、苦く悩のうするように言う。


　一体一体を見ていれば、単なる、間抜けな案か山か子しに見えるが──この、丸描いてちょん、というか、子こ供どもの落書きというか、とにかくそのような仮面が──四十体、ぞろっと並んだ様子を想像すると、かなり怖こわい。気の弱い女子供なら泣き出すかもしれない……と彼女は思った。


〈泥人マツド・マン〉達に、仮か装そうをさせる。


　これはニケの発はつ案あんである。〈泥人〉達は元々四肢を備そなえ人型に近いので、とりあえず大きめの衣装を着せて体型をごまかし、頭部をなんとか造つくって仮面でも被せれば、街の人間の目をごまかせるのではないか──という考えである。


　最終的にはゴルドンは芝居の最さい中ちゆうにこの〈泥人〉達を舞台に出して、観客の度ど肝ぎもを抜ぬく積つもりらしいが、それまではこの〈泥人〉達が劇団イングラムのテントの中にいるのがばれるのは、まずい。ある程度、観客の反応を予測して誘導できる劇中であればともかく──日常生活の中で〈泥人〉の噂うわさが流れると、それに尾お鰭ひれが付いてややこしい事になる可能性がある。下へ手たをするとシャノンの指し摘てき通り、町中が大おお騒さわぎになって演劇どころではなくなるだろう。


　そういう訳で──とりあえずは『なんか変な奴やつ等ら』として彼等の存在をごまかすために、


〈泥人〉人にん間げん偽ぎ装そう化か計画の試し案あんをラクウェルが行っているのだ。


「可愛かわいいと思わない？」


「……思いませんか……？」


　不思議そうに尋たずねてくるラクウェルとニケに、パシフィカは若じやつ干かん身を引きながら言った。


「ああっ──ラクウェル姉ねえが二倍になったような……」


　彼女は改めて目の前でラクウェルの玩具おもちや──もとい、試し作さく仮装一号になっている〈泥人〉を見つめた。


　人ひと型がたをした人でないもの。


「なんだかねえ……」


　その立場と経験上、いわゆる『魔族』に偏へん見けんはないパシフィカであるが──さすがにこの〈泥人〉の群むれはちょっと気持ち悪い。アーフィも何を考えているか分からない部分があるが、こちらはそもそも顔がないので、余よ計けいにその頭の中身──いや、頭部はないが──がどうなっているのか、分からない。


「いきなり暴あばれ出したりしない、よね？」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　ラクウェルは気楽に保ほ証しようした。


「根こん拠きよはないけれど」


「……不安」


　パシフィカは顔をしかめて呟つぶやいた。





　一部の者の不安と苦く悩のうを余よ所そに──キダーフと〈泥人マツド・マン〉はすっかり劇団イングラムの一部に組み込こまれてしまっていた。


〈泥人〉達はよく働いた。


　キダーフが手て懐なづけて連れてきた〈泥人〉は全部で四十体。中には以前ラクウェルの〈火ス炎ル帝ト〉によってつけられたとおぼしき傷のある個体もいたが──いずれも普通に動いているところをみると、高度な治ち癒ゆ能のう力りよくが備そなわっているか、あるいはお互いを治ち療りようする能力を備えているらしかった。


　あまり複雑な作業はキダーフが〈泥人〉用の命令コマンド音階ヴオイスに慣なれていない事もあって、無理であったが──単たん純じゆん作業、特に力作業には〈泥人〉達は非常に役に立った。一体一体は大体普通の人間と同じ程度の腕わん力りよくしかないのだが、必要とあれば合体融ゆう合ごうして〈大泥人〉になったりして、大きな荷物などもあっさり持ち上げる事ができるのである。


〈魔バ蟲グ〉に対してもそうであったが……キダーフは〈泥人〉に命令コマンド音階ヴオイスを与える事ができるだけでなく、〈泥人〉同士がある種の会話の際さいに放つ微び弱じやくな──耳に聞こえないような特とく殊しゆな音を、聴きき取る事もできるらしいのだ。


　このため、彼は〈泥人〉の反応を見ながら、より高度で複雑な命令を行うための『曲』を組み上げる事もできるし、〈泥人〉達の考えている事も──かなり人間とは異い質しつな思考形態ではある、とキダーフは言っていたが──分かるのだという。


　キダーフや彼の直系尊そん属ぞく達は、実のところある種の異い能のう力りよく者の家系を形成していたらしい。この〈泥人〉や〈魔蟲〉の『声』を聞く事のできる能力が備わっていたからこそ、初代の〈サイレンサー〉はある種の魔物を使し役えきする技術を確立する事ができたのだ。


「実を言うと、劇の中に出てくるあの〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイトって魔導士も、俺おれの曾ひい々ひい々ひい爺じいさんの弟だったとかなんとか、聞いた事あるねい」


　……とはキダーフの弁。


　まあこの話が与よ太たなのか隠かくされていた歴史の真実なのかはともかく──キダーフによると〈泥人〉は元々魔族の〈砦とりで〉の中で、戦闘ではなく各種の作業を行うために造つくられた存在だったらしい。言ってみれば局地における特殊戦闘用・及び強行偵てい察さつ用、あるいは〈砦〉内部の治ち安あん維い持じ用に造られたのが〈魔蟲〉であり、〈砦〉内部の保全作業全ぜん般ぱんを任まかせられていた汎はん用よう型が〈泥人〉なのだとか。


〈魔バ蟲グ〉と異なり、シャノンが〈泥人〉に殺気や闘とう気きを感じなかったのは、このためである。


「でもじゃあ、なんで〈泥人〉は人間を追っかけてきたの？」


　というパシフィカの問いにキダーフが答えたところによると──


「こいつらはさ。命じられた仕事こなすのが本能な訳わけよ。そのために存在してるんだから。で……ずっとずっと〈砦〉の中で眠っていたもんだから、久しぶりに起きて一仕事したかった、と。


　でも命令してくれる存在がいない。だもんだから、命令に餓うえていたんだねい。命令をくれそうな人間に寄っていったんだけども──人間の方が怖こわがって逃にげちゃう。だもんだから、そのままいつか命令をくれるまで一いつ緒しよについていこうと思ったみたいだねい」


　他にも──興こう奮ふんしたり、怪け我がをしたりした人間の側そばに寄って、救きゆう助じよ作さ業ぎようのような事もするらしい。どうもそういう事をするように、と本能のような部分に刷すり込まれているらしいのだ。


　だからこそ激はげしく脅おびえて逃げる人間を『助けようと』彼等は追っかけてきていたのだ。自分達の姿すがたがその原因であるとも知らずに。


「なんだか……ちょっと可哀かわい相そうよね」


　とパシフィカは言った。


　世間の〈泥人〉という魔物に対する噂うわさがどれだけ真実なのかは分からないが──こうして考えてみると、森で迷った子供を〈泥人〉が家に送り届とどけたとかいう話も、ひょっとしたら本当の事であったのかもしれない。


　結局……公演の一日前には、劇げき団だん員いん達もすっかりこの珍ちん妙みような協力者に慣なれてしまっていた。








　ファーガソン兄弟は、休馬場の入り口に立って劇団イングラムのテントを眺ながめていた。


「今度こそ……」


「ああ、今度こそ！」


　公演間近で、そろそろ劇団員達も殺さつ気き立ってきている。忙いそがしく動き回る彼等の中に、自分達の殺気を抑おさえて溶とけ込ませれば、気配を読むという〈守しゆ護ご者しや〉シャノン・カスールの感覚も欺あざむけるのではないか──と彼等は考えていた。


　シャノン・カスールと闘たたかう事を恐おそれる訳ではないが、先に察さつ知ちされれば問題のパシフィカ・カスールに近づきにくくなる。まずは目標を確実に処しよ理りする事が大事であった。


　ちなみに……今日の二人はいつもと格かつ好こうが違う。


　さすがに先日会った劇げき団だん員いんの少女から、彼等の存そん在ざいが伝わっているかもしれない。この旅先でパシフィカ・カスールを訪たずねてくる人間となると、彼女を狙ねらう刺し客かくである可能性が高い──劇団員達はともかく、〈守護者〉達はそう判断するだろう。


　故に、二人はいつもの外がい套とうを脱ぬぎ、衣装もベクタで適当に手に入れた作業服を着ている。鎌かまは鞘さやにいれて二人とも一本ずつを懐ふところにしまっていた。


　ただし仮面がいつものままなので、人にん相そうは全く同じだったりする。


　いや、もしその一点を指し摘てきしてやれば、彼等は揃そろってこう答えるだろう──『これは予よ備びのやつで、形が違うのだ』と。一応、違う型の遮光用仮面バイザーをしてきているらしいのだが、はっきり言って印象は同じだ。


　これで変へん装そうできていると考えるところに、ファーガソン兄弟の根こん本ぽん的てきな問題がある筈はずなのだが──


「兄ちゃん」


「なんだ？」


「──震ふるえてるよ」


　ディアスの言葉にジェイスは気付いた。


　彼はかっくんかっくんと痙けい攣れんするように動いている自分の膝ひざを、初めて意識した。そして弟の膝もやはり、同じような動きを示している事を。


「おまえこそ……」


「これは、武者震いだよ、兄ちゃん」


「俺だってそうだよ」


「気が合うね」


「兄弟だからな」


「はは、はははは、ははははは……」


「はは、はははは、ははははは……」


　二人は声を揃そろえて虚うつろに笑った。


　彼等の視し線せんの先では、問題のパシフィカ・カスールらしき少女が元気に動き回っている。先日の少女とは確かに別人だが、それでもジェイスとディアスの眼めに、彼女はただの無害そうな少女として映うつっていた。


　どうやら食事の用意をしているらしい。鍋なべを眺ながめ、あるいは食器を並ならべて回る彼女の、小動物のようなちょこまかとした動きが微笑ほほえましい。その表情は猫ねこのようにくるくると変わり、とても愛らしかった。


　見ている者にまでその元気が伝わってくるような──そんな少女だ。


　彼女を殺害する。


　殺す。それが──仕事。


「ううっ──」


　苦しげに声を漏もらすファーガソン兄弟。


　その間ま抜ぬけさよりも何よりも、ここで躊躇ためらってしまう感性こそが、職業的殺人者としては致ち命めい的てきなのである。そしてその事に彼等自身、明めい確かくに気付いていない事が何よりも問題であった。


　その時。


「──演劇に興味があるのかねっ!?」


　いきなり降ふって湧わいたような気配に二人が思わず身を固くする。


「なっ──!?」


　二人の首に、がっしりと腕うでが食い込む。


　背せ伸のびをするような格好で二人の首に腕を回しているのは──ゴルドンであった。


「なんだ、あんたは──」


「皆みなまで言うな」


　ゴルドンは勝手に頷うなずきながら言った。


「分かっている。私にも覚えがある。もう二十年以上も前の事だがな。演劇はしたい。興きよう味みがあるし、憧あこがれる。でもその世界に飛とび込こむ勇気がない。踏ふん切ぎりがつかない。どこか恥はずかしい……


　分かる、分かるぞ、若人わこうどよ。私もそれで悩なやんだ人間だ。君達のその熱い視線を見ていると、昔の自分を思い出したよ……」


　二人の首を締しめ上げるような格好のまま、ゴルドンは感かん慨がい深ぶかげに言った。


「いや──俺おれ達は」


「私も何度も劇団の公演に脚あしを運んでは、『何か僕にもやらせてください』──その一言が言えずに、ただ動き回る劇団員達を見つめるだけであった。今にして思えば何をつまらない事で悩なやんでいたのか。演劇を愛する心さえあれば、常に門もん戸こは開かれている！　躊躇う必要など、欠片かけらもなあい！」


「だから俺達は──」


「さあ、恐おそれずに！　まずは一日体験入団からだ！　我われ々われは新しい仲間を歓かん迎げいするぞっ！」


　困こん惑わくする二人の話など、てんで聞かずに──ゴルドンは意い外がいに強い力で二人の殺し屋を引きずって歩き出した。








「ご飯、できたよお」


　かんかんかん、と鍋なべの蓋ふたと配はい膳ぜん杓子スプーンを叩たたいて見せながらパシフィカが声を上げる。


　小こ柄がらながら、元気を詰つめ込めるだけ詰め込んだような身体からだに帯おびるのは、いつもの旅たび装しよう束ぞく。癖くせのある金きん髪ぱつを結ゆい上げているのもいつもと同じ。


　だが、どうにも印象がいつもと違うのは──手て袋ぶくろを外はずしている事と、代わりに珍めずらしく前掛けエプロンなどをしている事だろう。三さん角かく巾きんの代わりの積もりか、頭には鉢巻きバンダナなども巻まいている。


　いかにも料理をしました──といわんばかりの格好だが、実のところ、彼女がしたのは芋いもの皮かわむきと湯ゆ沸わかしだけだったりする。ある程度演技内容を覚おぼえ、演技そのものにも慣なれてきたので、今は彼女にも団員の昼食の準備を手伝う余よ裕ゆうも出てきた。


「おお！」


　などと、団員達がテントから顔を出し、嬉うれしそうな声を上げる。丁ちよう度ど、腹はらの減へり具合もいい感じなのだろう。


　即そく座ざに彼等は即席の食しよく卓たくへと殺さつ到とうしてくる。欠けつ食しよく児じ童どうのような飢うえっぷりだが、まあ、些さ細さいな事にでも喜びを見いだすような性格でもない限り、巡回劇団の団員などつとまるまい。見た目の派は手でさとは裏うら腹はらに、大変な商売だというのは、この数日間でパシフィカもよく分かっていた。


　まあ……ひょっとしたら大変なのは、単に団長の性格のせいかもしれないが。


　団員達からやや遅おくれてシャノンが歩いてくる。


　元々彼は団体行動が苦手なのだが──こういう些細な場面でそれがよく分かる。


「……お？」


　シャノンは普段見み慣なれないパシフィカの格好に驚いたようだった。


　そういえば旅にでてからは、シャノンかラクウェルが料理を作る回数の方が多かったし──食材が限かぎられている分、パシフィカに任せて失敗されると、即、財さい布ふの重さに響ひびくからである──誰だれが食事を作るにしても、場ば当あたり的に食事を作る事が多かったので、わざわざ前掛けエプロンなどしないのだ。


「……な、何よ」


　ちょっと頰ほおを赤らめてパシフィカが後ずさる。


　どうやら本人としても珍めずらしい格好なのは──どうにも見慣れていないために、違い和わ感かんが出てくる事は、自覚しているらしい。


　シャノンは眼を丸くしてパシフィカを指さし──感極きわまった口調で言った。


「な、謎なぞの生物」


「そこまで珍しくないわいっ！」


　喚わめいてパシフィカはシャノンに詰つめ寄よった。


「ちょっとこう、たくさん量を作るから、気合い入れてそれっぽい格好したのに！　似合うよ、とか、いい奥さんになれるな、とか気の利きいた事くらい言いなさいよっ！」


「……りりしいな」


「気が利いてない！　っていうかこういう格好のホメ言葉と違う！」


「いや、しかし包ほう丁ちようでも持ったら戦場でも通用しそうな凶きよう悪あくさが」


「……うう～」


　何となく否定できないような気がしたので、パシフィカは呻うめいた。


「冗じよう談だんはともかく、おまえ、自分であれと見み比くらべてみろよ」


　そういってシャノンが指さすのは──地面を掘ほり、その上に適当に煉れん瓦がと鉄てつ棒ぼうを使って組み上げられた即席焜こん炉ろの上で、大きなシチュー用の鍋なべをかき回している、ラクウェルであった。


「ううっ……」


　呻くパシフィカ。


　確かにラクウェルの姿すがたはパシフィカに比べると、妙みように様さまになっていた。


　のんびりとシチューをかき回すのが性にあっているだけかもしれないが。


　速そつ攻こうで炒いためたりさっと湯ゆ通どおしするような料理よりは、材料をきちっと計はかって、ひたすらひたすらひたすら…………かき回し、灰あ汁くをとり、またひたすらひたすらひたすら、かき回すような根気のいる料理の方が、彼女は得意だ。というか彼女の場合は根気でしているのかどうか怪あやしいが。


「あの、はまりようを見ろ。シチューの鍋をかき回すために、この世に生せいを受けた……と言っても過か言ごんではないな」


「……凄すごい使用目的が限げん定ていされた人生ね」


「……でも双ふた子ごなんだから……」


　ぽてぽてと妙に緩かん慢まんな動きでシチュー皿ざらを載のせた盆トレイを食卓へと運びながら、口を挟はさんできたのは──ニケである。


　髪の毛や肌はだの色、眼めの色など──部品はある意味でパシフィカと同じなのだが、どうにもこの少女は、パシフィカと正反対の印象が強い。よく彼女のような少女が劇団員などやっているものだとは、シャノン達も疑ぎ問もんに思っていたが──


「……シャノンさんも、前掛けエプロン、似合うでしょうね……」


「…………」


「…………」


　思わず沈ちん黙もくして顔を見合わせるシャノンとパシフィカの横を、やはりぽてぽてと気の抜ぬけた足音をたてながらニケは通り過すぎていく。


「……いや、それは」


　言いかけたシャノンの目の前で──にたあ、とパシフィカが笑った。それはもう──邪じや悪あくさが、邪悪汁じるとか、そーゆーものになって滴したたりそうなほどに。


「そうねえ──そういえばよく似合ってたわよねえ」


「うるさい、黙だまれ」


　今度はシャノンが呻く番だった。


　いや──実のところ、似合うなどと現実に言われた経験もあるので、極きよく力りよくそういう格好はしないように心がけているのだが。


「いいお嫁よめさんになれるって意味では、シャノン兄にいには負まけるわよねー。うーん。悔くやしいなー。ああ、悔しい」


「…………」


　どうやっていじめ返してやろうかと思し案あんするシャノン。もっとも、こういう事にかけてはパシフィカの方が一枚上手ではあるのだが。


「おい、何をやっとる！　折せつ角かくのメシが冷さめるぞ！」


　ゴルドンが大声でシャノン達を呼んだ。








「──何をやっとるんだ、あの馬ば鹿か共は」


　先日とは異なる建物の屋上から、やはり〈智女神スノトラ〉を使ってシャノン達を監かん視ししていたポルドリットは忌いま々いましげに呟つぶやいた。


　予定ではファーガソン兄弟がパシフィカ・カスールに向けて攻こう撃げきを仕掛けると同時に、ポルドリットはまず厄やつ介かいな魔導士──ラクウェルを攻撃して殺害する予定だった。シャノンがでてきた場合はファーガソン兄弟の担たん当とうである。


　だが。


　休馬場にて何やら攻撃を躊躇ためらっていたファーガソン兄弟は、ゴルドンに発見されてしまい、それどころか彼に引っ張ぱられて劇げき団だん員いん達と同じ食卓に着つかされている。困こん惑わくしている様子からして、潜せん入にゆうしたというより、成り行きに巻き込こまれたように見える。


「……まあ、いい」


　ポルドリットは邪悪な笑みを浮かべて言った。


　彼の目的はパシフィカではない。彼はラクウェル・カスールを殺害できればそれでいいのだ。もっとも──今から使う攻性魔法は、射しや程てい距きよ離りが長く、貫かん通つう力りよくも高い。今のポルドリットの位置からすれば、ラクウェルを殺害すると同時に、パシフィカの頭とう部ぶをも貫通するだろう。


「賞金はくれてやるから、そこで私の手て並なみを見ておれ」


　そう言いながらポルドリットは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。








「うむうむ。いい感じだ」


　昼食を摂とりながらイングラム団長が頷うなずく。


　テントの側には、まるで食事中の団員達に仕つかえる給仕のように、〈泥人マツド・マン〉達がずらりと並んでいる。無論、ニケ発はつ案あん、ラクウェル図案デザインの偽ぎ装そう──というか仮か装そうというか──をした状態である。


　不ぶ気き味みといえば確かに不気味だが、こうして綺き麗れいに整せい列れつしていると結構、壮そう観かんといえなくもない。


「あ……あの……」


　おずおずと尋たずねるのは……半なかば無理矢理食卓に参加させられているファーガソン兄弟である。ゴルドンが体験入団希望者と説明してしまい、そのまま成り行きで一いつ緒しよに昼食まで摂る羽は目めになってしまったのだ。


　ニケは先日の二人組と気付いているのかいないのか、何も言わず、困惑で二人の殺さつ気きはとっくに霧む散さんしているので、シャノンが彼等の正体に気付く様子もない。キダーフはキダーフで彼等の名前は知っているのだが、面めん識しきがないため──同じ組合に属していても、職業的殺人者同士が顔を知っているのは極きわめて稀まれだ──気付いていない。無論兄弟側もキダーフの正体に気付く筈はずもなく……結果的に、劇団イングラムの昼食風景は、混こん乱らんする事なく成り立っている。


　偶ぐう然ぜんが作用しているだけの、非常に危あやうい状じよう況きようではあったが。


「何なんですか、この人達？」


　仮装状態であるのが功を奏そうしたのかジェイスもディアスも〈泥人〉が人間でないとは気付いていないらしい。


「気にするな」


　ゴルドンはあっさりとそう言った。


「き、気にするなと言われても──」


「そのうち慣なれる」


「…………」


　ジェイスとディアスは顔を見合わせて黙り込んだ。


　この劇団長の強ごう引いんさは今体験している通りである。ちょっとやそっとで自分達の納なつ得とくする答えは聞けそうにないので、二人は薄うすい溜ため息を漏もらして視線を目の前の少女に戻もどした。


　パシフィカである。


「……なに？」


　屈くつ託たくなく微び笑しようするパシフィカ。


　何となく──二人は胃いの辺あたりがきりきりと痛いたむのを感じた。


「そういや、あれって何を食べてんですかね？」


　団員の一人がふと思いついたように言う。


　一同の視線がキダーフに集中するが──さすがにそれはキダーフもよく分かっていないらしく、彼は肩を竦すくめただけであった。


「一緒にご飯、食べられるといいのに」


　パシフィカが呟つぶやくように言う。


　どう見ても口に相当する器官がないので、人間と同じような食事をするわけではあるまいが──やはり自分達だけが食事をしておいて、〈泥人マツド・マン〉は立たせておくというのも、少々気が引けるものがある。


「ま、大飯食らいでなくて良かったとゆーところか」


　上機き嫌げんでゴルドンが言う。


「大道具の制作は任まかせられるし、魔族の軍団の場面も迫力あるものができそうだし。至いたれり尽つくせりだな。ものめずらしさもあるから、次の街でも観客が殺さつ到とうするぞ。これなら構想中のアレもどうにかできるかもしれん」


「『次のアレ』……？」


　パシフィカが尋たずねる。


「今回の劇もまだ初回だっていうのに、もう次の構想があるの？」


「常に新たな挑ちよう戦せんを続ける、これこそが創作家の基本！」


「まあ、そりゃそうだろうけど」


　とパシフィカ。


　彼女の隣となりではやはり興きよう味み深ぶかそうな表情でラクウェルがイングラム団長の言葉を聞いている。シャノンはというと、いつもの面倒くさそうな表情のまま、早々に食事を済すませると、妙みように年寄り臭くさい仕草で香こう茶ちやをすすっていた。


「実は更さらに、斬ざん新しんな発想を元にした新作の構想もできあがっているのだ。さすがに幾いくつか問題があって、執しつ筆ぴつ途中で止まっているのだが──」


「へえ？　どんなの？」


「『秘密の王女様』というのだが」


　ゴルドンは自じ慢まんげな口調で言う。


「ふんふん」


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉を題材にした物語でな」


「……は？」


　思わず硬こう直ちよくするパシフィカ。


　スプーンから飲みかけのシチューがぼとぼとと音をたててこぼれるが──とりあえずは気にしている場合ではないようだ。


　慌あわてて振り向くと──シャノンはシャノンで、香茶が妙なところに入ったらしく、むせている。その向かいの席ではキダーフが苦く笑しようを浮うかべていた。ファーガソン兄弟も思わずシャノン達とゴルドンを見み比くらべている。


「……どうした？」


　と尋ねられるものの、シャノンは咳せき込こみがとまらず、声が出ない。


　その様子を見て何を思ったか──ゴルドンは満足げに頷いた。


「うむ。題名だけでこの反応。これだけでも名作としての条件を備そなえていると言えよう！」


「いや……それはどーか知らんが。げほ」


　シャノンが咳の合間になんとか口を挟はさんでくる。


「そりゃまたえらく──やばいネタだな。確か〈廃棄王女〉ってのは──口にするだけで王室に睨にらまれるって話だぞ？」


　事実上〈廃棄王女〉は──その原因となった第五壱壱壱回グレンデルの託たく宣せんは、そもそも存そん在ざいしなかった事になっている。公式書類をどれだけひっくり返して見ても、ラインヴァン王国第一王子フォルシスの双ふた子ごの妹がこの世に生まれ出たとする記録は存在しない。


　国王の子が『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』であるなどと託宣に断だんじられた──そんな事を公おおやけに認めれば、王室の権けん威いは失しつ墜ついする。だから〈廃棄王女〉に関する一件は全すべて、この世に存在しなかった事とされているのだ。


　だが。


　当然ながら人の口に戸はたてられない。〈廃棄王女〉に関する噂うわさは、いつの間にか人々の間に広く流る布ふしていた。


　慌あわてた王室は、国民全員に対し〈廃棄王女〉の話題を禁きんじ、違い反はん者に対しては不ふ敬けい罪ざい、あるいは争そう乱らん罪ざいの適てき用ようという厳げん罰ばつをもって臨んだ。


　結局、この処しよ置ちはむしろ王室の後ろめたさを──〈廃棄王女〉の噂を証するような結果となってしまい、その失しつ策さくを内外から指摘されると同時に、撤てつ回かいされたが……〈廃棄王女〉の噂を口にして投とう獄ごくされたり、財産を没ぼつ収しゆうされた人間も、実際にいた筈はずだ。


　今では公然の秘密だが──それにしても劇げきの題材になどすれば、色々の理由をつけては役人が公演を妨ぼう害がいしようとするだろう。もっとも地方では、あまりそういった中央からの締しめ付つけが厳きびしくないのは、事実だが。


「だからこそ面白いのではないか。芝居のためなら、私はあえて禁きん忌きにも挑戦するのだ」


　胸を張はってゴルドンは言う。


「まあ、前衛劇なんてのはそういうもんかもしれんが──」


「物語は、世間に流布している通り、十数年前の託宣から始まる」


　自信作なのか、聞いてもいないのに内容を語りはじめるゴルドン。


　団員達は何度も聞かせられているのか……苦笑を浮かべたり、哀あわれむような表情でシャノン達を眺ながめつつ、黙もく々もくと食事を続けている。


「ほとんど絶対とも言うべき託宣に『世界を滅ぼす猛毒』と断じられた姫ひめ君ぎみは、生まれたと同時に、名前をつけられる事もなく、王宮騎士団の手によって抹まつ殺さつされ、亡なき骸がらは王宮魔導士団の手によって封印された……誰だれもが噂の伝える通り、そう思っていた。だが──〈廃棄王女〉は生きていたのだ！」


「…………」


　困こん惑わくの表情を浮うかべるシャノンとパシフィカ。


　その様子に興きようが乗ったのか、イングラム団長はスプーンを振り回しながら言った。ちなみにラクウェルは──話の内容が分かっているのかいないのか、いつもの通り、のんびりした様子でシチューをすすっており、キダーフは面白そうににやにやと笑っている。


「ふふふ、あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話なので、噓うそ臭くさいとか思っているだろう」


　にやりと笑って言うゴルドンに、シャノン達は揃そろって首を振ふった。


『いーえ、全然』


「だがな、これからがもっと波は瀾らん万ばん丈じようなのだ！　辛かろうじて生き延のびた〈廃棄王女〉は、辺へん境きようのとある夫婦に預あずけられ、密ひそかに育てられるのだが、ある日、自分の出生の秘密を知る」


「……なるほど」


　思わず固かた唾ずを呑のんでゴルドンの言葉を聞く妹を横目で眺めながら、シャノンは相あいづちを打った。まるで見た来たような語り口だが──実際、その通りなのだから文句を言う筋合いではあるまい。無論、元から言う積もりもないが。


　ただ……


「そして──」


「そして？」


「〈廃棄王女〉は自分を棄てた、王と王妃に復ふく讐しゆうを誓ちかうのだ！」


「……へ？」


　間の抜ぬけた声を漏もらすパシフィカ。


「秘ひめられた大いなる破滅の力を発はつ揮きしはじめた彼女は、父と母への憎ぞう悪おに囚とらわれ、託宣に謳うたわれた通りに、邪悪な存在へと墜おちていく。彼女は手始めに自分を育ててくれた義理の両親を殺し、そして王都へと復讐の旅に旅立つ」


「私、そんな事しな──」


　思わず抗こう議ぎするかのような口調で言いかけたパシフィカの後頭部を、軽く叩たたいて黙だまらせるシャノン。黙り込んだパシフィカの代わりに、キダーフが口を開いて先を促うながした。


「……それで？」


「彼女には幼なじみが居いた。兄妹のように育った、幼なじみの少年。彼は、〈廃はい棄き王おう女じよ〉の暴走を止めようと、彼女の後を追うが、日に日に凶きよう悪あくに成長していく彼女は、既すでに人間ではなくなっていた」


「あのねえ！」


　何か言いたそうなパシフィカを、にこやかな表情のまま後ろからラクウェルが、猿さるぐつわ──彼女が食事の際さいに膝ひざに敷しいていた布であるが──を嚙かませて黙らせる。


「──むぐむぐ！」


「その眼めは凶悪に燃もえ光ひかり、長く伸のびた髪はそれ自体がある種の虫むしであるかのように蠢うごめき、爪つめが、牙きばが、怨おん念ねんを込めて父王を、母后を引き裂さこうと伸びていく。見よその醜しゆう悪あくで邪じや悪あくな姿すがた！　一目見れば悪夢にうなされ、二目見れば安らぐ夜を永えい久きゆうに失う。まさにその姿は世界を脅おびやかす猛毒、最強最悪の化け物！　ああ、〈廃棄王女〉に呪のろいあれ！　託宣はここに成じよう就じゆせり！」


「むぐむぐむぐむぐ！」


　描びよう写しやが凶悪になっていくに従したがって、パシフィカの眼も凶悪に底そこ光びかりし出すのだが──ゴルドンは気付いていないのか、そのまま続ける。
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「魔法は効きかず、剣けんも効かない不死身の怪物となってゆく〈廃棄王女〉を、幼なじみは追う。何故か？　無論それは──彼女を愛していたからだ」


「むぐ？」


「そう。彼は彼女を愛していたからこそ、彼女を止めようとした。〈廃棄王女〉である事を知っても、いや、知ったからこそ尚なお更さらに、彼は彼女を愛した。自分だけが彼女を救えるという確信をもって。だが、時既すでに遅おそし、彼女は立ちふさがる者もの共どもを蹴け散ちらし、人間である事をも棄すて、自分を見み放はなした憎にくい父と母を手に掛かける──」


「むぐ……」


「結局は、憎悪、自らその身をゆだねた憎悪こそが、彼女を邪悪たらしめていたものだった。彼女は自分で託たく宣せんを覆くつがえす機会を与えられながら、その憎悪に自ら染そまったために、〈廃棄王女〉、つまり世界を滅ぼす猛毒として完成してしまう」


「……皮肉な話だな」


　薄うすい苦笑を浮かべながら、内容に負けぬ程に皮肉な──誰に対してというわけでもなかろうが──口調でシャノンが言う。


「うむ。そして──それ故ゆえに、彼女にもう後戻りする道がない事を知った幼なじみの少年は、〈秩序守護者ピースメイカー〉から与えられた聖せい剣けんをもって彼女を刺さし、滅ほろぼす」


「…………」


　シャノンが表情の物もの憂うげな色を濃こくする。


「何故か？　それが、自分が彼女に対してできた、唯ゆい一いつの事だったからだ。終わらせてやる事が。そして同時に、それは彼にしかできない事だった。他の誰でもない、彼だけにしかできない事だったのだよ。それが分かったからこそ、少年は泣きながら怪物となった〈廃棄王女〉を殺すのだ」


「…………」


「そうしてようやく人間に戻れた彼女の遺い体たいを抱きかかえ、少年はいずこともなく去っていく──完」


「なるほど。なかなか面おも白しろいですねい」


　キダーフが笑いながら言う。


　無論、彼やファーガソン兄弟は、黙り込こんでいるシャノンや、パシフィカ、ラクウェルの表情に滲にじむ複雑な感情の色にも気付いていた。


　導入部が事実そのままだっただけに──これを単なるお話と割わり切る事ができないのだ。詳しよう細さいはともかく……その物語の結末は、むしろ、あり得えたかもしれない可能性の一つでさえあった。


「しかしどうやるんです？　えらく壮そう大だいな話みたいですが」


　気を取り直してシャノンが尋たずねる。


「特にその『人間じゃなくなっていく〈廃棄王女〉』っていう部分とかは。相そう当とう難むずかしくないですか？　化粧でごまかすってのにも限界があるだろうし」


「うむ。実はそちらの方の意匠デザインはある程度固まっていてな」


　そう言いつつ、ニケを手て招まねきするゴルドン。


　ニケは懐ふところから何やら帳ちよう面めんらしきものを取り出しながら、こちらに歩いてきた。どうやらその帳面らしきもの、肌はだ身み離はなさず持ち歩いているようだが──


「……これが基本意匠……」


　と言いつつ開いて見せた一枚には──


「……なんつうか。凄すさまじいな」


　──やたらと凶悪というか醜しゆう悪あくというか、子こ供どもが見たら絶対泣くどころか、大人でも暗がりでいきなり見たら腰を抜ぬかしそうな、というか──とにかく、そういう感じの代しろ物ものが、必要以上に鮮あざやかな筆ふで遣づかいで描えがかれていた。


　ざんばら髪がみを振ふり乱みだし、側頭部からはややこしい感じにうねくって伸のびる角が二本、生はえている。眼は左右の二つの他に、やたらとでかいのが額ひたいに一つ。口からは隠かくしきれない巨大な牙きばが、何本も頰ほおを突つき破やぶって飛び出しており、その合間にのぞく舌したは異い様ように長く、更にはその先せん端たんに数本の棘とげが生えている。


　全身は鱗うろこらしきものに包まれ、背せ骨ぼねはかなりいびつに湾わん曲きよくしているようだった。無論、手や足には熊くまや虎とらでもびびって逃げ出しそうな感じの黒い鈎かぎ爪づめが長々と生えている。


「……これが、発動直後……」


「『発動』って何だ『発動』って」


　困こん惑わくするシャノンの様子などお構かまいなしに、ニケは次の一枚を示す。


「……これが、第二形態……」


「いや、第二形態とか言われてもな」


　二枚目に描かれている〈廃棄王女〉には、尻しつ尾ぽと、そして四本ほど、蟹かにか海え老びの脚あしを連想させる器き官かんが増えていた。ついでに言うと、胸には乳房があるべき部分に巨大な眼が埋うまっていたりする。


「むぐー！　むぐー！」


「……更にこれが第三形態……飛行形態ですね……」


　何やら猿ぐつわを嚙かまされたままじたばたと暴あばれているパシフィカは当然のように無む視しして、ニケは続けた。


「と、飛ぶのか？」


「……翼つばさをつけてみました……」


　ちなみに第三形態ではとうとう人型ですらなくなって、何やら虫とも獣けものともつかないような、気色悪い胴体から、どれが脚やら手やら分からないような昆虫状の節脚がわさわさと生えている。よく見れば確かに背中には四枚ほど、翼なんだかマントなんだかよく分からないいびつなものが描き込まれていた。


「見よ、脅きよう威いの三段変形！」


「ああ……」


　自分の描いた絵に陶とう然ぜんとした眼を──やっぱりとろんとしているが──向けるニケ。ゴルドンは構わず拳こぶしを振りながら続けた。


「必殺技の〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス火球フレイム〉で王宮騎士団も一発だ！　凄すごいや！」


「いや、『凄いや』とか眼めをきらきらさせて言われても。確かにある意味、凄いですが」


「むぐー！」


　拳を握にぎり締しめて得意そうに叫ぶゴルドンと、めげずに抗こう議ぎするパシフィカ。


「……ちなみに、最後の場面では……この顔の部分がぱかっと開いて……中から棘が出てきて、国王と王妃を串くし刺ざしにします……」


「顔面全開フエイスオープン──！」


　すっかりできあがった──何がどうできあがっているのかはともかく──状態で叫ぶゴルドン。彼はキダーフが来たあたりから、すっかり上機嫌の状態が続いていた。


「──ニケ」


　うんざりした様子でシャノンが言った。団長に聞いても埒らちが明かないような気がしたのだ。ニケも似たようなものかもしれないが。


「一つ聞いていいか」


「……何なりと……」


「こんなもん、どーやって、誰だれに演じさせるんだ。化粧メイクで、とか言うなよ」


「……演技にかける熱い情熱で……」


「できんっつーに」


「専用の人形と、着ぐるみを創つくる予定だ」


　意味もなく偉えらそうにゴルドンが言う。


「むぐー!!」


　両手をバタつかせて抗こう議ぎするパシフィカ。


　冷静に考えれば、別にパシフィカが怒おこる事ではないのだが──何やら自分が化け物だの何だのと言われているような気がして、腹はら立だたしいらしい。


「──好きにしてくれ……」


「そうしよう──ん？　何をやっとるんだ」


　ようやくゴルドンは猿ぐつわを嚙まされたパシフィカに気付いたらしい。


「むぐー」


「姉妹しまいの無む邪じや気きな戯たわむれです」


　にっこりと微笑ほほえむラクウェル。


「そうか。微笑ましいな」


　あっさり納得してゴルドンは頷うなずく。


「むぐううう！（どこがよお！）」


　その時。


　突とつ然ぜん──何の脈みやく絡らくも前まえ触ぶれもなく、シャノンとキダーフがほぼ同時に椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。一いつ瞬しゆん遅れてファーガソン兄弟が席上で身を固くするものの……二人はそのまま動きはしなかった。


「……!?」


　怪け訝げんな表情を見せる団員達に構かまわず、シャノンとキダーフは地を蹴った。


　殺気。


　それを彼等は感じたのだ。


　熟じゆく練れんし、幾いく度どとなく実戦経験を経へた使い手ともなると、感じ取った殺気の質しつから相手の攻こう撃げき方法も大まかな見当がつく。弓ゆみで狙ねらう者の殺気と、剣けんで斬きりつける者の殺気、更には魔法で攻撃する者の殺気──それぞれに特とく徴ちようがあるのだ。


　これは……この殺気は。


　一瞬。


　それが焦しよう燥そう感かんによって無む限げんに引き伸ばされる。


　シャノンはその殺気の発生源を探さぐりながら、敵の攻撃方法を半なかば悟さとっていた。


　魔法による攻撃。それも──相手の姿すがたが見えない事からして、曲折か、あるいは考えにくいが遠えん隔かく地ちからの狙そ撃げきか。まるで狙い澄すました弓矢のように、鋭するどく絞しぼり込こまれた殺気は、攻撃の軌き道どうを先になぞっている。どういう形にせよ、攻撃はその一線を通ってやってくるだろう。


　それは真まっ直すぐにラクウェルを狙っていた。


　そして……その延長線上にはパシフィカの姿もあった。


（くそっ……!!）


　遅おそい。決定的に遅い。気付くのが……遅おくれた。


　引き伸ばされた一瞬の中で、シャノンは迷まよう。彼の位置と反応速度で許ゆるされるのは、ラクウェルとパシフィカ、どちらか一方を突き飛ばして攻撃から回かい避ひさせる事だけだ。自分の身を盾たてにする事も可能だが──強力な魔法攻撃ならば、人間の身体からだなどあっさりと貫かん通つうしてその背後の人間をも破壊する。


　どうする？　どうすればいい？


　ラクウェルを助けてパシフィカを見捨てるか。パシフィカを助けてラクウェルを見捨てるか。それとも──


　恐おそろしく短い逡しゆん巡じゆん。


　だが……それは彼から必要な時間を奪うばい取ってしまった。その逡巡に費ついやした一瞬にも満たない時間が過ぎた後、もうシャノンにはどちらを助ける時間も残っていなかった。


　残るのは最後の選択肢。


　それとも──自分の身を盾にして攻撃を防ふせぐか。


　攻撃が……来る。


　彼にできたのはただ、両手を広げて攻撃の軌道に割わり込む事だけであった。


　しかし……


　鈍にぶく湿しめった音。


「──え？」


　思わず声を漏もらすシャノンの前に、白いものがあった。


〈泥人マツド・マン〉の背中。


　勢い余って地に転がるシャノンの目の前に──胸の部分を大きく焼き抉えぐられた〈泥人〉が音をたてて倒れた。人間には不可能なほどの速さで地を蹴った〈泥人〉が、シャノン同様、攻撃の軌道に割り込んで身を盾にしてくれたのだ。


「ふう。際きわどかったけど、なんとか間に合ったねい」


　振り返ったシャノンの視し線せんの先で、キダーフが愛用の楽器の鍵けん盤ばんから指を離はなした。


「ご苦労さん」


　彼はそう言って〈泥人〉を見下ろす。


「なんだ、なんだ？　何かあったのか？　おい？」


　あまりに短い──一瞬の出来事であったので、ゴルドンや団員達は何が起こったか分からなかったらしい。当然だ。ただしラクウェルはすぐに事態に気付いたのか、パシフィカを食しよく卓たくの下に押し込めると、自分はシャノン達の見み据すえていた方向へと走り出した。


「シャノン、あとお願い」


「なんだ？　おわ、〈泥人〉が──」


「うーん。何があったんでしょうねい？」


　相変わらず軽けい薄はくな口調で、キダーフはすっとぼけ──呆ぼう然ぜんと地に膝ひざをついたままのシャノンに片目をつぶってみせた。








「ちっ……!!」


　舌した打うちをしながら、ポルドリットは踵きびすを返して逃にげはじめた。


　充分に距きよ離りはとった積もりだったが──やはり前回の失敗のせいか、焦あせりがあったようだ。それが距離判断の失敗につながったのであろう。しかしまさかこの距離からこちらの殺気を察さつ知ちするとは──


　ポルドリットは唇くちびるを嚙かんで呻うめいた。


　早くここから逃げなければ。真ま正しよう面めんからシャノン・カスールなどとやりあっては、魔導士で老ろう齢れいのポルドリットには全く勝ち目がない。


　歳としの割わりには意外な健けん脚きやくぶりを発はつ揮きして、ポルドリットは街路を移動する。


　幾いくつか角を曲がり、路ろ地じ裏うらを通り抜け、そして五分ほど小走りに走った後、彼は荒あらい息をつきながら細い路地に入り、手近な建物の壁かべにもたれかかった。


　人間が二人並んですれ違えるかどうか、といった程度の狭せまい路地である。他に人ひと影かげは見当たらない。


「とり……あえず……逃げきった……か……」


「いいえ」


　否定の台詞せりふは背後から来た。


「……!!」


　驚きよう愕がくに暴あばれる鼓こ動どうを感じながら──ポルドリットは振り返った。


　そこには──路地の入り口には、人間の身長の倍程の大きさを示す灰色の人型と、その肩口にちょこんと腰掛けているラクウェル・カスールの姿があった。


「き、貴様……!!」


　その灰色の人型にはポルドリットも見覚えがあった。軍用魔法の一つ、〈力マ天グ神ニ〉である。よく塹ざん壕ごう掘ほりや土ど囊のうの積み上げなどに使われる半自律型魔法だが、他にも強力なその脚は地を氷のように滑すべって高速な移動力にもなり、その腕うでは一撃で岩をも叩たたき割る打だ撃げきを繰り出せる。


　ラクウェルはこの〈力マ天グ神ニ〉を駆かって高速移動し、先回りしたのである。
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「どこのどなたかは知りませんが──お年寄りであろうと、妹を狙ねらう以上は放置できません。気が進みませんが、それなりの報ほう復ふく処しよ置ちを取らせてもらいますよ」


　無論、ポルドリットが狙っていたのはラクウェル本人なのだが、ラクウェルは彼の事をパシフィカを狙って来た殺し屋だと思っている。


　だが。


「『どこのどなたか存ぞんじませんが』──だと？」


　息を荒げながら──必ずしも走ったせいではなく、半分は激げき怒どのせいである──ポルドリットは叫んだ。


「キャロル・カスール……この毒どく婦ふめが！　どこまで私を愚ぐ弄ろうすれば気が済む？


『どこのどなたか存じませんが』だと？　この私を──ポルドリット・ラドムを忘れたかっ!?」


「……キャロル・カスールは母ですが」


　そう言ってからラクウェルは首を傾かしげ──そして、言った。


「ラドム……ポルドリット……ラドム……？　どこかで聞いたような……」


「そうだ。思い出せ。ポルドリット・ラドムだ！」


「ポルドリット……ポルドリット・ラドム……うーん」


「思い出したか？」


「うーん……駄だ目めです、思い出せません」


「ええい、諦あきらめるな！　もっと努力せい！」


「はあ、では」


　ラクウェルは右に左にと首を傾げるが──なかなか思い出せない。まあ当然といえば当然の事なのだが。ポルドリットの同どう僚りようだったのはキャロルであって、彼女ではない。


「うーん……」


「ほれ。同じ〈ジェイド・サーキット〉の……」


　思い出してもらえないとやはり虚むなしいのか、ポルドリットは助け船を出す。


「うーん……うーん……」


「もう少しで位階付きに上がろうという時に、貴き様さまに先を越された挙あげ句くに──」


「……ああ！」


　ぽん──と両りよう掌てを打ち合わせて、ラクウェルは言った。


「〈ジェイド・サーキット〉で先せん輩ぱいだったっていう！　ポルドリット・ラドム魔導士！」


「そうだ！　そのとおりだ!!」


　思い出してもらえたのが余よ程ほど嬉うれしかったのか、ポルドリットは満まん面めんの笑みをたたえて大きく頷く。ラクウェルも思い出せたのが嬉しいのか、勢い込こんで言った。


「確か、見み習ならいの若い女の子の魔導士に、『〈ジェイド・サーキット〉への入団に関して口を利きいてやる』とか言って騙だまくらかしては、見返りにいやらしい事を強要してたもんだから、げちょげちょに殴なぐった挙げ句に裸はだかにひん剝むいて、股こ間かんに『小指大』とか書いた紙を貼はって〈ジェイド・サーキット〉本部の玄げん関かんに吊つり下げてやった──って、昔母が言っていた、あのポルドリット・ラドムさんですね！」


「……こ、殺す！」


　ポルドリットは顔面に幾いくつもの血管を浮うかび上がらせながら言った。


「え？　何かお気に障さわる事でも──」


　本気でこういう事が言えてしまうところは、ある意味、大物なラクウェルである。


「やかましい！　とにかく貴様は殺す！　絶対に殺してやる！」


　眼に涙さえ浮かべてそう宣言すると、ポルドリットは魔法を唱となえはじめた。


「──復ふく讐しゆうの刻ときは来たれり・繫つながれし獣けもの・今こそ解とき放はなたれよ……!!」


　さすがのラクウェルも表情を強こわ張ばらせる。


　これは──〈魔天狼フエンリル〉の呪じゆ文もんではないか。完全殲せん滅めつ型──文字通り起動すれば必殺の威い力りよくを発はつ揮きする代物だ。これほど強力な魔法となると、〈塞壁ミズガルズ〉程度の防性魔法ではどうにもならない。殲滅領域確定時に発生する力場が、〈塞壁〉に干かん渉しようして分解してしまうのだ。


　強力無比だが、あまりにも魔導式が複雑かつ巨大で、ラクウェルでも一人では起動できない魔法である。


「……其そは破は壊かいの杖つえなり……！」


　呪文詠唱が終了する。


　あとは──ポルドリットが任意に意識すれば、殲滅領域が確定され、その中に閉じ込められたラクウェルは塵ちりさえ残らない程に分解されて消滅する。


「ふはははは！　恐ろしいか、恐ろしいか？　恐ろしいなら泣け、喚わめけ、ふはははは！」


「あの」


　ラクウェルがふと片手を挙あげて言ってきた。


「一つお聞きしたいんですが。〈魔天狼〉って普ふ通つう、一人では到底起動できない魔法だと思うのですが？」


「くくくく。不思議か。分からないか。くくくく。いい気味だ、いい気味だぞ、キャロル・カスール！」


「いえ──」


　ラクウェルは首を振って言った。


「想像はつくんですが。意識容量倍加マナ・ダブラーの魔法を併へい用ようしておられるのでは？」


「ほほおう……見抜いたか……一応、誉ほめてやるぞ」


「確かそれって欠けつ陥かん魔法でしたよね」


　ラクウェルは人差し指を額に当てながら、何かを思い出そうとするかのように眉み間けんに皺しわを寄せる。


「意識容よう量りようを無理矢理広げる代わりに、記き憶おく野やを大きく削けずって、仮想意識領域を展開するっていう……だから、やたらと物もの忘わすれが激はげしくなるとか……」


「ええい、黙れ！　貴様を殺せるのなら、恥ち辱じよくにまみれた過去などいらぬわ！」


「それともう一つ欠陥が」


　言いながらラクウェルは〈力マ天グ神ニ〉を前に進ませる。


　その欠陥に心当たりがあるのか──ポルドリットが顔色を変えて後ずさった。


「確か──凄すごく遅いんですよね」


「く、来るな！」


　ポルドリットが叫ぶ。


　だが〈力天神〉は止まらず、ポルドリットに歩み寄ると、人差し指を伸ばしてポルドリットのみぞおちを突ついた。


「げっ！」


　ポルドリットが苦鳴を漏もらして転てん倒とうした。


　傍はた目めには巨人がちょん、と人間の腹はらをつついただけのように見えるが、実際には拳で殴なぐりつけられた程の力が働いている。そのまま悶もん絶ぜつしながらも、精せい神しん崩ほう壊かいを防ぐべく──ポルドリットは効果発現直前の〈魔天狼フエンリル〉を虚きよ無むに還かん元げん、魔導式を意識領域から消去した。


「お……おのれっ……!!」


「意識容量が倍になるのは凄いですけど……欠点まで忘れちゃったら何にもならないじゃないですか。だから、その式は記述開発が中止されたんですよ」


　ポルドリットを見下ろしながら、ラクウェルが言った。


　意識容量倍加の魔法のもう一つの欠点。


　それは──通常の意識領域を使って起動した魔法に比べて、異常にその起動及び効果発現が遅い事であった。かかる時間は普通に起動した場合の、数十倍から百倍。ある程度の距離がある場合はどうにかなるが、これは敵と相対した場合には全まつたく使い物にならない遅さであった。


　先程からポルドリットは〈魔天狼〉を起動直前で止めていたのではない。


　すぐにラクウェルを抹まつ殺さつしたくても、魔法があまりに鈍にぶくて効果がまだ発現していなかっただけの事だ。


　ポルドリットはその欠点をすっかり忘れて、ラクウェルと正面から相あい対たいしてしまったのである。


「おのれ……おのれええええええ……」


　地の底から響いてくるような怨えん嗟さの声を、にこやかな笑顔で弾はじき飛ばしながら、ラクウェルは言った。


「では──最初のお約束通り、報ほう復ふく処しよ置ち、いきますねえ」


　曇くもりのない朗ほがらかな口く調ちようが、むしろポルドリットの心に底知れない恐きよう怖ふを呼ぶ。


　そして。


　ポルドリットの悲鳴が路地に響ひびき渡わたった。








　一時間後。


　口の端はしから泡あわを噴ふいた一人の老人が、劇げき団だんイングラムの団員達が入院しているのと同じベクタ中央病院に担かつぎ込まれ、入院が即時決定した。


　打撲十数カ所、骨折二カ所。しかも余よ程ほど恐おそろしい目にあったのか……何やら言葉にもならないような、意味不明のうわ言を彼は呟つぶやき続けていたのである。


　ちなみに後日、落ち着いた後で医師が話を聞こうとすると、怪け我がをした経けい緯いどころか自分の名前も思い出せない有あり様さまで──困こまり果てた医師は、結局その老人を公設の養老院へと送る手続きをとったという。








「キダーフさん──」


　パシフィカが鈍にぶく痙けい攣れんする〈泥人マツド・マン〉の側にしゃがみ込みながら、傍かたわらに立つキダーフを見上げる。単眼モノ・アイのほとんどが抉えぐられ、残りの部分には大きな亀き裂れつが入っている。白い肌はだにも無む惨ざんな焼けこげが残っており──そこには、この奇き怪かいな魔物でさえある種の『死』とは無縁でないと確信させる無惨さがあった。


　シャノン達の反応や、この〈泥人〉の状態を見れば、パシフィカには何が起こったのか想像がついた。この〈泥人〉はパシフィカ達の盾たてになって、敵の攻こう撃げきを食い止めてくれたのだ。


「この〈泥人〉……」


　軽けい薄はくな元殺し屋は──何な故ぜかひどく優やさしい眼めでパシフィカと〈泥人〉を眺ながめていた。


「こいつらに人と同じ死はないが──」


　いつもと違った静かで低い声に、パシフィカが振り向く。


　その蒼あおい眼が潤うるんでいるのを見てキダーフは満足そうに頷うなずいた。


「命なき魔物とて、その身が滅ほろびる事はある──この世に存そん在ざいした以上は、当然だが。だがこいつらにとって、一体一体の破は損そんはさして問題にならない。こいつらは全体で一個の生き物みたいなもんだから。個体そのものには明めい確かくな意識はないんだよ。こいつがやられちまっても、〈泥人〉にとっちゃ、指が一本欠けた程てい度どのもんさ」


「でも……」


　そうは言われても──今ひとつ理解はできない。


　目の前で一体の〈泥人〉が今しもその動きを止めようとしている。その事実の方が、パシフィカにとっては遥はるかに重く、現実的だった。


　これは──本当に死ではないのか？


「万一、これが『死』だとしても──元々、こいつらは人の役に立つために生まれたんだそうだ。だから、これは、本ほん望もうだろうさ」


「……でも……」


「それでも気がとがめるのなら、一言……言ってやってくれよ」


「……何を？」


「ありがとう──ってな。こいつらにとっちゃ、それが何よりの手た向むけだよ」








　永ながらく待っていた言葉。


　無限にも近い時間の中で恋こい焦こがれていた、たった一言。彼等を彼等たらしめている存在理由に報むくいる、最高の言葉。


「あ……ありがとう……」


　それを彼は聞いた。


　たまらない喜び。今まさに機能を停止せんとしていた彼──ワーカロイド・タイプ４Ｍ・個体識別番号ＮＦ三三〇三Ｔは、それに震ふるえた。


　──我われは役に立ったのだな？


　──我は……貴女あなたの役に立ったのだな？　数千年の待たい機きは無む駄だにならずに、我は貴女の役に立つ事ができたのだな？　我は何かを為し、貴女に何かを遺のこす事ができたのだな？


　その証明。


　たった一言の報ほう酬しゆう。


『ありがとう』──その一語から与あたえられた喜き悦えつは、喪うしなわれていく彼の回路を駆かけ巡めぐる。それは通信回線を通じて他のワーカロイド達にも伝えられた。


　──おお。我等は役に立った……！


　ワーカロイド達の回路は喜びに打ち震える。


　そして──


　ワーカロイド・タイプ４Ｍ達によって形成される集合意識は、個体識別番号ＮＦ三三〇三Ｔの機能停止を確認。個体経験記き憶おくを引き継ぎ、その意識構成要素の全てを自分達のネットワーク内に回収した。








　公共休馬場の端はし──そこに立ってシャノンは夜よ空ぞらを眺めていた。


　明日はもう公演日だ。練習も一段落し、他の団員達はもう明日に備そなえて早めに眠ねむりに就ついている。本来ならば彼も寝ねておくべきだろう。今日ばかりはラクウェルも〈楽園アスガルド〉を敷しいて眠る予定だ。


　シャノンが起きているのは、念のために周囲に殺さつ気きを放っている存在がないかを寝る前に確かめるためだが──その作業も終わった。ラクウェルによると昼間の襲撃者はきっちり痛めつけた後で病院に入院させたので、当面は再襲撃はないというし……そもそも動機がシャノン達の母キャロルに対する怨えん恨こんだったため、パシフィカそのものとは無関係である。


　とりあえず心配事は──強いて言えばキダーフの存在くらいであるが、昼間の行動からして、やはり敵ではなくなったのだろう。


　ただ。


　シャノンはどうにも落ち着かない気持ちだった。


　昼間の襲撃の時。あの時キダーフと〈泥人マツド・マン〉が居いなかったら、どうなっていた事か。


　護まもる護ると偉そうな口を叩たたいているが──やはりシャノンも人間である。油ゆ断だんもあれば隙すきもある。いつどこからやってくるか分からない敵に対して、絶対の護りにはなり得ない。それが今日の一件でよく分かった。


　自分でパシフィカを護ってやる積もりだった。自分の力で。


　それが自分のすべき事だから。自分にしかできない事だから。


　妹を護ろうという気持ちは、無む論ろん、今も変わっていない。変わっていないが──


「シャノン兄にい──」


　声に振り返ると、パシフィカが小走りにシャノンのところへやってくる。


「んー」


　何なに気げなく曖あい昧まいな返事を返すシャノン。


「まだ寝てないの？」


「そっちこそ。寝ておかないと、本番で辛つらいぞ──ってのは団長の言葉だが」


　そう言うのだが、パシフィカは構わずシャノンの隣に立って、同じように空を眺める。


　そのままパシフィカは、じっとシャノンの横顔を見詰めている。何か言いたい事があるのだが、今一つ話を切り出す機会がない──そんな雰ふん囲い気きである。


　しょうがないので、シャノンは自分から話を促うながした。


「……なんだ？」


「あの話だけど──お昼ご飯の時の」


「三段変形の〈廃はい棄き王おう女じよ〉の話か？」


「そういう覚え方はしないでいいの！」


　パシフィカは顔をしかめて言った。


「やっぱり、気になった？」


「気になったっていうか──」


　シャノンは困こん惑わく顔で頰ほおを搔かいた。


「なんつーか。妙みように居い心ごこ地ち悪い気持ちだよな」


「うん」


　パシフィカも珍めずらしく神妙な顔をして頷く。


　そう。あれは非常に聞いていて居心地の悪い話ではあった。


「ほんの少しでも何か運命が違ちがっていたら……私がああいう風にならなかった保証は、どこにもないもの」


「三段変形？」


「それはもういいってば」


　パシフィカの声に本気の苛いら立だちが混まじるのを感じ取って、シャノンは口調を改あらためた。真しん剣けんな話がしたいのだろう。シャノンとしては、気恥ずかしいような、後ろめたいような、妙な気分であったが。


「確かに……そうかもな」


　などと言いながらも、実感が湧わかないのは事実だ。
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　彼の知る妹は、わがままで、意い地じっ張ぱりで、がさつで──しかしその反面、側そばで見ていても痛いた々いたしい程に繊せん細さいな部分を持っている。この少女の心根が、実際にはあまりに優やさしく、あまりに健けな気げであるという事を、シャノンは知っている。恐らくは世界中の誰だれよりもよく知っている。


　パシフィカが憎ぞう悪おに囚とらわれて他人を害する？


　とても想像はできない。


　だが、その一方で──あれは紛まぎれもなく可能性の一つではあるのだ。


　たかが物語。されど物語だ。可能性という意味では、どれだけ荒こう唐とう無む稽けいであろうと、それはあり得たかもしれない未来だった。


　パシフィカの性格は生まれつきのものか？　──違う。


　パシフィカの性格は育ちによるものか？　──違う。


　どちらでもあるし、どちらでもない。


　もしシャノンがいなければ。もしラクウェルがいなければ。もしカスール夫妻に引き取られていなければ。


　もしパシフィカが誰からも愛されずに──あるいは愛されているという事に気付けずに、成長していたら。もし妬ねたみやすく恨うらみやすい性格に成長していたら。


　もし──


　幾いくつもの偶ぐう然ぜん。無数の可能性。


　その事を思うとどうにも複ふく雑ざつな気分だ。


　今ここにこうして彼女と並んで歩いている一いつ瞬しゆんそのものが、無数の偶然の積み重なった奇き跡せき的な結果とも言えるのだから。ならばどれだけあり得なさそうな未来であれ、それを『もし』という言葉に封ふうじられた単なる夢物語であると、一いつ笑しように付してしまうのは──問題があるのかもしれない。


「──ねえ」


　パシフィカはシャノンの横に並びながら言った。


「私がもし託たく宣せんの言う通りに……もしさっきの物語みたいになったら……シャノン兄にい、どうする？」


「……さて」


　シャノンは肩かたを竦すくめた。


　──殺す。


　かつて彼はクリストファ・アーマライトに同じ事を問とわれ、そう宣せん言げんしている。


　もし彼の妹が真実、世界を滅ほろぼす存そん在ざいと化せば──彼はパシフィカを自らの手で殺すと。それが世界中を敵に回してでも妹を護まもるという、ある種のわがままを押し通そうとする彼なりの……筋すじの通し方だった。


　その考えは今も変わっていない。


　ただ……ふと彼は思ったのだ。


　自分のパシフィカに対する気持ちはどこに行くのだろう。


　パシフィカを殺してから……自分はそれからどうするのだろうか──と。


　パシフィカをシャノンが殺す。


　あのイングラム団長が語った物語の中の──〈廃棄王女〉の幼なじみの少年のように。


　それが兄としてのけじめであると己おのれに言い聞かせながら、やはりシャノンには実感が湧かない。改めてあの物語を聞かされた時、シャノンは思った──自分はその時が来て、本当にパシフィカを殺せるのか？


　いや。百歩譲ゆずって殺せるとする。


　では──殺した後、自分はどうなるのだろう？


　どうにも想像がつかない。パシフィカの亡なき骸がらを抱かかえたまま、どこかに去さっていくのか？　どこへ？　もう帰る場所などどこにもありはすまいに。


　考えないようにしていた。


　その先の事は。


　だが──物語として語られたからこそ、彼は気になる。


　あの〈秩序守護者ピースメイカー〉に剣けんを与えられ、最愛の少女を救ってやるために、彼女を殺した少年は──どこに行ったのだろう？　自分の行こう為いを後こう悔かいしなかったのか？　大たい義ぎ名めい分ぶんというものは、心の傷きずをいやしてくれるのか？　どうしようもない位に深々と抉えぐられた──自みずから抉ってしまった心の傷を、埋めてくれるのだろうか？


　何もかもが実感が湧かない。


　ひょっとしたら自分は口先だけの覚かく悟ごを自分自身に言い聞かせていただけなのではないかと──思ったりもする。


「シャノン兄にいに殺されるんなら──諦あきらめもつくよって、言ったよね」


　パシフィカがあっさりした口調で言ってくる。


　それはもう何度となく自分の中で検証されてきた言葉なのだろう。だからそれを口にするパシフィカに、多少の気き負おいは感じられても、そこに躊躇ためらいはない。


「あれは──あの気持ちは変わってないからね」


「…………」


「っていうか。もしああなったら──止めて。私を。あの物語の男の子みたいに」


「……いや、それは」


『分かった』──と即そく答とうできなかった。


　即答する積もりで、しかし出たのは逡しゆん巡じゆんの言葉だけであった。


「シャノン兄、なんだかんだ言っても、優しいもの。もし、私が敵や、化け物とかになっても、すぐ切り替えて私を殺したりなんか、できないんじゃないかなって──」


「……それは」


　否ひ定ていしようとして──シャノンは口を閉じた。


　パシフィカが根こん拠きよのない推すい測そくを語っているのではないと気き付づいたのだ。


　幼い黒くろ髪かみの少女。


　ひょっとしたら──彼にとっては二人目の妹になっていたかもしれない少女。


「そういうところはシャノン兄のいいところだと私は思うし。でも……私に関しては、迷ったりしないで。覚かく悟ごはしてる──してると思うし」


「…………そうか」


　なんとかその言葉だけをシャノンは絞しぼり出した。


「あ。それからもう一個」


　パシフィカは人差し指を立てて言った。


　その表情からして、こちらが本題なのだとシャノンは気付いた。


「もしそうなったとして──私を殺したあと。私の事は忘れてね」


「──!?」


「元々本当の兄妹じゃないし。なんていうか──パシフィカ・カスールなんて最初から居なかったと思ってくれると、私も気が楽。あ、死んでたら、気が楽もくそもないか」


　気楽な口調で笑うパシフィカ。


　彼女はこう言っているのだ──自分を殺した罪ざい科かを己おのれに背せ負おわせる事なく、幸せになってほしいと。パシフィカ・カスールという人間は最初からいなかったと思えば──その事を引きずる必要もないのだと。


　そうしてシャノンは気付いた。


　パシフィカは──昼間の〈泥人マツド・マン〉の一件を気に病やんでいるのだ。


　わがままそうに見えて、パシフィカはその実、ひどく他人への思いやりが強い。普段は表には出さないが……時折、何かの拍ひよう子しでその愚おろかなほどの優やさしさは、顔を出す。


　自分のせいで誰だれかが傷ついたり、死んだり、不幸になる事が──彼女は辛つらいのだ。


　生きていく以上、人は必ず誰かに迷めい惑わくをかけるし、傷つけもする。時には幾つもの犠ぎ牲せいを必要とする。生きるとはそもそもそういう事だ。常に何かを破は壊かいし続けてしか、生命は存在できない。


　だから──普段はできるだけ気にしないようにしているだけなのだ。気にすれば、今すぐにでも己の命を絶たたねばならない。だがそれは決して何の解決にもならず、別の形の不幸を作るだけであると、知っている。


　だから……


「……パシフィカ」


　シャノンは妹の頭を撫なでるように、ふわりとその左手を広げて黄こ金がね色いろの髪に触ふれ──


「シャノン兄ぃ………………ぃいいいいいいだだだだだだだっ！」


　パシフィカが悲ひ鳴めいを上げる。


　──そのまま林りん檎ごを握にぎり潰つぶすような握あく力りよくで、シャノンは指先をパシフィカの頭に食い込こませていた。


「なあにが、パシフィカ・カスールなんて最初から居なかったと思ってくれると、私も気が楽──だ。そんなもんで全部チャラにしようってのは、甘あまいんだよ。とりあえず、忘わすれないぞ、俺おれは──」


　感かん慨がい深ぶかそうに──左手を妹の頭に食い込ませたまま──シャノンは言った。


「例えば、故郷出る前に貸した小遣い十セトメとか。先日、晩飯食ってる途と中ちゆうで、こっそり俺の分の炒いり卵たまご横取りしていた事とか」


「せ、せこ……いだだだだだだだ！」


「親おや父じに無理矢理俺がラクウェルの服着せられた時に、指さして笑った事とか」


「いだだだだだ！　頭が、頭がいびつになるう！」


「ほおら、高い高い」


「ぶら下げるなあっ！」


　空中で脚あしをばたつかせながら喚わめくパシフィカ。


　言葉に反し、さして高々と持ち上げている訳わけではないのだが──それでも片かた腕うでと指先の力だけで人間一人を吊つり下げるシャノンの腕わん力りよくには、尋じん常じようでないものがある。


　指を開くと、すとんとパシフィカが落ちる。


「あー。死ぬかと思った。っていうか、頭ず蓋がい骨こつに穴、空あいてるんじゃないでしょうね」


　自分の頭に指を這はわせて形を確認しながら、パシフィカが言う。


「パシフィカ……」


　シャノンは沈ちん鬱うつな表情で言った。


「……太ったな」


「成長してんのよっ！」


　喚くパシフィカ。


「なんか記き憶おくにあるよりも重いぞ」


「だから成長してるんだから、重くもなるわよ！」


「あんまり身長は変わってないが」


「背せ丈たけ以外にも色々あるでしょ、色々！」


「……ふむ」


　腕うでを組みながら言うシャノン。


「そうか……おまえも育ち盛ざかりだもんな。いつまでも子こ供どもだ子供だと思っていたら──こうしておまえも」


　腕を組み、やたら年寄り臭くさい口調で言うシャノン。


「太っていくのか……」


「しつこいっ！」


　パシフィカが両手を振り回して喚いた。








『お休み』を言ったパシフィカがテントの中に入ったのを確かく認にんすると、シャノンは短く溜ため息をついた。


　シャノンはシャノンで、どうも不安と苦く悩のうが顔に出ていたようだ。


　彼女自身にも思うところがあったのではあろうが……それをパシフィカなりに心配して気き遣づかっていたのであろう。かなり的まと外はずれな心配ではあったのだが。


「可愛かわいいねい」


「……まあな」


　意外と簡単に肯こう定ていの言葉は口から出た。


　他に反応らしい反応も返さず、黙もく然ぜんと立ち尽くしていると、キダーフは自分からシャノンの隣となりに並ならんで立った。


　シャノンは、この男が先さき程ほどから物もの陰かげにいた事には気付いていた。パシフィカとの会話も聞いていただろう。特に殺気だの妙みような動きだのを示さなかったので、放置してはいたが。


「いやあ。惚ほれたってのは冗じよう談だんだけども。やっぱりいい女だねい。あんたの妹」


「……ふむ」


　シャノンは否定も肯定もせずに曖あい昧まいな声を漏もらす。


「知ってるかい？　あんたらがさらわれた時──俺に、あんたらの行方ゆくえを捜さがす代だい償しように、あの子がなんと言ったか。腕一本丸ごと俺に差し出すって言ったんだよ」


「…………」


「命に比べたら腕一本くらい──そう思うのが素人しろうとだよねい。でも違う。腕だって命だって同じ。取り返しがつかないって事にかんしては」


「そうだな」


　シャノンの口調は素そっ気無い。


　元々無愛想な部分が彼にはあるが、相手がキダーフだから、余計である。彼はやはりどうにもこの元職業的殺人者に拒きよ否ひ的な感情が働いていた。


「それが身内であろうと──やっぱり、他人のために躊躇ためらいもなく自分の体を切り落とせる、それは凄すごいねい。口で言うのは簡単だけど、実際にはとんでもなく難むずかしい。ある意味では他人のために咄とつ嗟さに死んでみせる事よりもねい。だから──俺はあのお嬢じようちゃんのそういうところに、ある意味本当に惚ほれ込んでるよ」


　そこで一いつ旦たんキダーフは間を置く。


　呼こ吸きゆうを幾つか重ねた後、キダーフは言葉を再開した。


「護まもりたくなるのも、当然だねい。でもちょっと気き負おいすぎでないかい？」


「……なんだと？」


「昼間の話じゃないけど。それは自分にしかできない事だっつーんで、何でもかんでも自分一人で解決しようとしてないかい？」


「…………」


　シャノンは黙だまり込んだ。


　キダーフの指し摘てきは、まさに今彼が悩なやんでいた事だ。


　実際的な意味で、シャノンはラクウェルを信しん頼らいしている。彼女が居いなければパシフィカを護りきる事はできなかったろうし、これからもできないだろう。だが──別の意味でラクウェルに頼たよるのをよしとしない自分がいるのは、事実だった。


　可能な限り自分一人の力でパシフィカを護る。それができる方がいい。誰だれかに頼ってしまっては、そこが即すなわち弱点になる。


「あんたさあ。滅めつ多たやたらに強いんだけども、強いから余計になんでも自分でやっちまおうって思うでしょ。他人任まかせにできないんだ、あんたは。自分がいかに非凡で、他人がいかに凡ぼん庸ようかを知っているから」


「いや、俺は──」


「別に嫌いや味みとか、あんたを責せめてるとか、そういう意味で言ってるんじゃねいのよ。ただ、あんた本当に他人に頼るのが下へ手ただよねい。この二日ほど見ていて思ったけども」


「……それは、ついこの間、ラクウェルにも言われたよ」


　彼は団体行動が不得意だ。それはこの数日、劇げき団だんイングラムの中で動いていて、再認にん識しきした。何をするにも彼は、足を引っ張ぱるのも引っ張られるのも、嫌きらいなのだ。自分に厳しく、他人にも厳しい。シャノンは基本的にそういう部分がある。


　そしてそれは……彼も自覚している。


「ああ。あのおねいちゃんも、いい女だねい……もとい。あんた、誰かに頼るのを本質的には恥はじだと思ってないかい？　誰かに頼るのは自分の力が及ばない事の証あかしで、それは恥だと思ってないかい？　特に、お嬢ちゃんの事に関しては。気持ちは分からんでもないけどさあ、それは……ちょいと傲ごう慢まんだよ」


「…………かもな」


　昼間の一件。


　あれでシャノンは自分の力量不足を思い知っている。


　人間一人にできる事はたかが知れている。それは分かっていた積つもりだったが、現実にああいう形で突き付けられるまでは、あまりはっきりとその事について考えた事はなかった。強しいて言うならば──彼はこう思っていたのだ。


　人間一人にできる事はたかが知れている──かもしれない。だが、自分が本気であれば、自分にもう少し力があれば、大抵の事はできてしまうのではないか。


　そう。傲慢だ。不ふ遜そん極まりない。


　パシフィカを自分だけの──自分と、自分の半身でもあるラクウェルの力だけで護ってきたように思っていた。その事を誇ほこりに思うあまりに……彼は他者の手を拒こばみたがるような考え方が、身についていたのかもしれない。


　そしてシャノンは思い至いたった。


　キダーフ。この男がパシフィカを助けた事。


　それが自分は我が慢まんならなかったのではないか。


　自分以外の人間が、パシフィカを護った事について──彼は嫉しつ妬としていたのではないだろうか。


　自分はパシフィカの護り手、その事を自分に定め、言い聞かせ、それに固こ執しつするあまりに。そう。これではまるで──


「俺おれって……娘の結婚に反対する親おや父じみたいだよな」


「うんうん。そうかもしれないねい」


　キダーフは気楽な口調で言って頷うなずく。


「俺なんか、自分一人ではなあんにもできないけどねい。〈魔バ蟲グ〉や〈泥人マツド・マン〉の力を借りてるから色々な事ができるんだよ、実のところ」


「いや、しかしそれは──」


　それは〈魔蟲使いバグ・ハンドラー〉たるキダーフの技術だ。何ら恥はじる事ではない。


「いいかい？　俺が言ってるのは──頼るのも、技術だっつー事」


「…………」


「あんた、頼り下手なの。自分に自信を持つのは結けつ構こうだし、一通りなんでもできちゃうのは誇ほこっていいけど。それに拘こう泥でいしたら、一人ではどうしても解決できない事にぶち当たったら、あんた、そこで終わるよ？」


「…………」


　いちいちもっともで、シャノンには返す言葉がない。


「ついでに言うと」


　キダーフは背後を振り返る。


　そこには例の仮か装そうを施ほどこされた〈泥人マツド・マン〉達が黙もく然ぜんと並んで立っている。


「あいつらは……喜んでるんだよ、今」


「……？」


　唐とう突とつな話題の転換に、シャノンは眉まゆをひそめる。


「彼等は頼られるために──誰かを助けて、支えて、そうやって必要とされる事に喜びを感じる。そういう存そん在ざいなんだよねい。互たがいに必要としあいながら、何か一つの事を成し遂とげる事に喜びを感じてる。そういう風にできてんの、元もと々もとが。


　彼等はできる事が限られている。彼等は単体では存在しても意味がない。彼等のみでは何もできない。何も作り出せないし、何も為なし得えない──」


　そこでキダーフはシャノンに向き直った。


「それってば恥ずかしい事かい？」


「……いや」


　シャノンは首を振った。


　不意に、以前聞いた母の言葉が脳のう裏りを過よぎる。


『人間は誰もが弱い。強くない。だがもし本当に強い人間がいるとすれば──それは、その弱さの向こう側に強さを築きずいた者。本当に自分に必要なもの、目指すべき目的をはっきり見み据すえた上で、自分の弱さもそれに利用できる人間。弱ささえもを足がかりにして、強さをつかむ事のできた人間が──本当に強い』


　言われた当時は、十歳かそこらだった事もあって、シャノンには理解できていなかったが……今はよくその意味が分かる。


「……しかし」


　シャノンは薄うすく苦笑を浮うかべた。


「あんたに諭さとされるとは思わなかったぞ、〈サイレンサー〉」


「もう職業的殺人者じゃなくて楽士のおにーさんなのだからして。キダーフって呼んでねい」


　キダーフは肩を竦すくめて言った。




　第五章　何はともあれ公演当日







　公演当日。


　天気に恵まれ、劇げき団だんイングラムのテントには数多くの客が詰つめ掛かけていた。


「──来てる来てる！」


　舞ぶ台たい裏うらから、客席を眺ながめつつ、パシフィカが抑おさえ気ぎ味みの歓かん声せいを上げた。


　客席はほぼ満員状態。上演までまだ時間がある事を思うと、恐おそらく実じつ際さいの上じよう演えん時じ刻こくにはかなりの数の立ち見客が出るだろう。劇団イングラムがいかにこの街まちでは支し持じされているのかの証しよう明めいだ。


　眼めを凝こらすと──包帯まみれの連中の姿すがたも見える。入院中の他の劇団員が、無理を言って見に来ているのだろう。まあ、心配する気持ちは当然ではある。主演格の連中が、ほとんど素人しろうとや部外者なのだから。


　だが……


「おーい。パシフィカ君。こっちこっち」


　ゴルドンが呼ぶので、パシフィカはテントの外に出た。


　丁ちよう度ど、客席への入り口とはテントを挟はさんで反対側。そこに団員達、シャノン、ラクウェル、そしてキダーフの姿がある。皆、ゴルドンを囲かこむようにして座すわっており、上演直前、団長からの最さい後ごの指示を待っているのだ。


「ごめーん」


　皆みんなに謝あやまりながらパシフィカが輪の中に加わる。それを見み届とどけてから、ゴルドンが一同を見回した。


「ま。一時はどーなるかと思ったが。やるだけの事はやった」


　言いながらゴルドンは苦く笑しようを浮かべる。


「あとは各おの々おの、全力を尽つくすように。私からはそれだけだ」


　あっけないといえばあっけないのだが──下へ手たに色々と余よ計けいな事まで喋しやべって皆の集中力を損そこなわないように、との配はい慮りよなのかもしれない。なんだかんだ言っても団長を務つとめているだけはある。


「他は──誰だれか何か、あるか？　なければ……」


「……俺おれが」


　そう言って手を挙げるシャノンの横顔を、パシフィカは何となく意外な気持ちで眺ながめた。こういう場で彼がわざわざ何かを言おうとするとは思わなかったのだ。


「なんだね？」


「練習は一応真ま面じ目めにした積つもりだが……やはり俺達は素人に過すぎない」


　シャノンの口調はやはり物もの憂うげで、面めん倒どう臭くさそうだった。公演直前の盛もり上がりをくじく事、おびただしい。


　だが……


「だから……まあ、色々ポカもやるかもしれんが……よろしく補ほ佐さや尻しり拭ぬぐいを頼たのむ。ここまで来たら、成功させたい」


　素そっ気け無ない物言いに、団員達は一いつ瞬しゆんきょとんとした表情を浮かべ──


「今いま更さら、何を当たり前の事を言ってんだか！」


　彼等は笑い出した。


「失敗なんてのはあって当然だって」


　主人公役のライルが気き易やすくシャノンの肩を叩たたきながら言う。


「団長の脚きやく本ほんより、その方が面おも白しろいかもなあ」


「あ、ライル。今の台詞せりふは聞きとがめたぞ」


「安心してしくじれ、しくじれ！」


「俺達は、玄プ人ロだぜい。予想外に対応できて一人前だっての！」


　団員達は笑いながら立ち上がり、シャノンの頭をつついたり、肩を叩たたいたりして──そしてテントに向かって歩いていった。


　後にはシャノン達と……そしてキダーフとニケが残った。


「シャノン兄にい……」


　パシフィカが兄の顔をのぞき込こむ。


　笑われたのが気に入らなかったのか、頭をつつかれたのが面白くなかったのか、シャノンは憮ぶ然ぜんとした表情で黙だまっている。


　だが──


「ひょっとして……照れてる？」


「……照れてるみたいですねえ……」


　ニケがのんびりと言う。相変わらず間ま延のびした表情だが──彼女も笑っているようだ。


「にゃはは。可愛かわいい」


「……初めて見ましたねえ、しおらしいシャノンさん……」


「これでなかなか、繊せん細さいなのよ……」


　それぞれ勝手な事を言うパシフィカ、ニケ、そしてラクウェル。会話にこそ加わっていないが、キダーフもにやにやと笑っている。


「……ほっとけ」


　やはり面めん倒どうくさそうにそう言って、シャノンは立ち上がった。








　結局……


　ファーガソン兄弟は、体験入にゆう団だんしたまま、劇団イングラムの面々と共に動き回っていた。劇団員達も周しゆう到とうに準じゆん備びはしていた筈はずだが、公演当日ともなれば、細こま々ごまとした作業は幾つでも出てくる。幾つもの雑ざつ用ようを頼たのまれ、右に左にと舞台裏で動きながら──ファーガソン兄弟は人知れず、溜ため息を連発していた。


　一度は『これはむしろ、標的の側そばで怪あやしまれず、自由に活動できるので、有利なのではないか』と納なつ得とくしていたジェイスとディアスではあるが──


「……なあ、兄ちゃん」


　小道具を入れた箱をゴルドンの指し示じに従したがって運びながら、ディアスが抑おさえた声で言う。


　弟の声は、不安に揺ゆれていた。


「なんだ」


「兄ちゃん……なんか俺、今回も駄だ目めなような気がしてきたよ……」


「馬ば鹿か野や郎ろう、弱音を吐はくな……って言いたいところなんだがなあ」


　ディアスの言葉に、ジェイスが力無く応おうじる。


「やっぱり俺達って職業的殺人者に向いてないのかなあ」


「それを言うな──」


　溜め息交まじりに言うジェイス。


　昨日から劇団イングラムの連中の手伝いをしたり、ちょっとした演技をしてみたりしているのだが──正直言って、職業的殺人者として暗殺計画を練ねっていたりするよりも、楽しい。


　やはり成り行きでおっかなびっくりやってみた演技についても……『お。なかなか筋がいいぞ』などとゴルドンに褒ほめられ、ちょっと嬉うれしかったりしたジェイスとディアスであった。


「だってさ──いつまで経たっても初仕事が終わらないじゃないか」


　ディアスが言う。


　ちなみに……彼等の言動には、間ま違ちがいというか、偽いつわりがある。


　初仕事がいつまで経っても終わらないのではない。引き受ける仕事引き受ける仕事、全すべて失敗して、未いまだにまともに完かん遂すいした依い頼らいがないのだ。


　きちっと遂行してこそ初仕事と言うならば、確かに今回の〈廃はい棄き王おう女じよ〉暗殺も初仕事には違いないのだが……


「この前の令れい嬢じよう暗殺の時も、あの娘が泣いて怖こわがったから……兄ちゃん、おろおろするし」


「馬鹿、あれはおまえ……おまえだって可哀かわい想そうだからやめようか、とか言ったじゃないか！　おまえが言うから──」


「だってさあ、話聞いたら、かなり可哀想な身の上じゃん？　実の母親に暗殺依頼されるなんて」


「いや、そりゃそうなんだが──」


　恐らく、この会話を冷静な第三者が聞いていたら、簡単に指し摘てきした事であろう。


『あんたら、やっぱり向いてないよ』──と。


　ファーガソン兄弟。


　元々彼等は農家の次男坊ぼうと三男坊だ。


　彼等の父は、ひたすら畑仕事に精を出し、そしてある日ぽっくりと心しん臓ぞう発ほつ作さで死んでしまった。あまりにあっけない死に様である。何をした訳でもなく、堅けん実じつだが地じ味みなだけの人生を送る──自分達の将しよう来らいを父の生き様に重ねた兄弟は、ある日突とつ然ぜん、農夫である事に耐たえられなくなった。


　元々父の畑は長男が継つぎ、彼等は下働き以上の存そん在ざいではなかった。恐らく父のように働いて働いて、同じ村の適てき当とうな娘むすめと所しよ帯たいを持って、子こ供どもが生まれて──そしてある日ぽっくりと死ぬのだ。そう思うと、たまらなかった。


　故ゆえに──二人は故郷を棄すてて、別の生き方を探さがした。


　単調でない日々。派は手でな仕事と高い報ほう酬しゆう。それが望のぞみだった。その場限かぎりとその場ば凌しのぎを繰くり返し、荒あれた日々の果て──二人は職業的殺人者を選んだ。


　とにかく農夫とは正反対の生き方を追求した結果だ。


　元々、才さい能のうがあったのか──我が流りゆうながらしばらく辺へん境きようを放ほう浪ろうする内に身につけた格かく闘とう技術は、彼等を能力的には一人前の存在に押し上げてくれた。実際、軍の一般兵士や、街のチンピラ程度なら苦もなく倒してのけるだけの実力は持っているのだ。


　しかし……


　肉体的な資し質しつはともかく──のどかに過ごした幼よう年ねん時代は、彼等の性格を職業的殺人者には不似合いな状態に形成してしまっていた。


　端たん的てきに言ってしまえば……結局、根が善ぜん人にんなのだ、彼等は。


　泣いて怖こわがられるとどうしても凶きよう器きを振るえない。だからといって、眠ねむっている状態や、背はい後ごから、気付かれる前に必殺の一いち撃げき──というのも気がとがめてうまくいかない。


　二人揃そろってこの性格は同じなので、結局のところ、二人はどうしてもまだ殺人という行こう為いに手を染そめられないでいたのだ。


　そもそも標的の身の上話を聞いただけで同情し──挙げ句に『強く生きなきゃ駄だ目めだ』とか励はげましてくるような兄弟に、職業的殺人者などつとまる筈はずがないのである。


　実を言うと、今回もポルドリットの攻撃以降、パシフィカを狙ねらう機会はあった。同じ劇げき団だんの中、すぐ側そばで動いているのだから、当然そういった機会は幾つもあったのだ。


　だが。


　団員達に混じって一生懸命練習や手伝いに精を出すパシフィカを見ていると、どうにも殺さつ意いが揺ゆらいだのである。というか──殺意を奮ふるい起こす事ができなかったのだ。


　ある意味でこれが幸運だったとも言える。


　殺意を喚かん起きしていれば、シャノンやキダーフは即そく座ざに彼等の正体に気付いていたろう。


「……分かった」


　ジェイスは迷まよいを断たち切きるように鋭するどい口調で言った。


「これを最後にしよう」


「兄ちゃん？」


「あのパシフィカ・カスールが泣いて怖がろうが、〈守護者〉達がどんなに手て強ごわかろうが……とにかく全力をもって殺す。俺おれ達のもてる力の全てを使ってだ。それでももし失敗したならば──」


　彼はぐっと拳こぶしを握にぎりしめて言った。


「〈死神の双そう鎌けん〉ファーガソン兄弟の職業的殺人者人生を、閉とじよう」


　閉じるも何も、そもそも始まっていないのであるが──それを指し摘てきする人間は、やっぱりこの場にはいなかった。


「兄ちゃん──」


「気き張ばれ、ディアス。ここが正念場だ！」


「わ、分かったよ兄ちゃん！」


　二人は決然たる瞳ひとみで互いを見つめ、頷うなずく。


　だが──


「こら、さぼんなよっ！　やっとく事は幾いくつもあるんだぜ！」


　手が止まっているファーガソン兄弟を見て、ライルや他の劇団員達が怒ど鳴なって寄よ越こす。


『はい、すんません──』


　反はん射しや的てきに叫さけび返して──二人はやはり溜ため息をついた。








　そして。


　公演が始まる──








『──げに恐ろしきは黒くろ騎き士しの剣……その刃やいばの前には勇ゆう猛もうをもって鳴る王国軍の騎士達も、ただただ屍しかばねを晒さらす以外に、為す術すべもなかったのでありました』


　ラクウェルの魔ま法ほうで拡かく大だいされた声が、テント内に響ひびく。


　舞ぶ台たいでは──顔まで隠かくれるような完全装そう備びの鋼板鎧プレートメイルを身に着けたシャノンが剣けんを構えていた。ちなみに鎧は完全に張りぼてなのだが、剣は刃はこそついていないものの、一応金属製である。あまりに軽いと、かえって勝手が違って使いにくいので、わざわざ自分の使いやすい重さと長さのものを模も擬ぎ剣けんの中から選び、『魔剣』として、でっちあげたのである。


（これはまた……やりにくいな。やっぱり）


　鎧の中でシャノンは思う。


　張はりぼてなので重くはないのだが、やはり本物とは違い、細部の造つくりがいい加減で、何の気きなしに動いていても、妙みように引っかかったりするのだ。加えて顔面を丸ごと覆おおう兜かぶとが著いちじるしく視し界かいを狭せばめてしまうため、足元がどうにもおぼつかない。


　何度か練習で着ているので、無論転んだりするような無様な事にはならないが──どうにも気持ち悪い。


「おのれ黒騎士っ!!」


　王国騎士の格好をした劇団員達が、模擬剣を振りかざして襲おそい掛かってくる。


　やはり張りぼての鎧を帯びているが、あちらは兜はなし、しかも模擬剣は木製のものに色を塗ぬっているだけなので、動きが軽快だ。


「愚おろかな──」


　とりあえず言うべき台詞せりふを言ってから、シャノンは素す早ばやく集中し、相手の動きを観かん察さつした。


　実はこの立ち回りの部分に関しては予あらかじめ殺た陣ての打ち合わせをしていないのだ。打ち合わせをしている時間がなかった事もあるのだが……いっそ、お互たがい本気でやりあった方が、迫はく力りよくが出るだろう、というのがゴルドンの主張である。


　無茶苦茶な話だが──そもそもシャノン達を舞台に上げる時点で常じよう軌きを逸いつしている。シャノンは寸すん止どめだけを心がけ、あとは実戦の積つもりで闘たたかう──団員達とはそのように話がついている。ちなみに向こうは半ば以上本気で殴なぐり掛かかってくるようにと伝えてあった。


（とはいえ……）


　左右から同時にかかってくる劇団員──もとい騎士。


（これはこれで、なかなか……）


　殺陣の経験は豊富にあるせいか、彼等の動きは非常にきれがよく、シャノンが演技練習の合間に教えた実戦剣術の動きを、ある程度は取り入れる事に成功していた。


　恐おそらく、そのまま本気で戦わせても、剣術を習いはじめて一年にも満たない軍の新兵よりは遥はるかに役に立つだろう。身体からだを動かす事の基き礎そができている人間は、やはり上じよう達たつも早いし応用が利きく。


（楽しいもんだなっ!!）


　シャノン／黒騎士は瞬しゆん間かん的てきに左右の連れん携けいのずれを見切り、半歩ばかり踏ふみ込こみの浅い左側の騎士に向けて踏み出しながら、剣を突き出す。


　狙そ点てんは相手の左脇わき腹ばら。


　思った通り、騎士は必死の動きで体たいを捌さばいてこれをかわすが、姿し勢せいが乱みだれる。シャノンは突つき出した剣をそのまま横薙なぎに払はらった。


「……！」


　騎士は横に跳とんで逃げようとするが、元より踏み込みが乱れていた上に、シャノンの動きの方が速い。横に流れる騎士の身体に追いついた剣は、そのまま振りぬかれた。


「うわっ!?」


　横殴りの一撃を食らって吹ふっ飛び、左の騎士の身体が右の騎士に引っかかる。まさに踏ふみ込んで一撃を放とうとしていた右の騎士は、左の騎士共々転てん倒とうした。


　そこに翻ひるがえって走る黒騎士／シャノンの剣。


　まさに一いつ閃せん──目にも留とまらぬ程の速はやさで通り抜けたその切っ先は、二人の張りぼての鎧を、綺き麗れいに切り裂さいていた。


　斬られた鎧の一部が、騎士達の身体から、落ちる。


「げっ……」


　低く呻うめく声は演技ではなく、本物であった。


　刃はのない模も擬ぎ剣けんであろうと──いや、ただの木の枝であろうとも、必要な角度と速さを見切ってふるえば、張りぼての鎧くらいは切り裂ける。本物の刀と鎧でも同じ事のできるシャノンだからこその、妙みよう技ぎではあるが。


　あまりの事に、観客席から一様に息を呑のむ気配が伝わってくる。


「……台詞と血ち糊のり……！」


　呆ぼう然ぜんとしている劇げき団だん員いん達を、落おち着いた低い声が促うながした。


　音響関係の魔法を通して調ちよう整せいし、指向性を与あたえられたニケの声である。普ふ段だんは頼たよりなさげに聞こえる彼女の声であるが……決して慌あわてない響ひびきは、瞬しゆん時じに失敗や突発事態に対応できるだけの冷静さを聴きく者に与えてくれる。


「う……うおおおおおおっ!!」


　二人の騎士は絶ぜつ叫きようし、胸を搔かき毟むしる。その際に劇団員達の手は、張りぼての内側に隠かくしておいた小さな袋を引っ張り出し、思い切り握にぎり潰つぶした。


　毒どく々どくしい赤の飛沫しぶきが舞台の上に飛び散る。


　──おおお……！


　実際に斬られたかの如ごとき生々しい場面に、観客がどよめいた。


　劇団員達がシャノンの技に驚おどろいて呆ぼう然ぜんとした短い時間も、ある種の『溜ため』として働いていたようだった。観みている側からみれば『あまりに鋭い剣けん捌さばきのため、血が出るまでに間があった』という風に見えるのだろう。最初から意い図としていた訳わけではないが、結果的に黒騎士の剣の凄すご味みを、観客に伝える演出が成立したという事だ。


　無論──これは事前の用意、シャノンの剣技、ラクウェルの魔法、ニケの落ち着き、そして団員達の素早い理解と反はん応のう、全すべてがあっての事なのだ。


　──おおおおお……


　観客席のどよめきは消えない。消えずに尾を引いている。


　劇の三分の一も終わらぬ内に……既すでに多くの観客は度ど肝ぎもを抜ぬかれ、手に汗あせを握っているのだ。


　シャノンは残る二人──実はシャノン同様、顔は分かりにくくしてあるが、鎧の中身はそれぞれキダーフとゴルドンであったりする──の騎士を相手にしながら、一瞬、客席に視線を走らせた。


　こちら側からは照明の関係で客席の詳しよう細さいは見えない。


　だが──娯ご楽らくの波に早くも巻まき込まれつつある客席の気配は伝わってくる。


　不思議な気分である。


　シャノン一人ではこれだけ多くの人間を興こう奮ふんさせる事はできないだろう。無論、ラクウェルやパシフィカ、キダーフやゴルドンやニケや──他の誰だれにもできないだろう。


　複ふく数すうが一つの目的に向けて動いているからできる事。


　そうでなければできない事。


（……そうなんだよな。やっぱり）


　シャノンは仮面の下で微笑ほほえんだ。


　こういうのは悪くない。本当に──悪くない。


「我わが剣、貴き様さま等如ごとき俗ぞく物ぶつに破れるものではないわ」


　ゴルドン演じる騎士が悶もん絶ぜつし、キダーフが血ち糊のり袋ぶくろを盛せい大だいに握り潰すのを確認してから──シャノンは決めの台詞せりふを大声で叫ぶ。半なかば棒ぼう読よみ口調なのだが、観客はすっかり興奮しているので、これも『押し殺した冷れい徹てつな声』に聞こえているらしかった。


　いよいよこの後、前半の山場……主人公である騎士シークス・クアンプとの一騎打ちである。


　ところが──


『そこまでだ』


　涼すずやかに響ひびき渡る筈はずの宣言は……ごつごつと岩のこすれあうような、妙に恫どう喝かつ的てきな響きを伴ともなっていた。しかも──重ハなモっている。


「……？」


　シャノンが仮面の奥おくで顔をしかめる。


　舞ぶ台たいに登場したのは……黒衣の二人組であった。全身まさに黒ずくめ、しかも目元だけを覆おおう遮光用仮面バイザーまでもつけている。


　どうにも胡う乱ろんというか悪者風というか──そういう格好だ。少なくともシャノン演じる黒騎士の方が、まだ凛り々りしい分、正義の味方風だろう。


「なんだ……？」


　仮面や衣装が代わっているものの、体験入団の二人組だとはすぐに分かった。分かったが──


「……飛び入りみたいですねえ……」


　ニケの声だけが耳元に流れてくる。


「ちょっと待て、飛び入りって……おい？　シークス役のライルは？」


「……えーと……」


　何やらごそごそと動き回っている音だけが伝わってくる。


　そして──


「……なんか、ノビてますけど」


「は？　なんだって？」


「……『解説ナレーシヨン』で状じよう況きようは適当にごまかしますから、幕まくまでそっちも臨りん機き応おう変へんにお願いします……」


「ちょっと待……くそ！」


　シャノンは仕方なく二人組に向かって踏ふみ出す。


　二人組は足首近くまですっぽりと身体を覆う黒の外がい套とうを揃そろって跳はね上げると、腰の両側に吊つってあった鎌かまをそれぞれ二本構える。どう見てもその造りは農作業に使う鎌でしかなく、それを両手に構える様は喜劇的ですらあったが──


　その瞬間。


（……こいつら!?）


　シャノンはほとんど無意識の内に剣を構え直している。


　殺気である。経験が浅いのか、それとも気乗りしないからか、絞しぼり込こみが弱いが──これは紛まぎれもない殺気だ。


『騎士団壊かい滅めつの凄せい惨さんなる余よ韻いん漂ただよう戦場に、突とつ如じよ現れたる黒衣の二人』


　ラクウェルが口からでまかせの解説を入れる。普段はのんびりしている彼女だが、こういう時の頭の回転は異常に速い。


『そは黒騎士と同様なる〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイトの配下か、それとも王国の切り札か？』


「──本当の名を名な乗のる積つもりは、あるか？」


　シャノンは押し殺した声で言った。


　台詞ではない。それが分かったのだろう。二人は胸むねを張はって叫んだ。


『〈死神の双そう鎌けん〉──ファーガソン兄弟!!』


　殺し屋が大おお見み得えを切ってどうする──などと思うシャノンであったが、当然、舞台の観客はここが見せ場らしいと勘かん違ちがいして、沸わいた。


　……おおおおっ！


「はっ!!」


　鋭するどい気合を放ちながら、黒衣の二人は左右からシャノンに襲おそい掛かる。


　先程の劇団員達とは違う。見事な──見事すぎる連れん携けいだった。しかも速い。


「くっ──！」


　左右からシャノンの肩口に向かって叩たたき降ろされる鎌の一いち撃げき。


　咄とつ嗟さに掲かかげ、左手も添そえた剣で鎌の刃はを食い止める。模も擬ぎ剣けんを伝わって手に届とどく衝撃は、鋭く、重い。間ま近ぢかで見ても確かに農作業用の鎌なのだが、まともに食くらえば、肩かた口ぐちから胸部中央まで、一気に切り裂さかれるかもしれない。それだけの威い力りよくはあった。


　最初の一撃は牽けん制せいだったのだろう。


　即座にそれぞれがもう一本の鎌を、今度は下方から跳はね上げる。


　シャノンは両手を滑すべらせて剣の中央部をつかみ、棒術の要領で剣を回転させた。剣の旋せん回かいが先の鎌を跳ね飛ばし、回転はそのまま下からの二撃をも弾はじく。


（……危あぶなかったな）


　無論これは、普段の戦闘で可能な事ではない。ほとんど刃のついていない模造剣だからできた事である。実戦用に刃を研といだ剣なら、掌を切っているところだ。


　二人はそれ以上踏み込まず、一いつ旦たん離れて間合いを開く。形としては非ひ武ぶ装そう──愛用の刀は舞台裏だ──であるシャノンが、実際には一定以上の戦闘力を保たもっているのだと分かって、少し慎重に攻撃する事にしたのだろう。


　実際、刃こそないが、棍こん棒ぼうとしては今シャノンが持っている剣も充分に使える。


　二人組は布ふ陣じんを変えた。


　一方が前に、一方が後ろに。


　正面のシャノンからは……それは一つの身体からだと四本の腕うでを持つ異形の戦士に見えた。


　恐ろしいほどの正確な同調をとって二人が迫る。シャノンの剣は定じよう石せき通り正面の敵、つまりは前の一人を倒すべく振り下ろされるが──その瞬しゆん間かん、前の一人が跳ちよう躍やくし、後ろの一人がそのまま突っ込んできた。


　微び妙みように機きをずらされたシャノンの剣は空を切った。


（……まずいっ！）


　普ふ段だんのシャノンであれば、それでもまだ二人の攻撃に対たい処しよできたろう。


　だが……慣なれぬ張りぼての全身鎧を着ていて、視し界かいが狭せまいために、その後の足運びをシャノンはしくじった。


　思わず姿し勢せいが乱れる。


（殺やられる……！）


　焦しよう燥そう感と恐きよう怖ふ感が交こう錯さくする一瞬。


　だが──


「げっ!?」


　正面からの男は、悲鳴じみた声を上げて、いきなりすっころんでいた。


　舞台に撒まき散らされていた血ち糊のりで滑すべったのである。


「……へ？」


　これにはさすがのシャノンも驚き──そしてもう一人の攻撃も来ない事をいぶかしんで、振り返る。


　跳ちよう躍やくした方は──目もく測そくを誤あやまったのか、背景の書き割わりに頭から突っ込んでしまい、抜けられずにじたばたしていた。


「……えーと。どうすりゃいいんだ？」


　呟つぶやくシャノンの耳に……ニケではなく、ゴルドンの焦あせりまくった声が届いた。そういえば斬きられて倒れている筈はずの騎士達の姿すがたがない。他の者達同様に、いつの間にか舞ぶ台たい裏うらに引いていたらしい。


「幕まくだ幕!!　とりあえず幕引いてごまかせ！」








「やるな、シャノン・カスール……」


　舞台の床ゆかから顔を上げるジェイス。転てん倒とうした拍ひよう子しに遮光用仮面バイザーははずれかけ、しかも血糊が顔面にべったりついて、物もの凄すごい事になっている。


　設備が壊こわれんばかりの速さで幕が引かれ、舞台は一いつ旦たん客席と隔かく離りされた。


「この〈死神の双鎌〉ファーガソン兄弟と対等に渡わたり合うと……わ……ああああっ!?」


　顔を上げたジェイスの眼めに飛び込んできたのは──物凄い勢いで舞台の右側から殺さつ到とうしてくる異い形ぎようの集団であった。


〈泥人マツド・マン〉達である。今は仮か装そうをしていない。


「ちょ……」


　まるで彼等自身が巨大なモップの先であるかのように……横一列、舞台一杯に並び、〈泥人〉達は四つんばいで雑ぞう巾きんをかけているのだ。


　彼等の迫り来る様は、ジェイスの眼には白い津つ波なみのように映うつっていた。


「ちょ……ちょっと待っ……」


　とんでもない速さで舞台を滑かつ走そうした〈泥人〉雑巾がけ部隊は、ジェイスと、ようやく書き割りから抜けだしたディアスの二人を、血糊ごと舞台から洗い出してしまった。


「どわあああああああっ!?」


　悲鳴さえもが〈泥人〉雑巾がけ部隊のたてる轟ごう音おん──足音である──にかき消され、彼等は文字通り波に洗われる木の葉のようにくるくると回りながら舞台の袖そでに押しやられた。


「なんだなんだなんだっ!?」


　愕がく然ぜんと舞台を振り返るジェイスとディアス。


　そこでは、別の〈泥人〉達が、やはり物凄い速さで飛び出してきて、大道具の入れ替えを行っている。


「あれま」


　呆ぼう然ぜんとその様を眺ながめている二人に、ひたすら軽けい薄はくな声がかかった。


「なんか素人しろうとらしくないな、とは思ってたけども。ファーガソン兄弟だった訳ね」


「な──」


　驚おどろきの上に更さらに驚きを重ねて、ファーガソン兄弟は振り返る。


「俺おれ達を──知っているのか？」


「キダーフ・ジャイロットって名前、ご存ぞん知じ？」


「ささささささ〈サイレンサー〉っ!?」


　知らない筈はずがない。


　職業的殺人者組合の一番の使い手と噂うわさされながら、〈廃はい棄き王おう女じよ〉暗殺に失敗後、廃業を宣言して行方ゆくえをくらましてしまった男である。


「あんたが……あの〈サイレンサー〉だったのかっ!?」


「そ──今は単に、楽士のおにーさんだけども」


　人差し指を立てて左右に振ふりながら言うキダーフ。


「し、しかし、なんであんたが──!?」


「知り合いか……キダーフ？」


　黒くろ騎き士しの鎧を脱ぬぎながらシャノンが尋たずねた。


　ラクウェルやパシフィカ達も側にやってきて、〈泥人〉達にもみくちゃにされたファーガソン兄弟を見下ろしている。


「な、な、何がどーなって……!?」


　どうしてキダーフと〈守護者〉が仲良く同じ劇げき団だんで芝しば居いなどやっているのか。事情を知らない二人の頭は、〈泥人〉の存そん在ざいもあって、混こん乱らんの極きわみに達していた。


　とてもではないが──闘たたかうどころの話ではない。まして〈守護者〉の双ふた子ごが揃そろい、更には〈サイレンサー〉まで敵側にいるというのであれば……どう考えても駆かけ出しの職業的暗殺者に勝ち目などなかった。


「畜ちく生しよう、訳わけがわかんねえ……」


　そう呻うめくディアスと、その横で呆然としているジェイス──二人の首を、がしっと二本の腕が巻いた。


「……うげっ!?」


「訳わからんのはこっちの台詞せりふだわい」


　ぎりぎりと二人の殺し屋の首を締しめ上げながら、ゴルドンは言った。ちなみに──相当に頭に来ているのか、やけに大きく怒いかりの血管が彼の額ひたいに浮うき出ていた。


「そうかそうか……細かい事情は知らないが、せえ……………………………………………………っかく、うまくいっていた筋すじ書がきを、滅茶苦茶にしてくれた責任はとってくれるんだろうなっ!?」


「お芝居が絡からむとなんか変に強つよいわね」


　異い様ような迫力を醸かもし出しているゴルドンを見ながら、パシフィカが言う。


「見所がある若者だと思っておったのに……おったのにっ!!　何ぞ私に恨うらみでもあんのかっ!?　ええっ？　私に恨みでもあるのか、君らはっ！」


　半分泣きながら喚わめくゴルドン。


「や、やめ……苦し……死ぬ……」


「ええい、死ね、死んで詫わびろ、ぐぬぬぬぬぬ」


　ゴルドンはますます腕うでに力を込こめ、ファーガソン兄弟の顔色はどんどん青黒くなってゆく。


「そんな事をしてる場合じゃないと思うけど」


　パシフィカがそう言うと、ゴルドンはあっさり兄弟を放り出し「そうだな」と頷うなずいた。


　ちなみに、ジェイスとディアスは白目を剝むいて気絶している。偶ぐう然ぜんなのかどうなのか──締しめがかなりいい場所に極きまっていたらしい。


「しかし、ライルが気絶してますからね……なんか怪け我がもしてるみたいですし。騎士シークス役は、どうします？」


　団員の一人が尋たずねる。


　幕を下ろしてまだ五分と経っていないが──そろそろ下ろしておくのも限界だろう。劇を再開せねばならない。


「こうなったら──一部、構成を変える。演出もだ。それからキダーフ、おまえがシークス役だ」


「──俺が？」


　さすがのキダーフも少々驚おどろいた様子で問い返す。


「他にシークス役ができそうで、手が空あいている奴やつはいないんだよ！　他の者じゃライルとは体格が違いすぎるから、衣装を着れない！」


「でも俺、台詞の細かいところは覚えてませんよ？」


「ええい、筋すじは覚えてるだろう！　その辺はなんとかしろ！　とにかく開かい幕まくだ！」


　ゴルドンは喚わめく。


　まあ……この時点で既すでに彼は半ば以上、自や棄けだった。








　何はともあれ。


　話の順序を一部差さし替かえたり、かなり強引な展開でごまかしたりしながら、舞台は再開された。


　ゴルドンとニケは逐ちく一いち指示を出しながら、脚きやく本ほん上じようで問題の出てきた部分を変へん更こう、修しゆう正せいして物語の流れを進行させる。だが──次から次へと対たい処しよ療りよう法ほう的てきに下される変更修正は、物語全体に大きな歪ゆがみを生じさせていた。


　無論、〈泥人〉の魔ま物もの軍団や、ジェイドの放つ魔法──ラクウェルが実際に使った〈武ト雷ー神ル〉や〈炎陣ムスペル〉──の迫力が、それでもなんとか観客が冷めてしまうのを防いではいた。


　だが、シャノン達も団員達も、最も早はや、当初の内容通りに物語を維い持じするのはそろそろ難むずかしくなりつつあったのである。








『さて。遊ゆう歴れきの騎士、若わかくして〈秩序守護者ピースメイカー〉の祝福を受けたる天才兵法者、シークス・クアンプ。彼は今日も武者修行のために旅を続けておりました』


　段だん々だんラクウェルの臨りん機き応変さにも疲つかれが見え始めている。


　しかも。


「おい、そういやこの場面って先のあそこと入れ替えたから……シークスに状じよう況きよう説せつ明めいする人物がいない事になるぞ？」


「……シークスに魔導士の従じゆう卒そつがいたって説がありましたね……女性の……」


「うむ。その設定はいただきだ。そういう訳でラクウェル君、ちょっと頼たのむわ」


「私が……ですか？」


　などという会話が舞ぶ台たい裏うらで交わされた後。


　ラクウェルは──仕方なく、舞台の上に立っていたりする。


　無論、解説ナレーシヨンを止める訳にはいかないので、腹ふく話わ術じゆつのように口の中で呟つぶやいた声を、そのまま魔法で拡大して響ひびかせているのだ。


「えーと」


　ラクウェルは少し天てん井じようを見上げて悩なやんだ後──舞台の反対側から歩いてくるシークス役のキダーフに、声をかけた。


「こんにちわ」


「ええと。こんにちわ」


　いきなり、隣となり近所の顔見知りが道で出会って挨あい拶さつするような調子でお互たがいに会え釈しやくするラクウェルとキダーフ。


　妙みようにほのぼのした出会いであった。


「ええと。そなたは、何者か？」


「私は王国に仕える魔導士……ええと……キャロル・ナンブにございます」


　やたらと詰つまりながらも会話を重かさねる二人。


　舞台裏ではゴルドンが頭を抱かかえているが、無論、二人には見えない。


　もっとも……ぶっつけ本番どころか行き当たりばったりでやっているのだから、むしろこの二人の頭の回転の速さは驚きよう異い的てきですらあるのだが。


「実は──」


　ラクウェル扮ふんする魔導士は、悪い魔導士に姫ひめがさらわれ、討とう伐ばつに向かった王国軍が全ぜん滅めつした事を語った。


　ちなみに本当はこの後、黒騎士と騎士シークスの一騎打ちなどがあるのだが、場面転換と人員配置の関係で無理と分かり、割かつ愛あい。ラクウェルとシャノンとキダーフ──この三人が同時に舞台に上がってしまうと、音楽の演えん奏そう者しやがいなくなってしまうのだ。


　黒くろ騎き士しは王国軍が派は遣けんした隠おん密みつ特とく殊しゆ部ぶ隊たい〈死神の双鎌〉と相討ちになって滅ほろぼされた、という事になった。言うまでもないが、隠密特殊部隊とはファーガソン兄弟の事である。


　ところが──


「……して、魔導士キャロルよ。悪の大魔導士というが──その男、一体何者なのか？　ええと。聞けばそのヴォイト、かつては高名な魔法戦士であったとか。王国に仕つかえ、王と民たみ草くさをその類たぐい希まれなる技わざにて護るべき魔導士が、何故にその責せき務むを放ほう棄きし……ええと。何故に『悪』の称しよう号ごうを冠かんせられるのか？」


「……それは」


　ラクウェルは困った。


　元々、ここは黒騎士と騎士シークスが会話して観客に説明する筈はずで──細かいところはラクウェルも覚えていないのだ。


「何がどう『悪』なのかを説明してやればいいんだよ」


　目立たぬよう、小声でキダーフが言ってくる。


　悪の魔導士。シャノンが演じる予定の──敵役。


　悪。悪い事。悪い部分……


　はたと何か思いついた様子でラクウェルは両手を合わせ──そして笑え顔がおで言った。


「愛あい想そが悪いのです」


　その瞬しゆん間かん、舞台裏でゴルドンが卒そつ倒とうしかけた事を、無論ラクウェルは知らない。


「いや……魔導士キャロルよ、それは……」


「あ。それから付き合いも悪いのです」


「…………」


「寝ね起おきも悪いですよ。だからもう、起こす時は大変で──」








「こらこらこらこらっ!!」


　ゴルドンが舞台裏で暴れそうになるのを必死に堪こらえている。


　先さき程ほどまで使っていた方法──音声に指向性をかけて、観客席に聞こえない様に舞台と裏うら方かたと会話する方法は、その中心となるべきラクウェルが舞台に出ているので、今は使えない。


　なので──ここから舞台の真ん中にいる彼女を、止める方法がないのだ。


「あれって、そのヴォイトって魔導士の悪いところじゃなくて、シャノン兄にいの悪いところよね」


　舞台の袖そでで、パシフィカがラクウェルを指さしながら言う。


「何を言ってるんだ、あいつは──」


　シャノンは呻くように言う。場面音楽バツクグラウンドミユージツク用のリュートを弾ひいているので両手がふさがっているが──自由であったなら、頭を抱えていたに違ちがいない。


「あの表情だからよく分からないけど……案外ラクウェル姉ねえ、あがって気が動転してるんじゃ……？」


「──かもな」


「……ああもう……好きにしてくれ……」


　ゴルドンが泣きながら言う。


　彼の目指した『現実性』はとっくの昔に損そこなわれまくっていた。








「おお！　あれなるは〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイトの率ひきいる魔族軍団……！」


　そう言いながらキダーフが剣けんを構える。


　既すでに一回だけ出す予定だった〈泥人マツド・マン〉軍団、本日二回目の登場である。はっきり言ってもうゴルドンも他の団員達も自や棄けだ。


　白いいびつな人型は、まさしく軍団の如ごとく整然たる足取りでキダーフとラクウェルに向かって進んでくる。


　二度目とはいえ、どう見ても本物の魔物の登場に、観客席から緊きん張ちようと興こう奮ふんの空気があふれる。劇げき団だんイングラムの面々が平然と同じ舞台に立っているからこそ、観客もまだ落ち着いて眺ながめているようだが──これがもしいきなり街まちの通りなどに現れていたら、恐慌パニツク状態になっていたに違いない。


「ええと。ここは私に任まかせて先をお急ぎください騎士様」


「ええと。しかしそなた一人では死にに行くようなもの」


「ええと。いえ。私には秘ひ儀ぎ中の秘儀、必殺の大魔法がございますれば」


「ええと。そんなものがあるなら最初から使っていたらいいような」


「ええと。それを言ったら身も蓋ふたもないですし」


　既すでにキダーフもラクウェルも、自分で何をやっているのか、分からなくなってきている。台詞せりふ回しも妙に投げやりだ。


　しかも──


「ええと。では──」


　ラクウェルが魔法を唱となえる。


　彼女の起動させた〈炎杖レーヴアテイン〉は、舞台に大穴を空あけ、テントの天井にも穴を空け、弾はじけた火の粉こをかぶった最前列席の客数人が、悲鳴を上げた。








　奇き跡せき的てきにというかなんというか。


　舞台は終しゆう盤ばん近ちかくにまでなんとかこぎつけていた。とにかく派は手でに展開されるラクウェルの魔法と、〈泥人〉の群れ、そして調子良く奏かなでられる音楽──裏でキダーフだのラクウェルだの、シャノンだのが入れ替かわり立ち替わり演奏していたのである──が、ある種の勢いを作り出し、無理矢理に観客を誘ゆう導どうするような形になっているのだ。


　そして──








〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイト。


　彼はそう呼ばれていた。


　戦場にあっては王国軍最強とまで謳うたわれ、爵しやく位いこそないものの、その権けん勢せいは並なみ居いる王国貴き族ぞくをも圧すると言われた、王国の英えい雄ゆう。


　魔法だけでなく武芸にも通じ、将として兵へい卒そつを率いれば常じよう勝しよう無む敗はい。部下には厚こう情じようをもって接し、同僚には敬けい意いを払はらい、主君には忠ちゆう誠せいを捧ささげて惜おしまなかった男。それがヴォイトであった。


　その彼が──何故に突とつ如じよとして王国に叛はん旗きを翻ひるがえしたのか。姫をさらい、騎士団を皆みな殺ごろしにしたのか。その理由を知るのは、彼自身と、そして親友として永なが年ねん彼に付き添そってきた名もなき戦士──後のちに黒騎士と呼ばれる武術家のみであった。


　そう。誰だれも皆、彼の心を知らなかった。


　彼の心の中に横たわって彼を苦しめ続けていた苦く悩のうを。


「──だが、ついに貴女あなたは私のものになる。美しき姫ひめよ。典てん雅がにして可か憐れんな姫よ！　ただそれだけの、何も知らぬ姫よ！」


　ヴォイトの顔は恐おそろしいほどに無表情であった。


　その仮か面めんのような顔に、キャリイは脅おびえた。


「ヴォイト。王国の英雄。その貴方あなたがなぜ──」


「裏切りだ！」


　血を吐はくような叫さけびが王女の頰ほおを打った。


　彼の横顔にはなおも無表情が貼り付いている。だが燭しよく台だいの灯とう火かが描えがく陰いん影えいは、その冷たい顔を信じ難い程、凄せい惨さんに見せていた。


「王国のためを思えばこそ私は闘たたかった。王国を──貴女の国を護るために私はありとあらゆる手段をとった。何千、いや何万の屍しかばねを築きずき、自らも血と泥どろにまみれ、それを厭いといもせず戦場を駆かけた！　だが──だが、足りぬ！　まだ、足りぬ！　私は負けてはならない、絶対に。私は更さらに力を欲ほつした。国を、貴女を愛すればこそ、いかなるものからも貴女を護るために！　絶対の力となって──貴女を護り続けるために！」


　そう言いながらヴォイトはキャリイから離れ、部屋の奥おくへと歩を進めた。


「他の者など信用できぬ。人は裏切る、人は欺あざむく、人は逃げる！　だからこそ我われと我わが身を絶対の守護者とせんがため、私はありとあらゆる手段をとった……しかし！」


　部屋の奥。


　そこには何か巨きよ大だいなものが在あった。大きな布を被かぶせられ、その正体はキャリイの眼めには見えない。だが──そこに注ぐヴォイトの視し線せんは明らかに尋じん常じようならざるものがあった。


「王は──貴女の父は、奴やつは私を責めた……この私を殺そうとした……人は裏切る、そうとも裏切るのだ、全身全霊をかけて己おのれに忠誠を誓った忠臣さえも！　姫よ、貴女のお父上のようにな！」


「噓うそです！　父上がそのような──そんな筈はずは──」


　必死に叫ぶキャリイの声は──しかしもうこの狂くるえる魔導士には届とどいていなかった。


「奴やつは私を外げ道どうと罵ののしった！　人の名において私を滅めつ殺さつすると！　この〈滅殺者スレイヤー〉ヴォイトをだ、愚おろか者め！」


　そうしてヴォイトは部屋の奥に据すえ付けられたものの覆おおいを取り払った。


　薄うす明あかりの中で露あらわになる巨大な物体。それは──


「……………………!!」


　キャリイの声が言葉にならぬ絶ぜつ叫きようとなって迸ほとばしった。


　幾いくつもの肉体。


　金属と木材で組まれた構造体の中に、まるで部品のように組くみ込こまれた老ろう若にやく男なん女によの身体からだ。死体のようなそれは、しかしまだ死者の色に染そまりきってはいない。


　生きている。生きているのだ──その不気味な物体の一部として！


　魔力を拡かく大だいするために使う仕し掛かけ。


　その部品には生きた人間を組み込むのだと──そういった忌いまわしい研究がかつて行われたのだと、キャリイも聞いた事があった。人間を人間として扱あつかわず、その尊そん厳げんを踏みにじり、一個の物体に貶おとしめる外道の技。


　ヴォイトはそれに手を出していたのだ。


　それを知ったキャリイの父王は彼を危険な存そん在ざいとして極ごく秘ひの内に処しよ刑けいしようとした。『英雄』に対する民の感情と、そして何よりも愛まな娘むすめの気持ちを慮おもんぱかって。


　だが、ヴォイトは縛いましめを破って処しよ刑けいの前に脱走した。そして、魔物の軍団と強大な魔力、そして黒騎士を使い……かつて彼が全身全霊を捧ささげて護ろうとした王国を滅ほろぼしにかかったのだ。裏切られた──そう思うが故ゆえに、かつての忠誠と愛情は激げき烈れつなる憎悪となって吹ふき荒れた。


「姫よ！　貴女もか！　貴女もその眼めで私を見るのか！　貴女を護るために、身も心も費ついやしたこの私をっ!!」


　恐怖の眼で己を見るキャリイに、ヴォイトは再び詰つめ寄る。


　だが──


「どうして──」


　キャリイの絞り出すような声に、ふとヴォイトの歩あゆみは止まった。


「どうして貴方は──初めて会った時のままで……あの時のままの貴方でいてくれれば良かったのに……」


「…………!?」


　ヴォイトの仮面のような表情にさざ波が走る。


　城からさらわれて以来、脅おびえこそすれ一度として泣く事のなかった王女の眼からこぼれる雫しずくを見て──魔導士はただ、子こ供どものようにうろたえた。


「貴方はもう誰をも必要としていないのよ……私でさえ……強さに、たった一人で強くなってしまう事だけにとりつかれた貴方の中には……もう誰もいないのよ……」


「何を──何を言うか！　私は」


「足りなければ合わせればいいの……助けを得ればいいの……どうして貴方は誰も信じる事ができなかったの？　全てを一番最初に見限ったのは──人々の貴方への信しん頼らいと憧どう憬けいを、私の想おもいを……一番最初に裏切ったのは、貴方自身……誰も信じる事ができなかった貴方なのよ！」


「……馬ば鹿かな……馬鹿な事を！」


　ヴォイトがよろめく。


　百の魔法、千の刀剣も、揺ゆるがし得なかった魔人が、今、為す術すべもなくよろめいている。


　そして。


「ヴォイトオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！」


　絶ぜつ叫きようと共に降ふってくる人影。


　白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだ騎き士しは、己自身をもその一部とするかのように真まっ直すぐ剣けんを構かまえ、全身でヴォイトに向けて落らつ下かした。


　騎士シークス・クアンプ。


　その一いち撃げきが不死身とさえ言われた男の胸むねを貫つらぬく。


「き……きさ……ま……」


「今こそ貴様が滅びる時だ〈滅殺者スレイヤー〉──!!」


　騎士が叫びながら剣を抜ぬき、素早く振り上げる。


　その動きはあくまで端たん麗れい──正義に裏打ちされた決けつ然ぜんたる美しさがあった。


「消え去れ、邪じや悪あくの者！」


　血を噴ふきながらよろめくヴォイトに、上段から一気に振り下ろされる剣。


「があっ!!」


　短い叫びを残し──悪の大魔導士は地に倒たおれ伏ふした。


　あまりにもあっけない最さい期ご。


　王国を揺ゆるがした魔人はただの死体となって転がっていた。


「……大だい丈じよう夫ぶですか、姫」


「ええ……」


　シークスの問いかけに、キャリイは虚うつろな口調で答え──そして彼女はヴォイトの死体に歩み寄る。彼女はその側に頽くずおれるように座すわると──最も早はやぴくりとも動かない男の頭を己の腕うでと膝ひざに搔かき抱いだいた。


「ヴォイト……もういいのよ……もう……貴方は休んでいいの……」


　物言わぬ死体に涙の粒を落としながら、キャリイは言う。


　そして──








「……案外、はまりやすい性た質ちだったんだな、おまえ」


　パシフィカの膝ひざに頭を抱だかれながら、シャノンは片目を開あけて囁ささやいた。


　彼女の碧あおい眼めには、本物の涙が光っている。


　演技している内に……必要以上にキャリイ王女に感情移入してしまったらしい。もっともそのせいか、パシフィカの演技はシャノンの眼から見ても見事なものに映うつった。


「なんだかさ……自分でも意外」


　客席からは見えない様に顔を伏ふせ──パシフィカは小さく笑った。


「しかしどうするよ、最後のアレ……」


　苦笑を浮かべながらシャノンが言う。


　本来の脚きやく本ほんならば、最後にキャリイ王女がヴォイトの亡なき骸がらに唇くちびるを重ねるところで、幕まくが閉とじる。さすがにゴルドンも実際にそこまでは強要しなかったが──どうもなかなか幕が閉じてくれないところを見ると、期待されているようだ。


　ちらりと舞ぶ台たいの袖そでを見ると──幕の開かい閉へい用の紐ひもに手をかけて、ニケがぼー……っと笑っている。面白がっているのは明めい白はくだった。


「んー……どうしようね」


　パシフィカは兄に膝ひざ枕まくらをしながら微び笑しようした。


　ゆっくりと身体からだを曲げ、顔を下ろし──


「おい、こら血ち迷まようなって」


　慌あわて気ぎ味みにそう言うシャノンの額ひたいに、こつんとパシフィカの額が当たった。


「とりあえず、こんなところで」


「…………」


「あー。シャノン兄にい、顔紅あかい。焦あせった？　ねえ、焦った？」


「やかましい」


　するすると閉しまっていく幕を横目で見ながら、シャノンは言った。




[image: ]


　立ち上がろうとするシャノン。もうここで身を起こしても観客には見えないだろう。いつまでも妹の膝の上で死体の演技をしている必要もない。


　しかしパシフィカは膝に抱いた彼の頭を離はなさなかった。


「……ねえ」


「なんだ。離せ」


「無理しなくて、いいんだよ──お兄ちゃん」


　私のために無理を重ねなくても。


　無理に己に〈守護者〉としての在あり方を課かさなくても。


「…………」


　そっと上がったシャノンの指先が、パシフィカの頰ほおに触ふれる。


　そして──


「生意気言うな」


「いだだだだだだ」


　妹の頰をつまんで引っ張ぱりながら、シャノンは言った。


「大丈夫だよ。無理かな、と思ったら誰だれか適当な奴やつみつくろって、助けてもらうさ」


「そっか」


「よく考えたら、今までだってそうしてきたんだ。単に自覚がなかっただけさ」


　そう言ってシャノンは苦笑する。


　幕が完全に閉じる。


　やがて。


　気け圧おされたように静まり返っていた客席からまばらに拍はく手しゆの音が沸わき上がり──それはテント全体を揺ゆるがすような歓かん声せいへと変わっていった。




　終章







「いやあ、見ましたか、劇げき団だんイングラムの『スレイヤー・ヴォイト戦記』！」


「見ました見ました。仕掛けは凝こってるわ、派は手でだわで。さすがですなあ。あの劇団は。今回は殺た陣てもえらく気合が入ってましたし。特にほら──あの隠おん密みつ特とく殊しゆ部ぶ隊たいが黒騎士と闘う場面。短いんですがもう、凄すごい迫力で」


「魔物の軍団も出てきたでしょう。あれ、噂うわさじゃ本物だって話ですよ？」


「はは、いくらなんでも、まさか。まあ物凄い迫力でしたねえ、あれも」


「魔法とかも、どうやって再現してるんですかねえ」


「あれも本物とか？」


「まさか。違い法ほうですよ」


「途中、色々妙みような場面もありましたけどねえ」


「ま、あれはいつもの事ですよ。特に劇団イングラムは色々実験的な事をしたがりますしね。新しい演出だったのかもしれません」


「最さい後ごの場面もなかなか良かったですなあ。楽士の腕うでもあるんでしょうけど、こう……泣けてきまして、恥ずかしながら」


「いや、私もです、実は。王女役の少女がなかなか可愛かわいらしくて」


「そういやうちの娘……二人とも、あのヴォイト役の役者に手紙フアンレター書くんだって大騒ぎで」


「そういやあの王女役もヴォイト役も初めて見ますね。途中のあの魔導士とかも。新人ですかね」


「かもしれませんねえ。あの魔導士も美人でしたなあ。……それに、いーい体つきで」


「涎よだれ、涎」


「や、これは失しつ敬けい」


　…………………








　あれほど途と中ちゆうで混こん乱らんしたにも拘かかわらず……劇団イングラムの公演は、おおむね好評であった。大量のお捻ひねりが舞台へと投げ込こまれ、惜おしみない拍手と歓声がテントを揺るがし……客は皆みな満足げに帰路に就ついた。


「残念だな──」


　ゴルドンが心底から言葉通り──といった表情で言う。


　公演の翌よく日じつの事。


　ベクタの街の街がい門もんにて、シャノン達は、劇団イングラムの面々と別れの挨あい拶さつを交かわしていた。


　劇団イングラムの側には、ニケやゴルドンは無論、キダーフの姿すがたもある。いや、それどころか、ファーガソン兄弟の姿まで、あった。


　舞台のあと──殺さつ到とうした観客に、握あく手しゆを求められ、娘むすめ達に嬌きよう声せいを浴び、その場の勢いで役者の振ふりをしている内に……すっかりその気になってしまったらしい。


　後で彼等がキダーフに語ったところによると──


「殺し屋にはなれなくても、殺し屋の役はできるかも」


　──とかなんとか。


　単たん純じゆんな連中である。もっとも、そういう連中であるからこそ、職業的殺人者などよりも役者の方が相応ふさわしい。他人の笑え顔がおを喜びとできる純じゆん朴ぼくな感性を棄すてずに持っている事──それが優ゆう秀しゆうな芸人の条件であろう。


　キダーフも〈泥人マツド・マン〉達と共に、しばらく劇団イングラムの厄やつ介かいになる事にしたらしい。それは劇団イングラム側としても、願ねがったりかなったりの事であった。これで話題性は充じゆう分ぶんだ。


　だがゴルドンは少し表情に不満の色を混まぜると、言った。


「ラクウェル君がいなくなると魔法効果をまた爆ばく薬やくに頼たよらないといかん」


「だからやめてくださいってば、そういうの」


　苦く笑しようしてシャノンが言う。


「君らも──最後のあれは、素人しろうととは思えない位に気合が入っておったからなあ。このままやっていれば、すぐに看かん板ばん役者にもなれたろうに」


　そう言って、ゴルドンは小さな布ぬの袋ぶくろをシャノンに手て渡わたした。


　ずっしりと重いそれを開いてみると──最初の約束よりも多少多目の貨か幣へいが入っている。


「いいんですか？」


　横から袋の中身をのぞき込み──それからゴルドンに眼めを向けて、ラクウェルが尋たずねる。


「結果的には、色々とためになった。君らと出会った事でね。ま──君らへの報ほう酬しゆうと、その幸運に払ったお金だと思っておいてくれ」


「では、遠えん慮りよなく」


　シャノンは袋の口を結ぶと、それを懐ふところにしまった。


「ま──機会があればまた一いつ緒しよに演やろう。今度は新作の『秘ひ密みつの王女様』だな。年齢的にも、髪かみや眼の色でも、よくあいそうだからな──パシフィカ君には〈廃はい棄き王おう女じよ〉の役なんか、やってもらいたい」


　そう言うゴルドンの肩越しに──顔を見合わせ、それから必死に笑い出すのを堪こらえているキダーフとファーガソン兄弟の姿が見えた。


「いーですよお」


　パシフィカが屈くつ託たくなく笑う。


「もうちょっと、変形の図案デザイン、可愛くしてくれたら」


「……考えておきます……」


　のんびりと、ニケ。


「じゃあ、また──いつか、どこかで」


「うむ。またいつか、どこかで」


　シャノンの言葉に大きく頷うなずくゴルドンと劇げき団だんイングラムの面々。


　そして馬車が走り出す。


「……楽しかったね」


　シャノンの横顔を見つめながら、パシフィカが言う。


「そう……かな。そうだな……たぶん」


　シャノンは苦く笑しようを浮かべて言った。


　ここ数日は大変だった記き憶おくばかりが残っているのだが、何故かそれがひどく楽しかったように感じられる。


　まるで苦労の日々が去るのを惜おしむように──故郷を懐なつかしむかのように、ある種の郷きよう愁しゆうを感じてシャノンは背はい後ごを振ふり返る。


　パシフィカもそれに倣ならい、ラクウェルも客室から顔を出して振り返る。


　見えるのは、ベクタの街。


　そしてそれを背に──手を振っている者達の姿。


　それは短い間だったが、確かに仲間であった者達。


　助け、助けられ、一つの結果を残した仲間達の姿であった。


「またねーっ!!」


　そう叫んで──パシフィカは両手を振った。






　あとがき







　我われ々われはそれをごく当然の事として受け止めている。


　それが我々に与える恩おん恵けいを、在あって当たり前のものと考えている。いや、当たり前も何も──特に意識さえしていない。


　簡単で、便利で、当然の如ごとく我々の生活の一部に組み入れられているそれ。長々とプルーフされてきたそのシステムに対し、我々が寄せる信頼は、既すでに無意識下に定着し、分離し難がたい。表層意識にては、そのシステムもやはり万全のものではなく、時に不調に陥おちいるような──まさしく当然のように機能不全を起こすような、複雑な代しろ物ものであるという事をなかなか認にん識しきしない。


　電話。


　だが──それは、時にとんでもない悪戯いたずらをする。


　そうして我々を窮きゆう地ちに陥おとしいれる。その便利さに対する感謝を忘わすれた者共に対する、天てん罰ばつのように。理由在る正当な悪意のように。





　いや、要するに何が言いたいのかというと。


　携けい帯たい電でん話わが壊こわれてたらしいのですが、表示画面がいつもの通りだったんでそれに気付かず、えらい目にあったという──まあ、それだけの話なんですが。





「そういえば[image: ]さかきさん。お知らせですが」


「はっはっは。また刊行が一ヶ月早まったなんてのはなしですよ」


「ええもう。ちょっと６巻の刊行が一ヶ月早まっただけです」


「はっはっは。そうですか、６巻の刊行が一ヶ月早まっただけですか、良かった良かっ………………………（劣化ウランのように重い沈ちん黙もく）……………………」


「では──そのように」


「ちょっとまたんかいっ!!」


「はあ……」


「なんでですか。次は11月の予定でしょう？」


「８月に『ストレイト・ジャケット』を出したでしょう？　あれで結局『棄すてプリ』が長いこと出ていない状態になっている訳わけで」


「まあそうですね」


「半年以上、『棄すてプリ』が本屋に並ばないと、読者の皆様が『棄すてプリ』を忘わすれてしまわないかと、心配で心配で。シリーズものは、刊行の期間があけばあくだけ、次巻の売れ行きが落ちるといいますし」


「ううっ……」


「という訳で。締しめ切りも自動的に一ヶ月早まったり」


「あうー……」








　──という訳で。


　どうも、[image: ]です。皆さんお元気ですか。私はなんかひたすら肩かたが痛いたいです。今度近所で整骨院でも探さがそうっと。年に一回病院に行くか行かないかなのに、洒落しやれにならん額がく、健康保険払ってるんだから、使わないと損そんですよね。





　……いや、そうじゃなくてな。





『棄てプリ』６巻『つかの間の歌劇曲』をお届けします。


　まーいろいろありまして、これを書いている時点では本当に10月に出るかどうか、かなり怪あやしいのですが。担当のＴさんは休日出勤してるし、電話かかってくる度に声に悲壮感が滲にじんでくるし（ごめんなさい）。


　まあ、10月中にこれが本屋に並んでいたら、皆さん心の中で『がんばったね』って褒ほめてください。いや、私じゃなくて担当さんを（笑）。








　さて、今回はひたすら馬ば鹿か話──の積つもりだったのですが。ちょっと当初のプロットとずれがでてきてこういう話になりました。まあ、いつもの通りですね。


　なんつうか、読者の皆さんがこれを読んで、文化祭みたいなノリを感じてくだされば成功でしょう。








　ちなみに私、演劇そのものにタッチした事はほとんどないのですが、Ｙ・Ｔという方の運営するサークルで、スタッフの一人として自主製作映画を撮とっていた時期があります。結構派は手でな事をしていた集団で、インディーズ・ムービーに興味のある方なら、聞き覚えのある名前かも。


　これがまあ、みんないい意味での馬鹿揃ぞろいで（笑）。


　バイクで海に飛び込むわ、大量のモデルガン使って港で銃じゆう撃げき戦せん撮るわ、ロケでタイまで行ってしまうわ、レオマワールドのど真ん中でいきなりゲリラ撮さつ影えい始めるわ。


　苦労もしたけど、楽しかった想おもい出であります。





　結局、諸しよ般はんの事情でその自主製作映画サークルは消しよう滅めつし、私は私で当時のスタッフの半数とは袂たもとを分かってしまいました。お互い、撮りたいものや、やりたい事が変わってきた事で、意見が合わなくなったのです。





　で──


　今では、プロの端はしくれとして、企画立案から製作まで自分一人で責任と愛着をもって（いや、無論担当さんや絵え師しさんのお力添ぞえはありますが）作品を完成させられる小説という形式に自分の創作意欲をそそぎ込んでおる訳です。


　つまりは他人の脚あしを引っ張る事も、他人に脚を引っ張られる事も、ほとんどない形式である訳ですが──





　時折、あの時に撮った映像の断片を見返してみるに、やはり皆で力を合わせて何かを作っていた充じゆう実じつ感かんというのが懐なつかしかったりします。特とく殊しゆ効こう果か用の血ち糊のりを避ひ妊にん具ぐに詰つめていた事とか、弾だん着ちやく用ようの火薬を集めるべくバクチクほぐしていた事とか、火気厳禁の場所で付けヒゲしながらバカスかモデルガン発はつ砲ぽうしていた事とか……。


　……なんかろくな事してませんな（笑）。何を懐かしがっているのやら。








　ま、なにはともあれ──そういうお祭り騒ぎ的な日々はもう遠かったりするのですが、今回の『棄すてプリ』を書いていて、ふと、またああいう自主製作映画とかバンド活動とか（こっちも懐かしい）やってみたくなりました。





　一人でやるのもいいけど。


　やっぱ皆で何かするのって楽しい。それが何かを作り上げる事なら尚なお更さらに。





　……なんてね。








　さて、一人で完成させられると書いたのは無論言葉のアヤで。


　やっぱりいつもの『ありがとうございます』の時間。時間も枚数もないので簡かん潔けつではありますが──





　プロットの整理に関して意見をくれたキッシー嵐山氏と草野ぐりま嬢、それにＯ氏。





　[image: ]の執しつ筆ぴつ速度の遅おそさ故ゆえに、ご迷めい惑わくをおかけしてしまったであろう絵師の安曇あずみ雪ゆき伸のぶ氏。





　原稿の進まない[image: ]の愚ぐ痴ちだの何だのを聞いてくださり、励はげましてもくださった大先輩・麻生あそう俊しゆん平ぺい氏。





　休日出勤までして（強調）編集作業を進めてくださった担当のＴ嬢。





　そして──やっぱり、誰よりもこの本を買ってくださった読者の方々。





　背せ中なか痛いし、肩も痛いし、なんかもー気が付いたら時計が午前四時とかだったりするよーな毎日をここんとこ送っておりますが。


　一応、[image: ]はまだまだ美お味いしくご飯食べてます。





　じゃあまた、次の本で!!





２０００／９／16


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機


ＢＧＭ：失われた伝ゆ説めを求めて（byタケカワユキヒデ）




スクラップド・プリンセス６


つかの間まの歌劇曲オペレツタ
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